


















































































ガーゴイルおるたなてぃぶ4




著者　田口仙年堂

イラスト　日向悠二












電子版　ファミ通文庫






本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




１　STAND UP!――立て！ 正義のヒーロー！

２　GO TO FLY――飛べ！ 正義のヒーロー！

３　GUARD――参上！ 正義のヒーロー！

４　ALTERNATIVE LIFE――さらば！ 正義のヒーロー！

エピローグ

あとがき


















































　私は今、言葉では表現できない喜びを感じている。

　それと同時に堪こらえきれない悔しさも感じている。

「ああ、どうしてこんなにおいしいんだろう……」

「ありがとね」

　今日も敵が作る料理を平らげてしまった。ナスのミソ炒いためとかぼちゃの煮物という、素そ朴ぼくな料理なんだけど、非常に良くできている。

　何が良いかって、値段だ。これらふたり分の料理を百円以内で作ってしまう敵の技量がとてつもなく羨うらやましい。どこの八百屋さんで売ってるんだ、こんなに安い野菜。どう見てもナスだけで二百円はかかってそうなのに。

「それも古こ科か学がく？」

「んなわけないでしょ」

　食後のお茶を飲みながら、私は敵と向かい合う。

　あ、このお茶もおいしい。同じ茶葉なのに。

「はぁーあ。ミズチや古科学の秘密よりも、まずこの節せつ約やく術じゆつを知りたいわ、ホント」

「ひかるちゃんの場合はね、まず錬れん金きん術じゆつで消しよう耗もうする薬品のコストから抑おさえなきゃ」

　私の名前は東ひがし宮みやひかる。錬金術師だ。

　錬金術を利用して「鳥屋」というなんでも屋を営いとなんでいたのだが、ある事件をきっかけに悪の組織に狙ねらわれるようになった。

　その組織は私の大切な人まで傷つけ、しまいには殺そうとした。

　理由は私が作った錬金術の道具。ラーの天てん秤びんと彼らは名づけ、私も「アヌビス」と呼ばれている。ヘンなあだ名だからやめて欲しいと思ってるんだけどな。

　そんな中、死し闘とうの果てに捕ほ虜りよを一名捕らえることに成功した。

　その捕虜が、私の目の前でお茶を飲んでいるお七しちさん。

　古こ来らいより錬金術と対ついをなす古科学の使い手であり、それを操あやつる古科学者の集団であるミズチの幹かん部ぶだった。いや、自分からついてきたと言ってもいいくらいにアッサリ捕まってくれたんだけどね。

　目的の遂すい行こうのためには手段を問わない、危険な集団ミズチ。その手段を問わない目的は、いまだわからない。

　先月、ミズチのボス――レイジと対面したとき、彼はこう言った。「裏の学問の楽園を作る」と。錬金術や古科学のような、歴史の陰に隠れた学問に、再び日の目を見せようとしているのだ。その思想自体には感心するんだけど。

　その最終的な目的については、戦いの過程で得た友人たちが調べてくれている。敵の敵は味方。恨うらまれまくってるからね、ミズチは。

「ねぇお七さん。本当にウソついてません？」

「ついてないわよ。知らないの、レイジさんの本当の目的は」

　しれっと言い切るお七さん。

　彼女だって炎の花を操る立りつ派ぱな古科学者で、しかもかなりの使い手だ。

　それなのに私に甘んじて捕ほ獲かくされたり、トップの情報を知らなかったり。まぁ、もともと互ご助じよ会かいみたいな組織が大きくなったんだから、仕方ないか。

『知ってることは洗いざらい聞いたじゃねーか。俺が保証してもいいけど、そのバーサンそれ以上何も知らねーぞ』

　事務所のドアを開けた者なら、誰だれでも目につくほど大きな鳥とり籠かごの中には、私が作った自動人形がくつろいでいる。

「ガー助でもわからないほど、ウソつくのが上う手まいのかも」

『だったら最初からウチなんかに来ねーだろ。それよりひかる、ババァから節約術しっかり盗ぬすんどけよ』

「わかってるわよ」

「あらあら、アタシひょっとしてミズチの捕虜って言うより、節約術の先生？」

　そうだったら、どんなに嬉うれしいか。

　こうして一緒に暮らしているが、彼女が敵ということを忘れそうになる時が多々ある。普通に考えて、こんな優しそうなおばあちゃんが私の命を脅おびやかすなどと想像できるほうがおかしい。

　仕事の話をしたり、錬金術の話をしたりすると、ふと、彼女の笑顔が恐ろしくなる。

　どんなに取とり繕つくろっても、彼女はミズチの一員。

　そして彼女がわざと私に捕まった本当の理由は、まだ話してもらってない。

　できるなら、ミズチを潰つぶしたあとも彼女にはここにいて欲しい。そんなことさえ思った。だって料理うまいし、節約上手だし。

「ひかるちゃん、奥おく村むら組ぐみの親分さんから資金援えん助じよしてもらってるから、生活に困ってはいないんでしょ？　節約しなくても人並みの生活は送れるようになったんじゃない？」

「そうなんですけどねー。どうも貧びん乏ぼうが身に染しみてるっていうか」

「その心を忘れないのも、節約の第一歩よ」

『元々こいつ、大金持ちのはずなんだけどな。染みついてるっつーか、貧乏神に取とり憑つかれてんじゃねーのか？』

「うるさいな。私に貧乏神が憑いてたって、福の神のお七さんがいればお金だってガッポガッポ――」

　そこで、ふと気づいた。

　ミズチってどうやってお金稼かせいでるんだろう。

　古科学者やら魔術師やら、表じゃ食べていけないだろう人たち。確か刀かたな鍛か冶じの青あお江えさんも言っていた。刀だけで食べて行くには難しいと。

　そんな人たちをまとめるミズチには、どれだけの資本金があるのだろう。特撮ヒーローの悪の組織だったら、強盗ごうとうしたり騙だまし取とったり、あとは巨大企業が表の顔だったりする。

「お七さん。ミズチにスポンサーっているの？」

　何とはなしに聞いてみた。

「いないわよ。最初は平ひら賀がさんとこのお父さんが全面的に資金援助してくれたんだけどね。そのお金もそろそろ尽きて、レイジさんが小こ銭ぜにを稼いだりもしてくれたけど、それも追いつかなくなってるみたい」

　あのレイジという男、色んな道具を持っていた。それだけ様々な分野の学問を研究しているのだろう。そのためには、やっぱり資金がいる。

　研究だけじゃない。悪事を実行するためにも、やはり金が必要だ。

　その金がなくなりかけている。

　そうなったら――

「ひかるちゃん、今すごくいいトコついてるわよ」

「え？」

「ミズチの次の行動」

　テレビドラマの話をするかのように、自然な口調だ。

「資金がなくなったら――これって、研究者にとっては死を意味するわよね？」

「そうですね。悔しいけど、研究にはお金が必要です」

「でも世の中の普通の研究者は死なない。どうしてかしら？」

「そりゃ企業がお金出してくれますから……あっ」

　つまり、そういうことなのか？

　お金が無く、社会的地位もないミズチ。この場合、二つは同じものと考えていい。ある程度の社会的地位が確立できるほどのお金が必要なのだ、今のミズチには。

　そしてミズチはそれを手に入れようとしている。

　スポンサーだ。合法的に、もしくは脅きよう迫はくしてでも大金を手に入れる。でなければ、もっと直接的に奪う。

「欲しいのはお金だけじゃないはずよ。お金を持ってる人ってのは、コネもあるからね。そうなれば芋いもづる式に裏の学問は世に出られるかも」

　だからお金じゃなくて、スポンサーなのだ。

「ううん、お七さん。世に出なくてもいいの。ある程度の地位を持った人が認めれば、表だろうが裏だろうが関係ないわよ、きっと」

　むしろ表に出ない事の方が向いている気がする。軍事、暗殺、その他物ぶつ騒そうな事に役立ちそうなものばかり。錬金術だってそうなんだけどさ。

「だとしたら、ミズチはどこを狙うんだろ」

「そうねぇ」

　お茶を飲みながら、相づちを打つお七さん。

　この人は考えているのかいないのか。

「それに関しては、もう手て遅おくれだ」

　どこからか声が聞こえた。

　この声は喜き一いち郎ろうくんのもの。彼らがウチの事務所にやってくる時は、絶対にドアを使わない。窓から入ってくるのはいつものこととして、壁からやってきたり、冷れい蔵ぞう庫こから出てきたり、なんてことも。

　さてさて、今回は――

「邪じや魔まするぞ」

「わぁっ！」

　私とお七さんが挟むテーブルが持ち上がり、その下から二人の人物がのっそりと昇ってきたのである。まるで重じゆう量りよう挙あげのように、両手でしっかりとテーブルを持っていた。いや、どちらかと言えばタマかな。

　いつのまにウチの事務所は忍にん者じや屋や敷しきになったのだ。

　ちなみに私の事務所は三階にある。

　テーブルの下には黒い空間が広がっていた。この中に足を踏ふみ入いれたら、どこへ繋つながってしまうのだろう。

「やっほ、ひかるちゃん」

　一人はお面をかぶった陽よう気きなカンジくん。身体からだもフード付きのコートで覆おおっており、肌を晒さらしたくないのかな。中身は可か愛わいい女の子なんだけどね。どうしてそんな格かつ好こうをしているのか尋たずねたら、趣しゆ味みなんだってさ。変なの。

「……食事中だったか」

　持ち上げたテーブルを戻す軍服姿の喜一郎くん。彼の服装のセンスも、よく見たらおかしすぎる。もっと今時の格好をすれば、女の子にモテると思うんだけどな……いや、前言撤回ぜんげんてつかい。中身も軍人だから、生き真ま面じ目めすぎてダメだ。今時の女の子は厳しくすると逃げる。

　そんな凸でこ凹ぼこコンビが何をしにきたのだろう。

「お湯借りるぞ」

　勝手にコンロに火を入れる喜一郎くん。手にはコンビニの袋が。またカップラーメンか。身体に悪いから、週に一度にしとけって言ってるのに。

　そして喜一郎くんとカンジくんは、カップラーメンをすすりながら今日の来訪らいほうの目的を教えてくれた。

「これを見ろ」

　と、喜一郎くんが差し出した紙は、誰かの名前や住所がリストアップされていた。パソコンで入力されたものだろう。綺き麗れいに印字されている。喜一郎くんが書いたものではないのか。

「誰これ？」

「ひかるちゃんでも、知らない？」

　カンジくんに言われて、私は名前をじっくり見る。

　ああ、この人たち、見覚えがある。私じゃなくてもテレビとか見てる人だったら気づくんじゃないかな。

　一言で言って、偉えらい人たちだ。

　偉いにも幅があると思うけど、ここに名前が挙がっている人は、みんな様々なジャンルで名を馳はせている人たち。

　銀行の頭とう取どり、製鉄会社の社長、楽器メーカーの社長、歌か舞ぶ伎きの名優、ボランティア団体の代表――とにかく偉い人をリストアップした感じ。

「なにこれ？」

「さっき話してただろう。ミズチが資し金きん繰ぐりのために接触した人物だ」

「本当にやってたんだ！」

　憶おく測そくとはいえ、まさか実行していたなんて。荒こう唐とう無む稽けいな話に聞こえるが、ミズチの実力を考えると成功しそうな気もしてくるのよね。彼らだったら銀行強盗も朝飯前だろうし。

　でも変だな。

「この、歌舞伎の人とか、ボランティアの人って何？」

　役者はお金を持ってそうだけど、あくまで個人の財産だ。だったら企業から奪うばった方が効率がいい気がするんだけど。

「ミズチが狙っているのは金だけじゃない。さっきそう話してただろう」

「地位の話？　でも、それでもこの人たちは――」

　と、そこまで話したところで電話が鳴った。

「ガー助、とってー」

『あいよ』

　自力で籠の扉を開けて、外に出るガー助。器用に受話器をクチバシで摑つかみ、耳に当てる。

『あー、もしもし。セールスならお断りだぜ。払う金も……ん？　おお、久しぶりだな！　いるいる、ちょっと待ってろよ。オイひかる！』

「なに？」

『ほらよ、師し匠しようからだ』

　翼つばさを使って受話器を放り投げるガー助。

「もしもし」

　受話器をキャッチした私の耳に、慌あわただしい声が飛びこんできた。

『ひかるか!?　僕だ！』

「わかってるよ、お兄ちゃん」

『そっちに喜一郎くんはいるかい？』

「うん」

　なんで師匠が喜一郎くんを知ってるんだ。

『なら話は聞いたかな。ミズチの脅迫の話』

　事前に話をしていたのか、二人は。

「うん。聞いた聞いた。どうするつもりなのかしら、ミズチは――」

『ん？　まだ全部聞いてないのか？』

「何が？」

『ウチも脅迫されてるって、聞かなかったか？』

「お兄ちゃんのトコも!?」

　考えてみればトーグー系列も錬金術を応用して発展した企業だ。ミズチが目をつけないはずはない。

『ウチが脅迫されてから、すぐに喜一郎くんが来てくれたんだ。なんでも独自で調べたデータがあるって言うから、ありがたく受け取ったんだけど……こっちでも色々調べてみたら、さらに詳しいことがわかった』

　最初に目をつけたのは数ヶ月前の話。西にし川かわさんを操ってデータを盗もうとしただけで終わりだと思ったんだけどな。それにあの時狙われたのはお金じゃなくて、錬金術のデータだった。

「で、何を要求されてるの？」

『んー、要求自体はそれほどでもないんだけどね。ほんの数十億の現金と、株かぶ券けんくらい。指定された期日までに振りこまなければ大変なことになる、とまぁ、月並みな脅迫状が来たよ』

「ミズチが株手に入れてどうすんだろう……企業乗っ取り？」

　それに数十億をほんのと言い切れるあたり、師匠の金持ちっぷりが窺うかがえてムカツク。経営者の目からみたらそんなもんなんだろうけど。

「要求が大したことなかったら、何がひどいの？」

『うん、それなんだが……』

　言い淀よどむ師匠。

『ちょっと言いにくい。喜一郎くんの前では』

「どういうこと？」

　さっぱりワケがわからない。

「よくわからないが、俺なら平気だ。話してくれ」

　通話が聞こえていたのか、喜一郎くんがうなずく。

　その旨むねを伝えると師匠はさんざん迷っていたが、やがて事態の重さを感じ、決断してくれた。

『うーん……わかった。それじゃあ、ウチに届いた写真を転送するよ。そっちの事務所、ＦＡＸあったよね？』

「うん」

　一応、なんでも屋だ。ＦＡＸ電話機くらいは無理して買ったのだ。

　それから数分後、師匠から転送されたＦＡＸを見て、私は気を失いそうになった。

「ウソ……」

　一枚目は写真。ＦＡＸのせいかぼやけててよくわからないけど、どこかの建物の中だ。ボイラー室か何かだろうか、巨大なタンクが置いてある。地下なのか、あるいはそういう工場なのか。

　そこに一つだけ、そぐわない物体があった。

　木でできた立方体だ。最初、段ボール箱かと思った。直径一メートルくらいだろうか。身体の柔らかい人なら余裕で入れるくらいの大きさ。これだけ見ると、全まつたくわからない。

　二枚目には、その箱の中身が記されてあった。

　中身というか、設計図だ。私くらいの錬金術師でも、簡単に理解できるくらい。原理はとても簡単。しかしその実態は……。

「爆弾ね、これ」

　古科学で作った爆弾だ。

　普通の爆弾じゃないから、警けい察さつの爆発物処理班でも見つけにくいんじゃないかな。見つけられたとしても、解除できるかな。

「まぁ、これって本格的なものね」

　お七さんも口に手を当てて驚おどろいている。彼女が驚くなんて、珍めずらしいことだ。

　爆発物処理班でも扱えないもう一つの理由として、これは火薬を必要としない爆弾のようだ。これなら誰にも気づかれず、あるいは気づかれたとしても誤ご魔ま化かせる代しろ物ものだ。なにしろ見た目はただの箱で、中身もオルゴールほどの小さなからくりしか入っていない。

　この設計図、読めば読むほど恐ろしい。

　仕掛けは単純。簡単に言うと、スイッチを入れれば箱の中の物体が散さん布ぷされる代物だ。中に入れるモノは爆薬でなくてもいいみたい。毒薬とか、核かく廃はい棄き物ぶつである可能性もある。最悪のビックリ箱だ。

　私も錬金術師だからわかるけど、これは錬金術でも作れる代物だ。だから設計図に記されている材料を、自分の使える触しよく媒ばいに換かん算さんして考えてみると、威い力りよくがだいたいわかる。この木箱、普通の爆薬と同じ働きをしても、町一つ吹き飛ばせる。

　ＴＮＴ火薬に換算すると――たぶん、十トンくらいいくわね。軍事利用してもおかしくないほどの威力だ。敵軍の基地に置けば、跡形もなくなっているでしょ。

「バカじゃないの、こんな……！」

　なにしろ起き爆ばく剤ざいが違う。これはある代物をエネルギーに変換へんかんして、驚きよう異い的てきな力を生み出す装そう置ちなのだ。だから箱の中に何も入っていなくても、とてつもない力が生まれる。少なくとも、箱が置いてある建物と、その周辺数キロメートルくらいは破壊できる。

　爆薬を使用していない素の状態での話だ。

　強力な爆薬や広がりやすい細菌なんて使ったら、威力は累るい乗じように比例するだろう。使い方次し第だいでは核に匹ひつ敵てき――いや、それ以上のものになる。中性子爆弾とエボラウイルスのコンボなんて事も可能だ。

「何考えてんの、ミズチは！　こんな爆弾……！」

　爆発の規き模ぼもそうだが、なによりもこの起爆剤。

　こんなもの作ったら、どれだけの人間が――

　三枚目のＦＡＸ用紙を見た。

　そこに書かれてあるのは、地図だ。日本のどこかの町の地図。

　ある区域が赤い丸で覆われていた。私が言った通り、一つの市がまるごと赤丸で囲まれているのだ。そして地図の端に、一メートル四方だと明記されている箱の絵が。

　これだけの爆弾で、これだけの破壊ができる、と言いたいのか。

　爆弾テロの規模じゃない。

　もう戦争状態だ。写真で見た事がある、東とう京きよう大だい空くう襲しゆうの後の町並み。あれが現代で引き起こされた場合、都市が受けるダメージは半はん端ぱではない。

　それを日本中に仕掛けたって……！

　ミズチは無関係の人の命まで奪ったりはしないと思っていたのに、甘かったようだ。

「どんな爆弾なんだ？　見せてみろ」

　私が持っていたＦＡＸ用紙を奪うのは、喜一郎くん。

「…………」

　彼の指から紙がスルリと抜けて床に落ちた。

　まばたきもせずに動きを止める喜一郎くん。













「喜一郎？」

　カンジくんが呼びかけても返事をせず、そのまま指を組んで虚こ空くうを見上げる。

「……まさか……いや、だってこれは……！」

　組んだ指が震えていた。

「ああ、待ってくれ。少し考えさせてくれ――」

　そう言って事務所のソファに腰をぶつけて倒れそうになったところを、ガー助が助けた。そのままソファに座り、手を組んで額ひたいに当てる。

　逆上もせず、泣きもせず、だけどショックなのが丸わかりだった。声に出して怒りを露あらわにすることもできない。中身が全部抜けてしまうほどの事なのか。

　同時に、師匠がこの情報だけ持たせなかった理由もわかった。

「ウソだろ……？」

　小さくつぶやくと、喜一郎くんはそのまま身じろぎもしなくなった。

　お七さんがお茶を淹いれると、喜一郎くんは小さく「ありがとう」と礼を言い、湯飲みを受け取る。

　改めてソファに座った喜一郎くん。

「……すまん」

　小さな声で謝るが、その指はまだ震えていた。

　しばらく無言の事務所。

「本当に見ない方が良かった……」

　今更なことを言う喜一郎くんだが、落ち着きは取り戻したみたい。

「この爆弾――いや、兵器に見覚えがある」

「兵器？」

　爆弾を兵器と呼ぶのには、ちょっと抵抗がある。そりゃ武器だけど、そんな言い方をしたら、まるで戦争で実用化されたみたいじゃない。

「この爆弾のこと、アンタは知ってるのか」

「いいえ。アタシも初めてよ」

　喜一郎の質問に首を振るお七さん。

「てことは、アンタでも知らない秘密……平賀かレイジが関かかわってるとしか思えない、か。納なつ得とくした」

　一人で納得している喜一郎くんだが、すぐにこの爆弾の説明に入ってくれた。

「これは見てわかるとおり、ある代物をエネルギーに変えて、周囲を破壊するように出来ている。問題は、そのある代物だ」

　そう、そこだ。

　私もそれが一番恐ろしかったのだ。

「ホントに……できるの？　人間の命を爆発力に変えるなんて」

　正直、考えたくない。

　だけど命をエネルギーに変換する技術を、私はもう持っている。

　首から提さげているペンダント。これをミズチの連中は「ラーの天秤」と呼んでいる。私とガー助の命を繋ぐもの。命を共有する錬金術の秘ひ法ほう。

　今はこれに改良を加え、他人の命をも吸い取ることができる。

「まさか、ラーの天秤のせい？」

　この技術は、ちょっと前まで私一人だけのものだった。ところがミズチの親玉であるレイジの使う催さい眠みん術じゆつのせいで、全部喋しやべらされてしまった。

「設計図を見る限り、俺の知っている兵器と基本的な原理は変わらん」

「そう？」

「もっとも、まったく無関係とも言えないだろう。今、この時期にそういう手に出たことが何よりの証しよう拠こだ」

「やっぱ、そうだよね……」

　今度は私がヘコむ番。

　ミズチが私のラーの天秤を狙っていたのは、そういうワケだったんだ。命のやりとりをする道具というのは、古こ今こん東とう西ざい探しても私のラーの天秤しかないみたい。

　ひょっとして私、世界を破滅に導みちびく道具を作ったのかな……。

　あの爆弾、人ひとりの命で数キロ四方を破壊できる。

　もしも人ふたり分の命だったら？　十人分の命だったら――想像するのも恐ろしい。被害を被こうむる人は、その十倍の累乗くらいの数に上るだろう。

　ラーの天秤なら、そういう真ま似ねも簡単だろうな。

「俺が見たのは六十年以上前の話だ。今のコレはさらに改良を重ねているだろうな。起動すればどれだけの人間が死ぬか……くそっ」

「喜一郎、少し落ち着きなよ」

　カンジくんが喜一郎くんの背中をさする。

　落ち着きを取り戻したとは言ったけど、喜一郎くんの動どう揺ようは大きい。よほどこの兵器と辛つらい因いん縁ねんがあったのだろう。

　六十年以上前ってことは、戦時中か。今さら喜一郎くんの年齢は聞かないけど、戦争で使われたりしたのだろうか。

『喜一郎よぉ、師匠が脅迫されてる事は知ってたのに、爆弾の事は知らなかったのかよ』

「……知らなかった。そういうのはカンジが得意だから、全部まかせていた」

　あ、このリストはカンジくんが調べてくれたものなんだ。

　喜一郎くんは爆弾、って所しか知らなかったのかな。

　それとも、古科学者がその爆弾を使うとは思いもしなかった――とか。どういう理由かわからないけど。

「さて、ミズチのやり方はわかったわね」

　全員がお七さんを見た。

「アタシもちょっとやりすぎだと思うわ。止めなきゃね」

　まさかミズチの一員であるお七さんが、こんな事を言うなんて。

　だけど否定する理由は何もない。

　脅迫に屈しても屈しなくても、世界は大変な事になる。今のミズチが地位を手に入れたところで、ロクな事に使わないよ。

　だって爆弾で脅迫するような連中だよ？

「そうですね。これの正体を突き止めるのもあるけど、まずはミズチの企たくらみを止めなきゃ！」

　理由を考えるのは、その後。今まさに師匠たちが脅迫されている真っ最中なのだ。

　ミズチが陰いん謀ぼうを企くわだてている。だったら止めるのがヒーローＬＶレベル１の出番だ！

「そうだな。理由はあとで平賀からじっくり聞かせてもらおう」

　喜一郎くんもうなずく。目に正気が戻ったみたい。

「お七さん、この爆弾の場所、わかります？」

「残念だけど、ちょっと難しいわね。仕掛けた場所までは――あ、そうだ。もしかしたら製造工場があるかも」

「教えてください！」

「いっぱいあるわよ。工場って言っても、古科学者が個人で研究してる作業場みたいなのも含まれるし」

「だったら、爆薬とか、そういう技術に長たけた人が関係してる工場ってわかりません？」

「それじゃ、ちょっと日本地図持ってきて。アタシが知る限りの工場を教えるわ」

「ありがとう、お七さん！」

　シワだらけの彼女の手を取って、喜ぶ私。

『ババァ、なんでそんなに協力的なんだ？』

　そんな私たちを冷めた目で見ているガー助。

「やりすぎだって言ったでしょ。元々ね、ミズチっていうのは古科学者の互助会みたいな役割だったのよ。それがなんだか、悪の組織みたいになっちゃって……レイジさんが来る前からそう。どこで間違っちゃったのかしらねぇ……アタシも人のこと言えないけど」

『じゃあなんでババァは荷か担たんしてたんだよ』

「アタシは平賀さん、あ、今の平賀さんのお父さんね、その人に恩おん義ぎがあってね。ミズチって組織自体も好きだったし、なにより楽しかったしね。気き兼がねなく古科学の研究ができるのは、とても嬉しかったの」

　こんなおばあちゃんだけど、お七さんだって古科学者。頭のキレる研究者の一人。研究者にとって、好きなだけ研究させてもらえる場所というのは楽園に等しい。

「今でもミズチは好きよ。だからこそ、ちょっと叱しかってやらなきゃね」

「叱るのは私たちですけどね」

　苦笑して立ち上がる私。

　そうだ。こんな暴ぼう挙きよは叱ってでも止めなくちゃならない。

　裏の学問の楽園を作るって言ってたけど、こんなのは何か違う。

　お七さんのためにペンを取ろうと立ち上がったとき、ノックの音がした。

「どちら様？」

　お七さんにペンを渡すと、事務所のドアに近づく。

　ノブに手を伸ばすと、急に背筋が寒くなった。

「!?」

　寒いなんてモンじゃない。これは――誰かが殺気を放はなっている！

　ドアを開けてはいけないと、本能が告げていた。

「誰だ――？」

　喜一郎くんも周囲を警けい戒かいしており、ガー助はいつの間にか私の頭に乗っている。

　殺気なんてマンガの世界の話だと思っていた。だけどラーの天秤を強化してからの私は、なんというか、命に敏びん感かんになっているようだ。

　だから人の命を狙う気――つまり殺気も感じやすいみたい。

　敵の正体はすぐにわかった。

『開けろ。さもなくば強ごう引いんに入るぞ』

　聞き慣れた女の子の声。

　狛こまだ。

　私がドアを開けると、両手をダラリと下げて立っていた。

『失礼する』

　私を見ると、狛は一礼して事務所に入る。なんと礼れい儀ぎ正ただしい子か。

　おかっぱ頭の市いち松まつ人にん形ぎようは、人間のように手足を動かして事務所の中に入ると、自然な動作でソファに座った。まるで知り合いみたい。

　この自動人形、さんざん私たちの邪魔をしたあげく、バラバラになったんじゃなかったっけ。まぁ古科学者相手にバラバラじゃあやっつけた事にはならなさそうだけど。

『……よぉ』

　私の頭の上のガー助が、口の中に光を溜めながら挨あい拶さつする。

　喜一郎くんも刀の柄つかに手をかけて立ち上がり、カンジくんも両手をダラリと下げている。お七さんだけがなにもせずにお茶を飲んでいた。

　完全な臨りん戦せん態たい勢せいの中、狛は涼しい顔だった。

『急せくな。狛は用件を伝えに来たのだ』

『用件だぁ……？』

『然しかり。その用件を伝えるまでは、狛はなにもせぬ』

「じゃあ聞きましょう、その用件を」

　腹はくくった。覚かく悟ごも出来た。

　私もソファに座り、狛を見る。

　この子、作られた当初はガー助への闘とう志しをギラギラさせていたのに、今は落ち着き払っている。遣つかわれる人によって強さが変わるっていうけど、今度はどんな相手が遣ったんだろう。

　一見、悟りを開いたように見えるが、殺気は感じる。手と腰の刀から、今すぐにでも斬りたいという欲求が見て取れる。

　そんな狛は一度立ち上がると、どこからか茶ちや碗わんを取り出し、

『オェェェェッ』

　その茶碗にお茶を吐はいた。

『――粗そ茶ちやだ』

『飲めるかそんなモン！』

　ガー助がツッコミを入れるけど、でもこのお茶、それほど不純な物はないみたい。むしろすごくいい匂においがしてるんですけど。

「狛のお茶は天下一品よ。世界一美お味いしい武器とも呼ばれてるわ」

　お七さんの一言で決めた。

「……いただきます」

　一気にぐいっと飲み干したいのを抑えて、舌で味わってみた。

　本当に美味しかった。

　思わずホッとしそうになるのを抑えて、私は狛に尋ねた。

「で、用件は何？」

『平賀が世界の豪ごう商しように脅迫をした。それはお前たちへの挑ちよう戦せん状じようでもあるそうだ』

　やっぱり、用件はそれか。

　こうして狛を伝令役にした理由もなんとなくわかる。

『具体的に言えよ。どこまで喋っていいんだ？』

『黙れ。貴様との決着はあとでつける』

　ガー助の挑ちよう発はつにも乗らず、狛は淡々と続ける。

『脅迫した相手は、名のある人間だ。その者が持つ日本中の建物に爆弾をしかけた。それを解除して欲しくば、金をよこせという脅迫だ』

「うん、そこまでは知ってる」

『知っているのならば、当然、止めるな？』

「うん」

『ならば狛は、最初の障害となる』

　立ち上がり、刀に手をかける。

　抜いた。

　水のような光こう沢たくを放つ刀が、狛の手に吸いつくように出現する。

『これが用件のふたつめ。脅迫したという情報さえあれば、アヌビスと高たか原はら喜一郎は放っておいても真実に辿たどり着つくと判断した。それを見過ごすミズチでもない』

「まぁ、そうだよね」

　もったいぶって。やっぱり、こっちが本当の目的じゃない。

　その証拠に、狛の嬉しそうな顔。

　目が爛らん々らんとして、ごちそうを目にした私のようだ。

『オメーを倒したら、何か情報をくれんのか？』

『好きなだけ謳うたってやる』

　刀の切っ先をガー助に向ける、狛。

　今度は彼女が挑発している。

『良く言った！　後悔すんなよ！』

　頭上にいるガー助の口が光った。

　反動と衝しよう撃げき波はで私の身体が僅わずかに後ろに下がる。ガー助の口から放たれた光線が、二メートル先の狛に命中し、弾はじけた。

　狛の背後にある、事務所の窓ガラスが砕け散る。

『……ふん』

　まともに光線をくらったはずの狛は、最初の位置に立っていた。

　刀を向けたまま、じっとガー助を見て――

　ニヤリと笑った。

「うわぁっ！」

　殺気が弾けた。

　風が吹き抜けたような感覚に、ふと背後を見ると、事務所の壁に狛が足をつけて張りついていた。

　いつの間に後ろに！

「ガー助!?」

　頭の上にガー助の気け配はいがない。狛が通り過ぎたって事は――いた。高速で私の頭から移動している。気づいた時には、狛が張りついていた位置にガー助がいた。

　また狛が消えた。

「このっ！」

　喜一郎くんの声。

　金属がぶつかる音に振り返ると、喜一郎くんと狛が鍔つば迫ぜり合あいをしていた。

　かと思ったのに、次の瞬間、喜一郎くんが背後から斬られていた。

　――なに、あのスピード!?

「ど、どこに……!?」

　カンジくんはもう対処できない。狛のスピードにまったくついていけないのだ。そういう私も、狛を見失っている。

　倒れる喜一郎くんと、破壊される事務所しか視界に入らない。

『ここだ』

　狛がいた。空中のガー助の上に立っていた。

『てめ……！』

『この程度か、ガー助』

　刀を構え、切っ先を真下に向けている。

『にゃろう！』

　ガー助が急きゆう旋せん回かいした。背中を下に向け、狛を振り落とそうとする。

　しかし無む駄だだった。どういう理り屈くつなのか、逆さまになったガー助の背中に狛が張りついたままだ。

『どうしたガー助。前の勢いを見せてみろ』

『てめぇ……ずいぶん余裕出てきたじゃねぇか』

『狛は強化された。身体の耐久力を上げ、どんな存在に遣われても本ほん領りようを発はつ揮きできるようになった』

『強化……？』

　どこをどう強化したのだろう。今の狛はまるで別物に見える。

　なにより、この余裕。逆さまになって髪かみの毛けが下を向いていても、平へい衡こう感覚を失わず、それこそロボットのような冷たい目でガー助を見ている。

「誰に遣われたのかしら？」

　お七さんが花を投げた。彼女の得意とする、燃える花だ。

　って、ちょっと待って！　こんな室内で花なんて投げたら火事になっちゃう！

『…………』

　狛の手が閃ひらめいたかと思うと、お七さんの花は縦に真っ二つにされた。逆さになったガー助から一歩も動かずに。

　そしてお七さんの質問には答えてくれなかった。

　前回、船に乗った時の狛はレイジに遣われていた。その前は瑪め瑙のうさん。トラップの上手な瑪瑙さんはともかく、レイジに遣われていた時とは性格も攻撃方法も違う。あと残っているのは平賀だけだが、彼に遣われたとも思えない。

　なんというか――こんなに狛を遣える人がいるんだったら、最初からそいつを出せば良かったのに、と思える強さ。

　そんな人、ミズチにいたっけ？

『ガー助。狛は強くなった。だがお前はいつまでそうしている？』

『なにぃ……!?』

『命を盗めるだけでは、狛の身体を破壊することは不可能だ。貴様がどれだけ大量の命を用意しようが、狛は一撃で貴様の身体を真っ二つにできる』

　そうして狛は突きつけていた刀を刺した。

『ガッ！』

　希少銀ミスリルで作られたガー助の背中を刀が通り過ぎ、引き戻される。

『おぁぁぁっ！』

　電流のような光が刀を伝い、ガー助の全身に行き渡る。そして狛はガー助の背中を蹴けり、天てん井じように叩たたきつけた。ガー助の身体が放電し、天井に電流が伝わる。

　天井から床に落下するガー助を、狛が踏んだ。

　歯が立つとか、そういう次元の話ではなかった。まるで大人が子供に教えるような優しさすら感じる。

『お前も同様だ、東宮ひかる』

　狛の剣先が私に向けられた。

『命を吸う技術、確かにミズチにとっては脅きよう威い。しかしそれをガー助に生かせないのであれば、どんなに優れた技術を作ろうとも、狛が叩き斬る』

「やっ……やってみなさいよ！」

　精一杯の強がり。

　狛は表情を変えずに、私に斬りかかる。避よけられる早さではない。咄とつ嗟さにポケットに手を突っこむが、その手がポケットに入る前に、眼前まで狛が近づいていた。

　想像するまでもない。必殺コースだ。

「ひかる！」

　その必殺の剣と私の間に割って入ったのは、斬られたはずの喜一郎くん。

　背中から血を流しながら、狛の剣を苦く無ないで受け止めている。あの速さにどうやってついていったのか。いや、きっと狛が私を見ていたのを察して、何かアクションを起こす前に飛んできてくれたのだ。

　同じ剣の使い手の喜一郎くんなら、狛に勝てるかもしれない。

　ふと、そう思ったんだけど――それじゃ、マズいんだよね。

「喜一郎くん、ありがと。あとは私に任せてくれるかな？」

「何!?」

　喜一郎くんの背中が震えていた。少し血を流しすぎたかな。不死身だから死ぬことはないと思うけど、やっぱり大変そうだ。

「今、喜一郎くんたちがやられると、マズいのよ。古科学者の爆弾を探す人がいなくなっちゃうから。そっちはミズチに詳くわしい喜一郎くんたちに頼みたいの」

　喜一郎くんだけじゃない。カンジくんやお七さんもそうだ。

　ミズチを知る人――古科学者じゃなければ、爆弾は扱えないだろう。ましてや解除も難しそうだ。

　私は私の仕事をする。狛をどうにかして、ミズチ自体もどうにかする。レイジか平賀か知らないけれど、叩きのめして脅迫をやめさせないと。

「……わかった。狛はお前たちに任せる」

　散さん々ざん迷ったようだが、喜一郎くんはうなずいてくれた。

　そうとわかると、もう行動に移している。私の背後でカンジくんがなにかゴソゴソやっている。逃げる手段を作っているのか。

『できるか？　アヌビスよ』

　剣を交えながら、狛が目だけで私を見た。

「できるよ、そのくらいなら！」

　私はポケットから取り出した玉を床に投げつけた。マンガに出てくる忍者のように、煙が吹き出し、事務所を覆い尽くす。

『煙えん幕まくは狛には効かんぞ』

　だろうと思った。

　でも、ただの煙じゃない。

「喜一郎くん、今のうちに逃げて！」

「わかった！　……カンジ、どこだ？」

「ここだよ！　お七さんも、こっちに！」

　白く染まった景色の中、声だけが聞こえる。

『……なるほど、錬金術師の得意な目くらましか』

　狛の声が、私のすぐ近くから聞こえた。

　東宮の得とく意い技わざは、目の錬金術。遠くを見たり、小さな物を見たり、逆に見えなくさせたり、別の物に見せたり。そんな錬金術が昔から評判だったのだ。

　この煙幕は目だけをくらまさない。煙の中にいる者の感覚を狂わせる。五感と心に働きかける煙幕だ。誰かに触られる感触がしたり、花の匂いがしたり、あらぬ方向から足音がしたり――

　それに加え、最近開発された心理ステルスというものもついている。心が相手を探知できなければ、もう何も探せない。

『ふん！』

　刀で煙を薙なぎ払はらう狛。

　煙をも斬る刀なのか、一気に視界が晴れた。めちゃくちゃに壊された事務所が見える。横を見ると、窓の外から逃げ出そうとしているカンジくんとお七さんがいた。

　――ありゃ、あっちも煙にやられちゃったか。まだ逃げられてなかった。

『逃さぬ』

　狛が刀を構えたその瞬間だった。

「待てぇっ！」

　ドアが蹴破られ、たくさんの男たちが入りこんでくる。

　みんな金髪だったりパンチパーマだったりスキンヘッドだったり。お世せ辞じにもガラの良い人たちではない。だけど私の大好きな人たち。

「天てん成せい会かいのみんな！」

　この事務所の上、四階に仕事場を構えているヤクザたち。

　いつも私に厄やつ介かいな仕事を押しつけるだけ押しつけて、自分たちは何もしない人たち。幹部の人はまだ男らしいが、特に若い子なんか私でもケンカで勝てるくらいヘタレだ。

　そんなヤクザたちが何を……って、彼らを見ればわかる。

「喜一郎のアニキ！　逃げてください！」

　銃じゆうやナイフで武ぶ装そうした彼らは、敵がわかっているみたい。刀を窓に向けている狛を、親の敵かたきのような目で見ていた。

「みんな、危険だから下がって！」

「どっちが危険だ馬ば鹿か！」

　怒ど鳴なったら、怒鳴り返された。

「さっきから下でドタバタうるせぇと思ったら、喜一郎のアニキが斬られて、ガー助も倒れてんじゃねーかよ！」

　その通りなのだが、彼らが来る必要もないのに。

「いいかお前ら」

　そこで、角かく刈がりの渋しぶいおじさん――村むら上かみさんがスッと前に出て、長ドスを肩に担かつぎながらこう言った。

「ひかるちゃんも良く聞け。このビルは大家さんに借りたものだ。だからビルを壊したり荒らしたりするような輩やからは、叩き出さなきゃいけねぇ。そうだろ？」

「……そっか。そうだよね」

　いつもグータラでやる気のない天成会の人たちだが、稀まれに暴力沙汰ざたになるときがある。

　それはここ逸いつ色しきビルに不ふ審しん者しやが来た時だ。

　喜一郎くんがやってきた時も、一ひと悶もん着ちやくあったんだっけ。

「そこの若いの。そういうわけだから、ここは俺たちに任せてとっとと出ていきな」

　長ドスの鞘さやを喜一郎くんに向けて、村上さんは小さく笑った。

　窓から身を乗り出していた喜一郎くんは、帽ぼう子しの鍔に触れ、

「……ありがとう」

　それだけ言って飛び出して行った。

　その間、狛はなにもせずに立っているだけ。

　やがて喜一郎くんたちが見えなくなると、彼女はゆっくりと振り向いた。

『なぜ、狛が追わなかったかわかるか？』

「俺たちにビビってんだろ！　へへん！」

「アンタは黙ってなさい」

　天成会の金髪の子を黙らせると、私は自分の答えを言ってみる。

「私たちなんてすぐに倒して、彼らを追えるから……？」

『違う。今、この時点でアヌビスが一番の脅威となったからだ』

「なにそれ？」

『今、この部屋にはアヌビスの糧が出現した。この糧かてを食い尽くしたアヌビスの力は、狛を凌りよう駕がする恐れがある』

「糧って……」

　どういうことかわかった。

　狛の目には、この人たちは私のエネルギーにしか見えないんだ。

「ふざ――」

『けんなぁっ！』

　バカにするのも程がある。

　天成会の人たちはエサなんかじゃない！　喜一郎くんを救うために命を懸かけてやってきてくれた、大切な家族だ！

　私の投げたボールを、狛の背後で倒れていたガー助が光線で打ち抜く。

　玉が爆発して、炎が狛に襲おそいかかった。

『ちっ！』

　狛の刀が炎を切り裂くと同時に、私の拳こぶしが狛の頭を吹き飛ばした。あの時から簡単にもげるようになったのか、首はゴムマリのように転がっていった。

『ひかる、下がれ！』

　首のない狛の刀が、私に斬りかかる。

　その刀にガー助の光線が当たり、軌き道どうを変えた。私の身体を逸それて振り下ろされた刀は、二人がけのソファを一人がけのソファ二つ分にしてくれた。

　割れたソファから、水が弾けた。別にウォーターソファってわけじゃない。中に隠していた錬金術の道具が暴ぼう発はつしてくれたのだ。

　その水は狛の剣にまとわりつき、動きを阻害する。こうなったのはまったくの偶然だが、チャンスは生かさないと。

『む――』

　すぐに剣を振り、水を払う狛。そのスキにガー助の光線と私のグローブが同時に狛の胴体に命中した。ひしゃげるような体勢になり、床を転がる狛。

「どうよ、命なんて吸わなくても、アンタなんてこの程度よ」

　もともと私の力は、錬金術師としての力だ。

　この道具たちも私を助けてくれた、大切な仲間なのだ。

　床に転がった狛の首が自動的に転がり、本体の足もとに辿り着いた。無む造ぞう作さにそれを拾い、首につけ直す狛。グルリと一回転したあと、狛は普通に喋りだす。

『怒りで命を強化する事もできるのか』

「誰でもできるわよ。アンタだってできる」

『命を吸えば、さらに強化できるというのに』

「ふん。人形も寝言を言えるのね」

　この人たちの命を吸うくらいだったら、死んだ方がマシだ。

　そう思ったら、身体の中から力が湧わいてきただけ。

「アンタごとき、天成会の人たちだけでも勝てるよ」

『寝言はそちらだ』

　狛が刀を引き、そして突いた。

　今まで狛は会話を楽しんでいた様子だった。だが私たちにその意志がないことを悟ったのだろう。もう用はないとばかりに、攻こう勢せいに出た。

　その結果、ただの一撃で私は刺された。

　刀が胸から背中に抜ける。

「……！」

　不ふ思し議ぎと痛みはない。それだけ上手に刺されたのだろう。

　だけど体中から何かが抜けていく感じがした。傷口から流れる血よりも大量の何かがこぼれ落ちていく感じ。

　立てなくなって、倒れた。

「ひかるちゃん！」

「てめぇっ！」

　パン、と乾いた音がした。天成会の人たちが銃を撃うったのだろう。

『刃は向むかうな。死ぬぞ』

　これでも狛なりに気遣ってくれているのだろう。

　私も「やめて」と叫びたかった。でも、声が出なかった。

　だが天成会の人たちは止まってくれなかった。

「ひかるちゃんに何すんじゃコラァァァ!!」

「死にさらせぇぇぇぇぇ!!」

「タマぁ取ったらぁぁぁぁぁ！」

　何をやっているのか見えなかったが、何かをやっているのは見えた。

　銃を撃つ音、刀で斬る音。そして悲鳴。

「やめ……うぇっ！」

　無理して立ち上がると、血が口からこぼれてきた。

　頭が痛い。胸も痛い。全部痛い。

「……！」

　たった数秒の間に、天成会の人たちは半分が斬られていた。殺せ、という指令を受けていないのか、全員生きている。だけど床は血の海だ。

「みん……な……！」

　血まみれの狛が振り向いた。

　私の目を見て、薄く笑う。

　――違う。いつもの狛と何かが違う。

　誰に遣われたんだ。

『刃向かうなと言ったはず――む』

「うああああああっ!!」

　倒れそうになる身体で床を蹴り、狛に飛びかかった。狛は冷静に刀を私に向ける。自然と私の身体は刀に吸いこまれた。

「いっ……！」

　肩に激痛。でも無視して狛の身体を摑む。

「このぉぉっ!!」

　私の胸のペンダントが光った。同時に流れこんでくる狛の命。

『狛の――命を吸うのか？』

「そうよっ！」

　からくり人形に命がない？　冗じよう談だんじゃない。こんなに感情豊かな人形に命が宿っていないはずなんてない。

　どこにあるのかはわからない。

　だけど絶対にある。それが命ってもんでしょ。

『おのれ――！』

　狛が私の肩から刀を抜き、改めて斬ろうとするが、

「ひかるちゃんから離れろ！」

　天成会の若い子が、狛に向かって何かを投げつけた。

　咄とつ嗟さに狛がそれを斬る。真っ二つになったと思ったら、大爆発が生じた。

「うわっ！」

　白煙が事務所に広がった。

　消火器だ。ビルの階段に設置されてる消火器を投げたのだ。狛もそうとわかっていて斬ったのか。もしかして消火器に何が詰まってるか知らないの？

　ともあれ、逃げるチャンス。私は動けるだけの命を狛から吸い取ると、素す早ばやく後ろに下がった。

『くっ！』

　また刀で煙を払う狛。あの刀、ファンでもついてるのかしら。

　だけど今度の狛は、命を吸われたからか、膝ひざをついている。その上、全身から煙が出ているようだ。そんなに効きいたのか、消火器。

『……狛の駆く動どう系けいに、粉が入った』

　そりゃ精せい密みつ機き械かいに粉はマズイよね。こんなに強いからくり人形なのに、防ぼう塵じん対策はしてないんだ。ガー助だってしてるのに。

「みんな、今のウチに避ひ難なんして！」

　私の命令に、ヤクザたちは従ってくれた。引ひき際ぎわをわきまえているのだろう。倒れた組員を担いで、急いで部屋から飛び出していく。

　ごめんね。みんな。巻きこんじゃってごめん。

「ガー助！」

　そして私は転がっているガー助に駆け寄り、命を分け与える。

『すまねぇ、ひかる！』

　飛び起きたガー助が、また私の頭に飛び乗る。

「礼はいいから、今は狛！」

『おうよ！』

　私の頭を蹴り、反動で狛に飛びつこうとする。

『喰くらうか！』

　狛の刀をガー助のクチバシが受け止めた。一時的にとはいえ、私の命の半分以上を与えたんだから、それくらいしてもらわないと困る。

『強くなったじゃねぇか、ポンコツ……！』

『狛の強さは、遣う者の強さだ』

『誰に遣われたんだよ!?』

　ガー助が質問すると、鍔迫り合いの最中なのに、狛は静かに目を閉じた。




『――力持つ者、だ』




　それはレイジの言葉だった。

　ミズチがミズチとして存続するには、シンボルが必要だと。そのシンボルを「力持つ者」だと言った。まさか完成していたのか。

『何者だ、そいつぁ』

『教えて欲しいか？』

　狛が笑う。その笑いは機械にあるまじきものだ。蠱こ惑わく的てきとすら感じられる、精気のある笑みだった。

　そして狛は刀を引き、喜一郎くんたちが開けた窓から飛び出した。

『待てコラ！』

　まさか、こんな時に逃げるの？

　それとも、今の狛の台詞せりふ――

「ガー助、待って！」

　狛を追って飛び出したガー助に、私の声は届いたか。

　届いた。ガー助は止まってくれた。

『……オイ、なんだありゃ』

「え？」

　窓の外で静止しているガー助。飛び降りた狛ではなく、上空を見ていた。

　空になにかいるのだろうか。

「ガー助、どうしたの？」

『てめ――！』

　私が駆け寄ろうとした瞬間のことだった。

　ガー助が火だるまになった。何の予よ兆ちようもなく、ガー助が巨大な火の塊かたまりになった。同時に重力にひっぱられて地面に叩きつけられる音がした。

　大砲が発射されるような音が、ビルを揺らす。

「ガー助……」

　あの吹き飛び方からすると、上空から「火の玉になるような何か」を撃たれたようにしか見えない。だけど、そんな敵、どうやって。そもそも、なんで今まで。

　って、こうしてる場合じゃない。ガー助が。







　熱い。自動人形なのに、なんで熱さを感じてるんだ、俺。

『な――』

　そもそも何をされたんだ。起きあがって周囲を確認したいが、それもできねぇ。もう羽根の一枚も動かせねぇ。

　狛を追って外に飛び出したはずの俺は、何かに撃たれ――

　そうだ、撃たれたんだよ。空にいたアイツに。

　仰あお向むけになったまま、俺は空を凝ぎよう視しする。ビルとビルの隙すき間まからのぞく、青空。汚い町だが、空は綺麗だと思う。

　その空に、まだアイツはいた。

『てめぇ……！』

　アイツの位置、ざっと上空四十キロメートル。

　ほとんど宇宙に近い位置にいるが、俺には見える。

　その距きよ離りからじっと俺を見ているのは――鳥だ。

　翼を広げた、鳥の石像だ。

　あれは……蜂鳥はちどりか。石で出来ているくせに、身体に妙な青い光沢がある。だが光のない目を見ると、あれが石で出来ていることがわかる。

　あいつだ。あいつが俺を撃ったんだ。

『テメーが、力持つ者、か』

『いかにも』

　独り言のようにつぶやいたが、返事があった。この距離で聞こえるんだ。音声じゃねーな。

『アヌビスの化身というから、どれほどのものかと思うてみれば。とんだ雛ひなを相手にしてしまった』

『なんだと……！』

『いや、楽しみが増えたと思うべきか。貴様ではない、本物のガーゴイルはどれほどの強さなのか。もっともアヌビスですらこの弱さ、ガーゴイルも朕ちんの敵ではなかろう。クックックック……』

　ネットリとした、気持ちの悪い笑い方をする鳥だ。

　気にいらねぇ。

『ちっ……』

　嘲ちよう笑しようだけを残して、あの鳥野郎は去っていった。

　もう誰もいねぇ。狛もいつの間にか消えた。

　――完敗かんぱいだ。

　やられるだけやられて、コケにされた。

　しかもひかるや天成会の連中も守れなかった。

　そんなんでヒーローを名乗ろうとしてたのかよ、俺。

　まったく、お笑いだ。くだらねぇ喜き劇げきより笑えるぜ。

『くそっ……くそっ！』

　何かを殴なぐりたかった。だが鳥の俺には拳がねぇ。
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「ノォーッ！　そんな目で見ないでクダサーイ！　ワタシ戦うことできマセン！　だからと言ってタダ見てたワケじゃないんデース！」

「いや、誰もそんなこと言ってないんですけど……」

　ガー助が墜つい落らくした現場を見るためにビルを出た途と端たん、ヒッシャムさんに抱きつかれ、そのまま倒れて動けなくなった私。トドメを刺された気がする。

　つーか見てたのか、ヒッシャムさん。

　上半身だけでも起こして、這はうようにガー助の元へ行こうとすると、今度はヒッシャムさんが助けてくれた。私を抱きかかえて現場まで連れて行ってくれた。と言ってもビルの目の前なんだけどね。

　地面にめりこんだガー助を見て、どうしようか考えあぐねていた。

　それに私の傷もある。冷静だけど、命の灯ともし火びを団扇うちわで扇あおいでる感覚。

　狛の刺し傷は、普通の人間ならば致ち命めい傷しようだった。しかし即死というわけではなく、出血多量で殺す気だったようだ。

　そのくらいの時間があれば、私なら自力で治せると思っていたのか。それともヒッシャムさんのように、誰かが助けてくれると思っていたのか。

　どちらにせよ、私はまだ生きている。死ぬつもりはない。

「許してクダサーイひかるサン！」

「だから何言ってるんですか。誰もヒッシャムさんを責めたりしませんよ」

「ノー！　ワタシ、その気になれば助けに入ることもデキマシタ！　でもワタシ、傷つくワケにはいきマセン！　ザオリク使える人は、最後まで生き残るのがセオリーデース！」

「ザオリク……？」

　てことはヒッシャムさん、治せるの？

　そう尋ねる前に、ヒッシャムさんは湿しつ布ぷを私の服の中に入れ、狛に刺された傷にムリヤリ塗ぬりこみ始めた。

「ちょ、ちょっとヒッシャムさん、痛い痛い痛いっ！」

「ダメデース！　ひかるサンは最優先デース！」

　などと暴れながら薬を塗ろうとするヒッシャムさん。そしてそれから逃げる私。微笑ほほえましい光景に見えるかもしれないが、この湿布、本当に痛い。トウガラシを傷に塗りこんでいるかのようだ。

　――なんて考えられるほど、私の傷は癒いえていた。

「……あ、治ってる」

　すごい。刀で刺された傷なのに。

　血も完全に止まっており、内臓がユルかった感じも治りかけている。

「なんです、この薬？」

「コレはワタシの最高傑けつ作さく、オシ――いや、とにかく、スゴーイ植物の汁から作ったものデース！　万能薬パナケアと呼んでもいいデス！」

「万能薬……」

　鼻で笑いたいところだが、本当にそのようだ。

　いつもいつも忘れかけるんだけど、ヒッシャムさんって植物学の権けん威いなんだよね。なんでこんな所でこんな事やってるんだろう。

「どーデスか!?　これで元気になりマシタか!?」

「すいませんヒッシャムさん。足りないのでもうちょっとください」

「ハイハイ。ワカーリマシター、ってノォォォォォ!!」

　ヒッシャムさんから命を半分ほどもらうと、ようやく元気になった。命が元気になると身体も活性化するみたい。万能薬が身体を循じゆん環かんして、あっという間に傷が治った。たぶん、あと三時間もすれば全快するだろう。

「さて。あとはこれと……」

　倒れたヒッシャムさんから薬を奪い取ると、手で確かめながら周囲を見る。天成会にも元気な子がいたので、薬を渡して怪け我が人にんを治してくれと頼んだ。

「これか」

　身体も命も元気になったが、まだ疲れが残っている。

　クレーターのようになった地面の前にあぐらをかいて座りこみ、仰向けのまま動かないガー助に少しだけ命を分け与えた。

　死んでるのかと思ったが、どうやらガー助は無言で空を見ているようだ。

「狛、強かったね」

『おう』

　素直にガー助は認めた。

『天成会のやつらを殺さないのも、あいつの余裕なんだろうな』

　普通に考えて、あれだけ刀を振り回して一人も殺さないのは奇き跡せきに近い。血は大量に流れたが、皮を斬られただけだと言う。私は胸と肩を貫つらぬかれたが、あれはラーの天秤があれば死なないと狛が判断したからだろう。

　紛まぎれもない達人だ。

　最初から強かったけど、今の狛は数十年修行してきたみたいな風格が感じられる。

『あのポンコツを遣ってるの、人間じゃねぇ。俺みたいな鳥だ』

「自動人形？」

『いや、石像だ』

　とうとう人間以外でも遣えるようになったんだ。

　それが強さの秘ひ訣けつなのね。

「前はレイジに遣われただけで壊れちゃったのにね」

『身体を改造したんだろ』

「そっか」

　なんだかガー助は素そっ気けない。完敗したのが悔しかったのかな。

「ガー助、ごめんね」

『……ひかる、悪い』

　同時に謝あやまった。

　多分、思っていることは同じだろう。

　弱いことが、これほどまでに腹立たしい事だとは。

「強くしてあげたいなぁ」

『強くなりてぇ……』

　爆弾が爆発するまで、あとどれくらいだろう。

　お金を要求してたみたいだけど、企業に対しての脅迫だから、そんなすぐにお金を用意できるわけないよね。普通は一週間くらい猶ゆう予よをくれるはず。警察には連絡するな、というお決まりの文もん句くと一緒に。

「ガー助。時間の限り、強化してみようか」

『頼む。どんなことでもするから、俺を強くしてくれ』

　ガー助が頼み事なんて、初めてだ。

　だけどこの頼み事、絶対に叶かなえてあげたい。

「ワッカリマシター！」

　そんなガー助に返事をしたのは、さっきまで倒れていたヒッシャムさん。

「なんでヒッシャムさんが!?」

「ハッハー！　ワタシも錬金術師デース！　ひかるサンたちに協力できマース！」

『って、ダンナに何ができるってんだよ！』

　ヒッシャムさんの得意分野って植物学じゃない。ガー助の身体は希少銀ミスリルでできてるんだよ？　それより硬い木材ってあるのかしら。

「ナンでもできマース！　とりあえず、何かあったら連れて来いと言われマシタ！」

「誰に？」

「ついてくればわかりマース！」

　と、ヒッシャムさんは私の背後を指さす。

　そこには彼愛用の廃はい車しや寸すん前ぜんの軽自動車が停とまっていた。

　今すぐ移動しろというのか。































　出かける前に、ビルのみんなを治ち療りようし、謝しや罪ざいした。

　天てん成せい会かいのみんなは「荒あら事ごとには慣れている」と笑っていたが、一歩間ま違ちがえば殺されるところだったのだ。特に若い子たちなんか、怖かったに決まってる。

　だけど彼らはいつでも強がって、私や喜き一いち郎ろうくんが無事で良かった、って言うんだよね。家族は本当に大切にしてくれるんだよ、この人たち。

「頼んだぜ。あの人形、ブチのめしてくれよ！」

　みんなを代表して、村むら上かみさんに頼まれた。もう一人の幹かん部ぶである伊い藤とうさんは、狛こまに突とつ撃げきする際に腰を痛めて寝こんでいる。

　それからは、ヒッシャムさんの言う通りにした。

　事務所にある錬れん金きん術じゆつの道具と触しよく媒ばいを全部積みこんで、車に乗った。

　そして揺られること四時間。

　県を二つ越え、途中で休きゆう憩けいを挟はさみ、ようやく見えてきたのは、一軒の家。

「なによ、ここ……」

　洋館と呼ぶには、いささか朽くちすぎた建物。庭の芝生しばふは刈かり取とられていて、何度も掃そう除じをした跡があるのに、誰だれも住んでいないせいで家が死にかけている。

　かつて私が住んだことのある家だった。

　半年以上前。私が師し匠しようの元で錬金術の修行をした、東ひがし宮みやの家だ。見えざる水銀中毒で倒れ、命を失った場所。ガー助の生まれた場所でもある。

　今は誰も住んでいないはず。師匠に聞いた話では、一ヶ月に一度掃除屋さんが来て綺き麗れいにしていくらしい。

『なるほどな。師匠の家か』

　私の頭の上にいるガー助も、なんだか懐なつかしそうな声。

「ミスター東宮に頼まれマシタ！　ここでひかるサンの手助けをしろと！」

「そっか。ヒッシャムさん、お兄ちゃんと知り合いなんだっけ」

　家の中は、昔と何も変わらなかった。掃除屋さんのおかげだ。

　とりあえず荷物を全部運び入れてから、師匠に電話。幸さいわい、電話線も繋つながったままだった。

「もしもし、お兄ちゃん？」

『やぁひかる。さっきは大変だったそうだね。ヒッシャムさんから聞いたよ』

「ん、まぁね……また死にかけたし」

『またか！　どうして君はいつも死にかけるんだ！　だいたい僕がいつもいつも言ってるけど、女の子なんだから――』

　以下、五分間ほど受話器から耳を遠ざける。

『ま、例の改造したラーの天てん秤びんの力を使いこなせば、死ぬことはないと思ってるけどね』

「うん。死にはしないよ。でも、それだけじゃ勝てないのよね」

『わかってる。本当はさっきの電話の時に話そうと思っていたんだ。喜き一いち郎ろうくん、やっぱりショック受けてたみたいだね』

「うん……」

　師匠も喜一郎くんの過去を知っているのだろうか。

　聞きたい。けど、聞いちゃいけない気がする。

『本来ならヒッシャムさんに頼まず、僕が直接助けたかった。だけど、ちょっとこっちの方でも厄やつ介かいな問題が起きてね。だからそっちの問題は、君とガー助、それから喜一郎くんたちに任せたい』

「わかった。だから工こう房ぼうを貸してくれるんだよね」

　師匠の工房は、私にとって原点であり、目標だった。

　昔の私じゃ使いこなせなかった道具、高価すぎて買えなかった触媒、広すぎて扱えなかった実験場など、今の私が欲しかったものがたくさんある。

　ここならガー助の改造だけじゃなく、私が使える道具まで作れる。

「今更なんだけど、タイムリミットってどれくらい？」

『一週間だ。正確には、一週間後の正午』

　やっぱり、予想通り。

　それだけあれば、なんとかなるかも。

『すまない。これくらいしかできなくて』

「ううん、それならいいの。ここを貸してくれるだけでも、嬉うれしい」

　それに師匠の工房なら、触媒もタダだし！

　こんな時なのに、なんだか楽しくなってしまった。







　が、地下の工房に入ったら、その楽しさは吹き飛んでしまった。

　書しよ斎さいの隠し通路から階段を降りたところにある錬金術の工房は、薬から変な細菌が発生したのか、それとも自然現象なのか、キノコでいっぱいだった。中には私の身長より大きな、異常進化したキノコまで。

『こりゃ、キノコのジャングルだな……』

「カビ取りスプレーで全部落とせないかな……」

「食べられナイのばかりデス……」

　今日一日、工房の掃除で時間が過ぎた。

　掃除をしながら、ふと、思う。

　爆弾での脅きよう迫はくすら私に任せてしまうほど厄介な、師匠の用事ってなんだろう。爆弾より怖いもの――あまり想像がつかない。

　でも、気にしないことにする。

　師匠も錬金術師として大事な仕事があるに違いない。そっちの問題を気持ちよく解決できるように、心配をかけないのが弟で子しの努つとめってヤツだろう。

　さて、掃除が終わったら、さっそく作業だ。

　タイムリミットは一週間。それまでにどこまで準備できるか。

　時間が許す限り、強くしてあげるからね、ガー助！
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　庭で遊んでいたその子供は、喜一郎の服をじっと見つめてこう言った。

「せんそうは終わったのに、どうしてそんな服を着ているの？」

　まだ五歳にも満たない少年だ。

　責めるような口調ではなく、いまだ少年の外見をしている喜一郎がこのような服を着ていることを心底珍めずらしく思ったのだろう。

　喜一郎は身をかがめて、少年に応こたえる。

「これは……君の父に改造してもらったんだ」

「じゃあ、お兄ちゃんもこかがくしゃなの？」

「ああ。まだ見習いだけど」

「ふーん。かっこいいね。せいぎのみかた、なんだよね」

　その少年の目は輝いていた。

　父の仕事を心から誇ほこりに思っているのだろう。

「ああ、いやいや喜一郎さん。お早いお着きで。すみませんでした、出迎えが遅れてしまって。まさかこんなに早く着くとは思ってもみませんでしたもので」

　玄げん関かんから少年の親が出てきた。黒いスーツを着た、太った男だ。

「平ひら賀がさん。この子は――」

「ああ、うちの倅せがれです。ご紹介が遅れました」

「いえ……」

「さぁさぁ、ウチに入って。成果を聞かせて頂きましょう。なにしろあなたの古こ科か学がく者しやとしての、初めてのお仕事でしたからね。どうです、簡単だったでしょう？　日本にいる時に基本の使い方は教えましたからね。実戦では役に立ってくれたでしょ」

「……まぁ、それなりに」

　海外に行って、様々な材料を集めてくるという仕事だ。

　とは言っても、古科学に必要な材料ばかりで簡単に手に入るわけがなかった。慣れない道具をフルに使って、世界中の山奥や密林からかき集めてきた。どうやっても死ぬ事はなかったので、いい勉強になった。道具も材料も、自然の中で生かす方法を見つけるのは、とても古科学らしい性質だった。

「錬金術とそれほど違いはないんですよね、古科学も」

「そうですね。道具だけで言うなら、同じです。ただ――俺は錬金術を許さない」

　錬金術は人を幸せにする、と喜一郎の父は言っていた。

　しかし多くの命が消えていく戦争を駆け抜けた喜一郎が、その先に見たものは錬金術のもっとも醜みにくい部分だった。

　人を幸せにするはずの錬金術で、こうも残ざん酷こくな兵器が作れるのかと、絶望した。

　その喜一郎を救ってくれたのが平賀と古科学だ。

　古科学は世界を幸せにする、と平賀は教えてくれた。

　ずっと、そう思ってきた。

　六十年間、そう思ってきたのだ。







　その山は私有地だった。

　所有者は戦後から続く地主で、金にさして執しゆう着ちやく心しんを持っていなかった。そのため、代々続く山はそのままほったらかしにしており、それで困る人もいなかった。山も山で、珍しい鉱こう石せきがあるわけでもなし、切り開いて道路にするような立地でもなし、むしろ改造せずに四季折々の景けい観かんを楽しませるのが一番の利点に思えるような、そんな山だった。

　その山にミズチの工場の一つがあった。

　工場といっても稼か働どうしているわけではなく、見せかけだ。

　その内部はがらんどうで、数機の兵器が並ぶ格かく納のう庫こになっていた。便べん利りなもので、古科学者がスイッチひとつ押せば建物全てが景色に紛まぎれる仕組みなんだそうな。このカムフラージュ技術ひとつとっても、軍事に利用できる。

「ねーねーお七しちさん。ここって誰もいないの？」

「平賀さんとレイジさんだけが使ってた工場、って話だったんだけどね。今は誰もいないみたい」

　お七が知る、兵器工場の一つだ。

「やっぱり……か」

　その格納庫を、ゆっくりと歩き回る喜一郎。彼の背後に隠れるようにして、カンジ。

「アタシも初めて見るけど、これは、ねぇ……嫌な形まで受け継いじゃって」

　喜一郎たちに先行して、建物を探るお七が眉まゆをひそめた。

　格納庫に並んでいるのは、飛行機のような乗り物だった。単たん座ざ式しきで、翼つばさの生えたミサイルのような形。

　――飛行機じゃない。棺かん桶おけだ。

　喜一郎の手が刀にかかる。

「おやめなさい」

　先行していたはずのお七が、そっと喜一郎の手に触れた。

「あ……！」

「暴力はいけないわね。短たん絡らく的てきに破壊するのはダメよ」

「しかし、この兵器は！」

「暴発したらどうするの？」

「……そうだな。すまない」

　冷静になろうと、頭を振る喜一郎。

　呼吸を整えたところで、カンジが兵器に触れているのが見えた。

「なんなの、この兵器って？」

「……そうか。今の子は知らないか」

　改めて、喜一郎はその兵器を見た。

　プロペラもない丸い先端が、格納庫の照明を浴びて艶つややかに光っている。よく整備されているのだろう、表面に錆さびは見あたらない。

　そして機体の横には蛇へびのマークが記されている。喜一郎の記憶では、日の丸が描かれていた。

「カンジ。これは戦争で実際に使われた兵器だ」

「兵器ったって、どうやって攻撃するの？」

　カンジが機体を調べているのは、武器になる部分を探しているのだろう。

「これだ。これ自体が武器なんだ。中に爆薬が詰まってる」

「爆薬って……これをぶつけるの？　ミサイルみたいに？」

「そうだ」

「だってこれ、操そう縦じゆう席せきついてるよ？」

「ああ」

「ってことは、これ、誰かが操縦してぶつけるわけ？」

「そうだ。機械で完全に制せい御ぎよできなかった時代だからな。人が乗って直接操縦したほうが命中しやすいと考えたんだろう」

「え、だって、これ、ミサイルなんでしょ？　当たったら爆発するんだろ？」

「ああ。乗っている人間は間違いなく死ぬ」

「……なんでそんなものに乗ろうとするわけ？」

　カンジは本気でわからない様子だ。

　実を言うと、喜一郎にもわからない。

「なんでだろうな。なんで乗ろうとしたんだろうな」

　現代の日本人の感覚からすれば、とても愚おろかしい行為だ。自じ己こ犠ぎ牲せいですらない。まさに自爆。それで誰かを守れたのかどうか、今となっては確認もできない。

　それでも――

「当時の人たちは、そうすることで日本を守れると信じていたんだ。それを絶対に笑うな。彼らだって死にたかったわけじゃないんだ」

「……笑いはしないよ。ムカツクけど」

　そそくさと機体から離れるカンジ。

　そう、これに乗った人に罪はない。

　咎とが人びとはミズチだ。そんな兵器を現代まで蘇よみがえらせようとする奴らだ。

「今、目の前にあるコイツは、その兵器を改造したものだ。俺が見たのは、正確にはこっちの方なんだがな」

「改造？　どう違うの？」

「爆薬の代わりに、錬金術を仕込んだ。人の命と引き換えに大爆発を引き起こす。ただし威い力りよくはケタ違いだ。核爆弾に代わる新兵器になっていたかもしれない。それをさらに応用したものが、今回の爆弾だ」

「これも、そうなの？」

「おそらく」

「うぇぇっ」

　今度は明らかに嫌けん悪お感かんを出して機体から逃げるカンジ。

　この機体が当時と同じものとは考えにくい。おそらく中身はもっと洗せん練れんされたものになっているはず。あの箱のように、ダウンサイジングが成されている。

　ここに並ぶ兵器群は開発途中なのか、それとも廃はい棄きされたものなのか。どちらにせよ脅迫材料の一つではあるだろう。これ一発、どこかの都市に落とすだけで、世界が変わる。それを知っている人間を脅迫すれば――

「ん？　ということは……」

　ある考えに至った喜一郎。

　そのことを口にする前に、自分を呼ぶ声がした。

「喜一郎ちゃん、ちょっとこっち」

「ん？」

　お七だった。

　呼ばれた方に行ってみると、そこには机がひとつあるだけ。機械だらけの格納庫に、たったひとつだけ置かれてあった。製せい図ずデスクでもない。ただの机だ。ここで誰かが作業していたのだろう。

　その机に置かれている書類を見る。大半がこの兵器のものだ。

　その中に紛まぎれて、何枚かの手紙が。古いものだ。友人に宛あてたものがほとんど。差出人は、喜一郎の知る人間の名前だった。この机の持ち主だろう。

「お七さん」

「なに？」

「アンタは、この事を知っていたのか？」

「何のこと？」

「……そうか。知るわけないか。当時はあんたも子供だ」

「なー、喜一郎ってば！　さっきから何ひとりでブツブツ言ってるんだよ！」

　痺しびれをきらしたカンジが、喜一郎のコートを引っ張った。

「一人だけ納なつ得とくして、一いつ喜き一いち憂ゆうしてさ！　ボクたちにもわかるように説明しろって！」

「いや、その……」

　カンジに説明してどうなるわけでもない。

　だが、このまま一人で溜めこんでいる時期でもない気がした。もうカンジもお七もこの場所にいるのだ。もう無関係ではない。

　それに、今まさに混乱している喜一郎の心を静める意味もある。

「――そうだな」

　大きく息を吸うと、懐かしい匂においがした。

　あの時と同じ兵器の匂い。

「……俺が古科学者になったのは、錬金術と決別したかったからなんだ」

　六十年前のあの時、喜一郎は錬金術に絶望した。

「喜一郎の両親って、錬金術師なんだっけ」

「ああ。両親は今でも尊敬しているし、錬金術も崇すう拝はいしていた。それだけに裏うら切ぎられたショックも大きかった」

「誰が裏切ったの？」

「わからない。俺が錬金術を見限った理由はただ一つ、この兵器は錬金術で作られていた。少なくとも俺はそう信じていた。人を幸せにするはずの錬金術でこんな兵器を作っている人間がいることが、許せなかった」

　平賀――今、生きている平賀の父。

　彼の手引きでこの兵器を見た時、喜一郎の基き盤ばんが崩ほう壊かいした。しかしそれは間違いだったのだ。

「ところがどうだ。今、この兵器は古科学者が管理している。もしかしたら六十年前のあの兵器ですら、古科学で作られたものだったかもしれない」

「かも、じゃないわね。平賀さん、この兵器に詳くわしかったみたいだから」

　お七の補足も予想済みだ。

　船の中で出会った平賀の言葉が、今になってわかった。

　親子二代で喜一郎を騙だまし続けて来たのである。

「ずっと探し続けていたよ。この兵器を作った錬金術師は誰なのか、ってね。見つからないわけだ。錬金術師なんて関かかわっていなかったんだから！」

　徐々に声が強くなる。

　今すぐに刀を抜き、自分を騙していた者たち全てを斬りたかった。

　怒りもあるが、それ以上にわからないことだらけで、頭の中がこんがらがりそうだ。そもそも平賀親子は、どうして喜一郎を騙したのか。罪とわかっているなら、どうして本当の事を教えてくれなかったのか。

「あれ、これって……」

　その時、カンジが一枚の紙を見つけた。

　設計図だ。

　どういうわけか、喜一郎にも見覚えがあった。それもそのはず、錬金術の設計図だ。父が作っていた道具――詳しよう細さいはわからない――のようだが、その上に誰か別の人の手で書き加えられている。錬金術の触媒を、古科学の触媒に変へん換かんしたものだ。

「錬金術……あれ、でもこの兵器は古科学で作ったんだよね？」

「そうか、そういうことか……」

　ようやくわかった。平賀親子――いや、親の罪が。

　喜一郎の親の設計図を盗んだのだ。喜一郎の親は父母揃そろって優すぐれた錬金術師で、いくつもの発明を残したが、中には失敗作もあった。性能やコストや用よう途とのせいでお蔵くら入いりになったものがたくさんある。

　この兵器もそれだったのだ。設計図を盗ぬすみ出だす機会はいくらでもある。平賀は両親の親友である、東宮という男の側近だったのだから。

「平賀のヤツ、最初から――」

　高たか原はらと東宮、この二人に近づいたのは、最初からそれが目的だったのだ。

　ましてや時代は太平洋戦争。人が別れ、家が壊こわれ、蔵が燃え、物がなくなってもおかしくない時代。いくらでも盗むチャンスはあった。

　あの時から平賀は古科学者だった。そして古科学は錬金術と対ついになる学問。切せつ磋さ琢たく磨まするライバルと言うより、出し抜かねばならない敵同士。

　そんな男に六十年以上もの間、騙され続けてきたのだ。

「くそぉっ！」

　堪こらえきれなくなり、机を蹴け飛とばした。

　脆もろくなった机は簡単に壊れたが、喜一郎の心は晴れなかった。

「俺は……今まで何をやっていたんだ……！」

　立っていられなくなった。

　地面に膝ひざをつき、両手をついた。不ふ思し議ぎと涙は出なかった。それ以上に喪そう失しつ感かんが喜一郎を蝕むしばんでいた。

　これまでの喜一郎の行動全てが、平賀の手の内だったとしたら。

　自分が一番尊敬する両親を憎まされ、自分の両親を陥おとしいれようとした男のために働き続けたのだ。これほど馬ば鹿からしいこともあるまい。

「喜一郎……」

　カンジもなんと声をかけていいか迷っている。

　そんな中、あっさりと解決案を出したのはお七だった。

「とりあえず、休みましょ」

「お七さんマイペース過ぎ！」

　カンジのツッコミも涼しい顔で流しつつ、お七は休憩できる場所を探す。飛行機が数機並べる格納庫だ。人が寝泊まりできるスペースも必ずあるはず。

「喜一郎ちゃんは、しばらくそうしてなさい」

　孫を叱しかるような口調のお七。

　だがそれは怒りから来るものではない。彼女なりの真剣さだ。

「時間はたっぷりあるわ。ミズチの人たちも来ないみたいだし、しばらくここで過ごしましょう。この兵器をゆっくり分解して仕組みを勉強して、爆弾の解除方法を探しましょう」

「…………」

　くずおれたまま、喜一郎は返事をしない。

　しかし頭ではそれが最善だとわかっていた。

「この兵器と向き合って、これからの事を考えればいいじゃない、ね？」

「お七さんってさ、結局どっちの味方なわけ？」

　本気で喜一郎を心配している様子のお七に、カンジが尋たずねる。

「アタシはミズチの味方よ。最初から最後まで」

「じゃあ、なんでこんなに協力してくれんの？」

「そりゃ決まってるでしょ」

　お七はおかしそうに笑い、一度手を叩たたく。

「この作戦が無む謀ぼうだからよ。無関係な人の命を使って脅迫するなんて、後がない証しよう拠こでしょ。きっと平賀さん、自分の命を懸けてるわ。それなのに焦あせりすぎてる」

　トーグーまで敵に回したのだ。そのくらいの覚悟はあるだろう。狛を遣つかってひかるの事務所を急きゆう襲しゆうしたのも、焦っているように見える。

　ラーの天秤を手に入れたから増ぞう長ちようしているのだろうか。

　それとも確実な勝算があるから――

「でもさ、あんな風に脅迫しちゃったら、成功したとしても平賀さんとレイジ、一生お尋ね者だよね。裏の世界とかじゃなくてさ、普通に警けい察さつから追われるよね」

「だから、止めるのよ。そうしなきゃミズチは本当に終わってしまう」

「そうだね……」

　お七の考えは、まともだ。悪い方向に行きそうな仲間を止める。

「だが以前は、お前も悪い方向へ先せん導どうする立場だっただろう」

　いつの間にか地面にあぐらを掻かいている喜一郎。

「アタシはね、まだまだミズチで遊びたいのよ。度どを過ぎたイタズラは、犯罪と一緒。スピードを出すのは楽しいけど、どこかでブレーキを踏ふまないとね」

「あれ、イタズラってレベルかな……？」

「ささ、お茶にしましょう。落ち着いたところで、作業を始めましょう」

　カンジのツッコミをまたもやスルーして、お七は去っていく。

　その飄ひよう々ひようとした態度に、つい喜一郎は苦笑してしまった。




　あの時の少年が言っていた、正義の味方という言葉を思い出す。

　当時は正義なんて存在しない、激動の時代だったではないか。

　――この兵器が、世界を救うと信じられていた時代だったのだ。
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　一週間という時間をどう使うかが勝負の決め手。

　最初は、とにかく新しん素そ材ざいを作ることに専せん念ねんした。

　ガー助の身体のほとんどは、希少銀ミスリルで出来ている。見えざる水銀と触れざる硫い黄おうを一番伝達しやすい金属として知られており、現代の錬金術では最もポピュラーにして高性能な金属である。

　だけど、それを使って狛に負けたのだから、根本的に考え直すしかない。

　ヒッシャムさんの話では、本家本元のガーゴイルは賢けん者じやの石のレプリカを使っているそうだ。ということはどこかに本物の賢者の石があるのだ。見てみたいし、使ってみたいけど無理だろう。ヒッシャムさんも知らないって言うし。

　だから私は全く新しい素材を作ることにした。

　見えざる水銀と触れざる硫黄、どちらもガー助にとって大切な物質だが、それ以上に大事な物――私たちの命をうまく循じゆん環かんさせられる物質が欲しい。

　そこでヒッシャムさんの研究が役に立った。

　彼の専門は植物だ。命が巡めぐる草木のことなら、何でも知っている。

　木材を使うのではない。できるかぎり生きた木に近い性質で、それでいて希少銀ミスリルよりも硬い物質を作らねばならない。

「ひかるサン、自分で何言ってるかわかりマスか？」

「もちろん。食べても太らず、栄養とカロリーを満まん遍べんなく摂せつ取しゆできる、三つ星レストランも真っ青の食べ物を作れって言ってるんですよ」

　わかってるわよ、無茶な注文だって。

　だけど作らなきゃ狛には勝てないし、そもそも最初の狛は木材であれだけがんばっていたんだ。使い方次し第だいでは、従来の素材だってイケるはず。

　そうして不眠不休で実験した結果、ある金属を作ることに成功した。

　とりあえず表面は超硬質の希少銀で覆おおい、その中身をオリジナル金属で埋うめた。

　流体金属を応用したもので、ガー助の意志によって硬くも柔らかくもなる金属。筋肉に近いものだ。

　硬さや耐たい久きゆう性せいなどは考こう慮りよに入れず、とにかくガー助の命を循環させやすい物質を作った。ガー助の命をエネルギーとする、生きた金属。

『それってつまり、俺の気き合あい次第ってことか？』

　その通り。

　たくさん命があれば、それだけ硬くなる金属だよ。その代わり、ヘバったら豆とう腐ふよりも柔らかくなるからね。

　さて、新素材が出来たら、次はそれを精せい製せいしてガー助のボディにする作業。

　こっちはもっと大変だった。金属を物理的に溶かす作業は、とにかく熱いしつらいし、死ぬかと思った。ヒッシャムさんが。

　ここまでで三日使ってしまったので、残り四日。

　それまでには間に合うと思うんだけど……。

『おーい、ホントに間に合うのか？』

　テーブルの上で首だけになったガー助が尋ねる。

　身体は現在、ヒッシャムさんが精製中だ。

「間に合うよ。お兄ちゃんが言ってたけど、期日まであと四日もあるし。お金を用意する時間をたっぷりくれたみたい。だから焦らないで、ゆっくり作ろう」

　私はというと、リビングのソファで水着を着てぐったりしている。金属を溶かす作業を手伝ったんだけど、もう熱くて熱くて。船の時に買った水着が、こんなところで役に立つとは。ヒッシャムさんも作業場でパンツ一丁だ。

『そうだな。喜一郎たちもいるしな』

「喜一郎くんたちも、がんばってるだろうなぁ……」

　爆弾の解除方法を探しているという喜一郎くんたちの安あん否ぴを心配しつつ、こっちはこっちでヒッシャムさんの命を心配する。あとで冷たい飲み物でも持っていこう。

　とか思っていた矢先、ヒッシャムさんが地下室から出てきた。

「イェース……あとは待つダケデース……」

　ゲッソリした顔で工房から出てきたヒッシャムさん。

　精製した金属を型に入れ、一つ一つの部品にする作業は、私が昔作った機械にやらせている。自動鋳い型がたとでも呼ぼうか。といってもほとんど師匠が作ったものだけど。

「ありがとうございます、ヒッシャムさん！」

　すぐに私が座っていたソファに寝かせ、クーラーをガンガンに入れる。濡ぬらしたタオルを頭に乗せ、冷たい飲み物を振る舞った。

「ドントウォーリー！　ワタシもひかるサンの師匠デス！　それに金属のケンキューも楽しいデス！　植物と鉱物の融ゆう合ごうナンテ発想もできちゃいソーデシタ！」

　と、強がるヒッシャムさん。言ってることはかっこいいけど、顔はムンクの「叫び」のように衰すい弱じやくしている。

　ありがとう、ヒッシャムさん。

　これであとは本当に待つだけ。ガー助の新しい身体ができあがるのを。その間に私は自分が使うための道具を作る。私の武器も、命を上う手まく使えるようなものに仕上げなくちゃ。ガー助に頼ってばかりじゃいけない。







　そして期日が二日後に迫り、準備も整ってきた時のこと。

　師匠の家の郵便受けに手紙が入っていた。

　封を開けてみると、手紙と写真。

「あ、百ひやく色しきだ」

　情報を提供してくれるって約束をしてたけど、本当に役に立つ情報をくれた。

　写真に映っている空。

　手紙によると、これはとある場所の上空を写したものだという。そんなことは写真を見ればわかるのだが、空に異常があった。

『これ、なんかあるな。心霊写真か？』

　ガー助に言われて気づいたのだが、空に何かが反射しているようだ。

　さらによーく見てみると、上空に何かが浮かんでいるように見える。確信が持てないくらいうっすらと、だが、ガー助の目だと何かが飛んでいるとハッキリ断言できるそうな。

　改めて百色の手紙を読んでみた。

　他た愛わいない雑談やら白びやく色しきの現状などが書かれてあったが、主要な点をまとめると、次のような文面だ。

「えっと、白しろ騎き士しが撮とった航空写真に、飛行船が写っていたわけか」

　飛行船とはレトロなものを。

　だけどこんなに空に溶けこんでいる飛行船って、どういう代しろ物ものだろう。

　――いや、ミズチかそれに準ずるどっかの組織に決まってるんだけどさ。

　普通、飛行船って宣せん伝でんとかに使うじゃない。そうでなくても、カムフラージュする必要なんてないし。

　心理ステルスみたいな迷めい彩さいを使っているのだ。

　そしてそれは、ちょっと目を凝らせばバレる。私たち、錬金術師が本気で探せば、けっこう簡単にバレる。少なくとも東宮の目は誤ご魔ま化かせない。これがガー助くらい小さな対象だったらなかなかバレにくいんだけど、飛行船くらいの大きさならバレバレだ。

「これ、私たちに見つかって欲しいのかな？」

『だろ。挑ちよう発はつしてんだよ』

　ここにミズチがいるにしろ、いないにしろ、見ちゃった以上、行くしかないか。

　って、だったら百色が止めてくれればいいのに！

　手紙の最後を見ると、その事に関する言い訳も書いてあった。なんでも、別件があるとか。まぁ百色も色々な事件に首突っこみそうなイメージがあるから、それを疑問には思わないけど。

「お兄ちゃんみたいな理由だね」

『百色といい師匠といい、どこで何やってやがんだ？』

　問いつめたいのは山々だけど、今はそれどころじゃない。

　ミズチの野望を片付けたら、じっくり聞かせてもらうとしよう。

「でもさ」

『ん？』

「なんでみんな、何も言わなくても私に情報くれるんだろ。別に私じゃなくてもいいじゃない」

『そりゃ、オメーがやるってみんなわかってるからだろ』

　そうだ。なんで私だって思うんだろ。

　この情報、警察や自衛隊なんかに渡せば、簡単に撃げき墜ついしてくれるのではないのか。最新の兵器を使えば、別に私じゃなくても――

　けど、私は行く。

　それは私がヒーローＬＶレベル１だからだ。

　思うに、本当に根っからのヒーローＬＶ99がいるとしたら、そいつは正義感のみで自分の利益を考慮せずに戦いに赴おもむくのだろう。

　だけど私は違う。ヒーローだけど、そこまで正義感は強くない。

　ほとんどが個人的な理由だ。ミズチが気に入らないから叩くんだ。大切な人を守るために戦うんだ。そして平和な暮らしに戻るために命を使うんだ。

　仮に世界が、私たちを悪だと認めても戦うだろう。

　それに現代兵器で古科学が倒せるという保証もない。もしも失敗したら、関係ない人たちがまた巻きこまれる。

　錬金術ならば、確実にミズチに対抗できる自信がある。

　似たもの同士だしね。古科学と錬金術。

　――みんなもそう思ってるのかな。あいつらに対抗できるのが、私たちだけだって。だから情報をくれるのかな。

　だったら、その期待に応えないとね！

「んじゃ、行きますか」

　対策も決まった。目標も定まった。

　あとはブッ潰つぶすのみ！

「そのためには――」

　移動手段か。

　……ちょっと甘かったかもしれない。







　ウチがトーグーじゃなかったら、ミズチの野望を食い止められなかったかも。その点、ちょっと師匠や父に感謝。

　師匠に電話したら、快こころよくＯＫしてくれた。

　なにがって？　決まってる。移動手段よ。

　そう、飛行機だ。

「あるとこには、あるのねー……」

　私たちは今、師匠の家から車で数十分ほどの場所にある飛行場にいる。郊こう外がいの森を切り崩したもので、広さだけなら東京ドーム五個分あるらしい。

　なんでも東宮家の所有する飛行機を飛ばすためのものだそうな。今では師匠が海外に飛んで錬金術の触媒を買い付けるのに使っているとか。

　ただ問題が一つ。東宮のパイロットが使えないのだ。なにしろ公用ではなく私用だ。しかも師匠ではなく、勘かん当どうされたはずの私が乗る。

　バレたら父にむちゃくちゃ怒られる。なので極ごく秘ひ裏りに運転しなければならないのだが……当然、私は飛行機の免めん許きよなんて持ってない。

　飛行機を改造して、私でも運転できるようにしてやろうかとも考えたが、後が怖い。

　などと危き惧ぐしていたのだが、意外なところに運転者がいた。

「ひっさしぶりデース！」

　意い気き揚よう々ようと小型飛行機に乗りこむヒッシャムさん。

　運転できるのは軽自動車だけかと思ったが、なんと飛行機も運転できるらしい。なんでも地元で巨大な農場に肥ひ料りようや薬を撒まくために、免許を取得したのだとか。

『ヒッシャムのダンナ！　頼んだぜ！』

「任せてくだサーイ！　もうナンカ、ひかるサンたちの運転手にも慣れてきまシータ！」

　半ばやけくそで操そう縦じゆう桿かんを握るヒッシャムさん。

　私とガー助は六人掛けの座席に座り、最終的な装備の確認。

　私はいつものエプロンに、いつものポケットがあるズボン。それから手首と足首にポーチをつけている。他にもシャツの中に隠しポケットがいくつも。それら全てをパンパンに膨ふくらませてきた。

　ポケットの中は全て新兵器だ。これでなんとか狛に対抗できればいいけど。

『なぁひかる。俺、どこが変わったんだ？』

　ガー助はというと、生まれ変わった自分の身体をジロジロと見ている。窓ガラスに映ったガー助は、傍はた目めには全然変わっていない。注し連め縄なわも一緒。

「ちゃんと変わってるから安心なさい。男は中身なんでしょ？」

『ホントか？　硬くなってんのか？』

「硬くなるだけじゃないわよ。その気になったら身体を変化させることもできるんだから。物理的に大きくなることも出来るよ。縮ちぢまるのは無理だけど」

『じゃ、人間の形にもなれんのか？』

「なれるんじゃない？　よくわからないけど」

『ってオメー、制作者なのにわからねーのかよ！』

「うっさいなぁ。あんたの身体は、白紙のノートみたいなモンなのよ。あんた次第でどんな風にでもなれるの。だからアンタができるって思えば、大抵の変化はできるわよ」

『なんでもねぇ……ふん！』

　なにやら身体に力を込めているガー助。

　そのまましばらく待つが、なんの変化もない。

『ひかるてめぇ！　何もならないじゃねーか！』

「命で変化するって最初に言ったでしょ！　あんたの命、今は50％しかないんだから諦あきらめなさいよ！」

『厄介な金属だな……』

「その代わり、本気になったら強いわよ。期待してて」

　ガー助をなだめながら、私は着々と準備を進める。

　飛行機の座席に、ポーチから道具を取り出して、点てん検けんする。まず最初にベルト。これを腰に巻いてスイッチオン。うん、身体が軽くなった、というか身体の回りにくすぐったい風が生まれた。これで良し。

　次に錠じよう剤ざい。錬金術師はある程度の錬れん丹たん術じゆつもできなきゃね。ミネラルウォーターと一緒にゴクリ。即そつ効こう性せいはないけど、もうちょっとしたら効きき目めが出るはず。

「ひかるサーン！　そろそろ出発していいデスかー!?」

　操縦席からヒッシャムさんの声。エンジンが暖まったのかな。

「はーい、お願いしまーす！　あ、それからちょっと！」

「ハイ？」

　私は座席の奥からパラシュートを取り出すと、ヒッシャムさんの背中に取り付けた。

「ひかるサン？」

「もしもの時のためです。いざとなったら飛行機を捨てて逃げてください」

　敵が敵だ。どんな危険があるかわからない。

「オーウ、ありがとうございマース！　でもドントウォリー！　ワタシの操縦技術があれば、ひかるサンを危険な目には遭あわせマセーン！」

　自信満々なヒッシャムさんだけど、小型セスナで何ができるんだろう。戦闘機じゃないんだから、急きゆう旋せん回かいとかされても困るんだけど。

　でも、ちょっとは期待してる。

「シュッパーツ！」

　ヒッシャムさんの号令のもと、小型飛行機が動き出した。

　身体がガクガクと揺れ、ひっぱられていく。ジャンボジェットとは違い、やっぱり乗のり心地ごこちは悪い。

　だけど離り陸りくしてしまえば別だ。それでもジェット機には及ばないけど、とても楽になる。東宮の飛行場を飛び立ち、森が遠ざかっていった。

『しっかしアレだ』

「なに？」

『鳥が飛行機に乗るって、どうよ？』

「楽しいでしょ？」

　などと他愛ない会話をする私たち。

　そんな会話も長くは続かなかった。

　私たちを乗せた小型飛行機は、さっそくミズチに狙ねらわれたのである。







　離陸して一時間ほど経ったその時。

『はえーな。もう来たぜ』

　ガー助がそんな事を言うものだから、私も立ち上がる。

「敵？」

『おう。前から向かってきてるぜ。あと十秒くらいで攻撃される』

「じゃあ――」

　と、支し度たくし始めてから気づいた。

　機内からどうやって迎げい撃げきしたらいいんだろう。しかも十秒以内に。

　戦闘機なんてチャーターできなかったしなぁ。

　そんな事を考えているうちに、

「ノォ―――――――ッ！」

　ヒッシャムさんの悲鳴と、身体中をかき回される振しん動どうは同時にやってきた。

　衝しよう撃げきでバランスを崩し、イスに頭をぶつけてしまった。

　何者かに撃うたれたのは明白だ。

　相手の正体を確かめたくて、操縦席から前方を見る。だけど空しか見えない。眼がん下かには森。どこかの山だろう。墜つい落らくしたらまず助からない。

「ど、どこデスかー!?　どこから撃ったんデスかー!?」

　百色の言っていた飛行船の予想進路は、海だという。日本海からロシア方面へ飛んでいるそうだ。この飛行機だと、一時間以内にたどり着けるはずだった。

　もちろん襲しゆう撃げきされるのは予想通り。

　だけど敵の位置を知りたい。

「ヒッシャムさん、あとよろしく！」

「ノ――――――――ッ！」

　搭とう乗じようドアを開き、外に飛び出した。

　空へ舞う私の身体。

『ひかる！』

　その身体をガー助が光線で絡からめ取とった。

　ゴムのように引っ張られた私の身体は、小型飛行機の天てん井じように落ちる。

「ありがと！」

　暴風の中、全力で叫んだ。

　ポケットからゴーグルを取り出して、装そう着ちやく。

　高度五百メートルほど。

　突風が私を空の彼方へ吹き飛ばそうとするが、私の錬金術の方が強い。最初に使ったベルトのおかげで、風を中和してくれている。同時に飲んだ薬のおかげで、酸さん欠けつにもならない。もっと改良すれば、生身で宇宙空間も行けそう。

　そして念のため、靴くつのスイッチもオン。磁じ力りよくがはたらき、靴と飛行機の天井を繋ぐ。

「ガー助！」

　最後にロープを投げてガー助と物理的に繋がる。

『よーし、準備はいいな、ひかる！』

「うん！」

　返事をして、振り返った。

　上空の背後――空高く飛んでいる鳥がいる。

『よぉ鳥野郎！　また会いに来たぜ！』

　ガー助が言っていた鳥とは、あれか。

　太陽を背にして、大きな翼を広げた鳥の石像。

『クククク……今度はアヌビス揃って朕ちんに挑いどむか。それも良い。前はふたり揃っていなかったから負けた、などと言い訳をされても困るのでな』

　アゴのあたりに毛が生えた、クチバシの尖とがった鳥の姿。カラスみたいなガー助とは異なり、丸みを帯びた小鳥をそのまま大きくしたような感じ。

　ただ色がない。

　石で作られているのだから当然だが、それが無む機き質しつな印象を与える。













『朕の目的は、貴様ら下等な物質を消去すること』

　その無機質さは、私たちを倒すために作られた殺人マシーンを想起させる。感情もなく、ただ目的を遂すい行こうする機械。もしくは目的を遂行することのみに至上の快楽を得る働き者ワーカーホリツク。そう、それは――




　――まるで、ガーゴイル。




　あいつから膨ぼう大だいな命の流れを感じる。

　石像だからなのか、無む尽じん蔵ぞうの命があるのか。

「ガー助！」

　命の流れが変わった。殺気が膨れあがっている。

『チッ！』

　ガー助が光線を吐はいた。いつもと同じ、口から出る細い光線。

　一瞬だけ放はなたれたそれが、空中の何かを撃ち落とした。飛行機の脇わきをすごいスピードで落ちていき、私たちの下で破は裂れつしている。炎の玉だ。

『二度と同じ手は喰くわねーぜ』

『ククッ。少しは見えるようになったようだな』

　聞こえる。あの鳥の声が。

　相手はずっと高いところにいるのに。

「あんた！　名前あんの!?」

『それを聞いてどうする』

「決まってんでしょ！」

　ポーチから武器を出す。いつもの電でん磁じ警けい棒ぼうじゃない。バラバラのパーツだ。それを素す早ばやく組み立てる。

　今回の私の武器は、ヘタをすると人間も殺さつ傷しようできる危険な代物。

　十字の形をした弓。ボウガンである。

「バラバラになったアンタを段ボールに詰めて、ミズチに宅配便で届けるためよ！」

『それはそれは。やってみるがいい』

　矢をセットし、つがえる。ストックの部分は猟りよう銃じゆうのようになっており、両手で扱わないといけない。ボウガンの部分は市販の物とそれほど大差ない。せいぜい弦つるの部分に改造を施ほどこして命中精度を上げたくらい。

　キモは矢だ。錬金術の素材で作った矢で、相手を打ち抜く。

「あたれっ！」

　強い反動がして、矢が鳥に向かって飛んでいく。

　同時に鳥が火球を吐いた。さっきのガー助と同じように、試すような感じ。私の矢はその火の玉に吸いこまれるようにして飛んでいく。

　ボウガンの矢が飲みこまれると、数千度で燃えていたはずの火の玉はあっという間に消しよう滅めつした。

『ほう』

　感嘆の声を漏もらす鳥。

　私がよく使う氷玉を尖らせた物だ。いつもは私の手で投げていたけど、これなら遠くの敵にも当たるし、使用者である私への被害を気にしなくていいから、威力も上げられる。

　鳥はしばらく無言で上空を旋回していたが、やがて私と目が合うとこう言った。

『アヌビスの化け身しん――人の子よ。貴様の名は』

「東宮ひかる」

『名乗ろう。朕はウィツィロポチトリ』

　変な名前。

　どこの神様だっけな。アステカだったっけ。

　――そうだ、鳥の神様だ。

　どういうセンスなんだか。レイジって日系人みたいだけど、メキシコあたりの人だったのかな。

「えーと、ウィツ……なんだっけ」

『もう忘れてんのかよ！』

「しょうがないじゃない、ややこしい名前なんだから！」

　そういうガー助は覚えてるんだろうか。

『おいポチ野郎！　てめぇそんなに偉えらそうな態度してるくせに、ミズチの手先なのか!?　プライドってもんはねーのかよ！』

　あ、いい略称見つけたね。私もそう呼ぼうっと。

『プライド？　何のことだ？』

　その「ポチ」はとぼけた風でもなく、平然とガー助の言葉を流す。

『朕が生まれたのは、ミズチの力となるためだ。それが朕の存在理由。与えられた仕事を全まつとうするのが当然であろう？』

『ケッ。そうかよ』

『貴様と同様だ。ミズチを妨ぼう害がいすることが貴様の仕事であろう。だとすれば、我々はお互い相反した仕事を持つことになる。さて、どちらが職務を全うし、プライドとやらを主張することができるかな』

　ガー助と違い、とても理性的な鳥だ。

　こりゃ普通に相手にするのは骨が折れそうだ。

　それに相手はポチだけじゃない。

『そういうことだ、ガー助。狛にも狛の仕事がある。果たさせてもらうぞ』

　そのポチの背中に乗っているのは、狛だった。

　鳥の石像に乗る女の子は、なんだか詩的な印象を受けるが、よく見れば高度三千メートル以上の上空で、石像に乗った市いち松まつ人にん形ぎようが刀を抜いている姿は形容しがたい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。

　ポチのクチバシが燃えた。あそこから火の玉が出るのか。

　同時に狛が刀を構えた。火の玉を放つのかと思いきや、ポチの全身が火だるまになった。もちろん狛も一緒に。

『行くぞ』

　上空からポチの姿が消えた。

『こいよっ！』

　ガー助が光球を口から吐いた。誘ゆう導どうミサイルを妨害するチャフのように、飛行機の背後に爆発を生じさせる。

　風が熱を孕はらみ、衝撃になって襲おそいかかった。

『ひかる！』

「わかってるよ！」

　新しい矢をつがえ、構え、撃った。

　ガー助が放った光球の爆発地点で、私の矢も発動した。

『む――』

　まずガー助の光球は、ただの攻撃じゃない。狙った場所で網の目のように広がり、相手を絡め取るネット光線。

『くっ！』

　あれだけタンカきったあとに、まさかこんな姑こ息そくな手を使うとは思わなかったでしょう。ポチの身体が光線の網に捕まり、私たちの飛行機から遠ざかっていく。

　これだけじゃない。私が放った矢は、事務所で狛に襲われた時に使った煙えん幕まくと同じもの。心理ステルスみたいに心から相手を攪かく乱らんする煙矢だ。狛に効いたんだから、ポチにだって効くでしょ！

「ヒッシャムさん、全速前進！」

　飛行機の天井なので、私の声はかき消される。

　だけど伝わったみたい。身体が後ろに引っ張られる感覚がする。飛行機の速度が上がったんだ。

『アーバーヨー!!』

　ガー助が翼を振る。私も小さく手を振った。

　ったく、狛ひとりでも死にかけたのに、あんな石像相手にできるかっての！

　ポチの言う通り、私たちには仕事があるんだ。ミズチの野望を阻止するっていう大事な仕事がね。最優先事項はそっちだ。いくら強い敵が現れたとしても逃げなきゃ。っていうか、まともに戦ったら死んじゃうから！







　幸いなことに、私たちの攪乱は成功していたようだ。しばらく鳥と人形は飛んでこなかった。そのスキを見て、私はポーチから小型のコンパスを取り出す。カムフラージュした飛行船を探すための錬金術の道具だ。

「ガー助、狛を遣ってたの、あの鳥だわ」

『だから最初からそう言ってんじゃねーか！』

「ゴメンゴメン。でもね、さっき肌で感じたのよ」

　私にも感じられた。ラーの天秤を改造してからこっち、命の流れにとても敏びん感かんなのだ。だから狛の命の流れとポチのそれが同じだということも感じていた。

　できるモンなんだねー、そういうこと。

　狛から命を吸った私が言うのもなんだけど、命って色々なものに宿るんだね。

「ヒッシャムさん？　聞こえる？」

　ポーチからヒモのついたドリルのような道具を出し、飛行機の天井に突き刺した。するするとドリルヒモは飛行機の中に吸いこまれる。ヒモの先端についていたマイクに向かって話しかけると、返事があった。

「ひかるサン！　バトルするならするって教えてクダサーイ！　ワタシ死ぬかと思いマシター！」

「あ、ごめんなさい。って、それは敵に言ってくださいよ！」

「ソーリーソーリー。ワタシもチョット動どう揺ようしてマーシタ！　あ、ヒコーキは無事デスよ！　どこもコショーしてマセーン！」

「良かった。で、飛行船まであとどれくらいです？」

「そろそろデース。でも、見つけたらどうするんデス？」

「そりゃ、飛び移りますよ」

「ひかるサン、どんどんスーパーヒーローみたいになってキマシタね」

　あれ、そんなに変なこと言ったかな？

　ちょっと道具で飛ぶだけで移れるんだけどな……。

「ヒッシャムさんは引き返して、飛行機を元の場所まで返してくださいね。この作戦で一番怖いのは、飛行機の修しゆう理り代だいなんですから」

「考えただけでも恐ろしいデース……！」

　そうこうしてる間に、コンパスに反応があった。

　ここから北東に進んだ場所にあるみたい。そろそろ本州を越えて海に出る。飛行機から見える景色が、森から町に変わっている。そして遠くの方に水平線が見えてきた。

『あ、あれか』

　ガー助が上方を見ているが、私には何も見えない。

「どこ？」

『ほれ、あそこだよ』

　翼で指し示されても、まったくわからない。

　だけどコンパスの針は何かに引かれるように上方を指し示している。私には見えないけど、ふたりがそう言うならきっとそうなのだろう。

「んじゃガー助。案内頼むね」

『あいよ。落ちるなよ？』

「ん、なんとかなるでしょ」

　ガー助と私を繋ぐヒモを再確認。何度も引っ張って安全性を確かめるが、大丈夫。これならヒモが切れるより先に私の腕がちぎれるだろう。

「ヒッシャムさん、それじゃ私たち、行きますね」

「ひかるサーン……あ、ソウダ！」

　何か渡したいものがあるそうなので、ガー助を使って操縦席まで取りに行かせると、それはヒッシャムさんお手て製せいの薬やく包ほうだった。

「ラーの天秤があっても、ワタシの薬はイチバンデス！」

「……はい。ありがとうございます」

「グッドラック！　ひかるサン！」

　飛行機の外にいるので見えないが、きっと親指を立ててウィンクしているに違いない。そんな顔が容易に想像できる。

　もらった薬包をポケットに入れて、今度こそ準備万ばん端たん。

「いくよガー助」

『おう』

　あの飛行船に誰が乗っているのか。

　レイジか、平賀か、それとも誰も乗っていないのか。ワナだったとしても、私たちは飛びこんで行かなくちゃならない。それほどまでに手がかりが少ない。

　たとえワナだったとしても、全部かいくぐってやる。そしてワナの出所から仕掛けたヤツを割り出して、地の果てまでも追っかけてやる。

「とうっ！」

　一歩を踏み出し、私は小型飛行機から飛び降りた。

　内臓が浮き上がる感覚は一瞬で終わった。ガー助の背中が私を受け止めてくれた。

『こうすればいいのか……よっと！』

　ガー助が力を込めると、翼が大きくなった。

　本体の大きさはそのままに、二倍の長さになった翼が上昇気流を受けて大きく舞い上がった。締めつけられるような風の抵抗を受けて、ガー助が飛行船と同じ高さまで飛び上がる。

『ウッヒョー！　こいつぁいいな！』

「あんまりはしゃがないで！　落ちる！」

　こちとら小さな背中にしがみついてるんだ。錬金術の道具で空気抵抗を減らしていなかったら、今ごろ酸欠で気絶してる。

　それに翼を大きくするのだって、命を使うのだ。私は今、誰からも命を吸っていないから、どんどん衰弱している。

　だけどガー助は、子供みたいにはしゃいでいる。

　そうか、ガー助がこうやって鳥のように空を飛ぶのって、初めてかも。

『鷹たかになった気分だぜ！』

「よかったわねー。でも仕事は忘れないでよ」

『わかってるっての。もうすぐそこだ』

　とガー助は言うんだけど、やっぱり見えない。

　装着しているゴーグルを操作しても、やっぱり何も見えない。これも錬金術で作った特殊ゴーグルなんだけどな。

『見えないなら、そのまま突っこむぜ。俺にしがみついてな』

「わ、わかった」

　ガー助を摑つかむ手に力が入る。

　コレ、本当に近くに飛行船があるのかな。あるとしたらどのタイミングで飛びこむんだろう。うわ、なんか目め隠かくしして川に飛びこむ気分だ。目に見えるポチたちを相手にするより怖いかもしれない。

「ねぇガー助！　あとどれくらい!?」

『どれくらいってオメェ、もうすぐ――っつーか今だ！』

「え――オブッ！」

　聞き返すより早く、顔面が窓ガラスにぶち当たった。全身が打ちつけられ、粉々になってしまいそうだ。自分の身体がどこかに転がった感覚を、他人事のように感じる。もちろん全身はものすごく痛い。

「あ……あぅ……」

　ガー助め、なんでもっと早く言ってくれないんだ。

　本当に怖かったんだぞ！

「いたた……」

　手を動かすと、ガラスの破片に触れた。さっき私たちが突っこんだ時に割った窓ガラスだ。おそらく強化ガラス。そりゃそうか、飛行船に穴が空いたら大変だもんね。今、空けちゃったんだけどさ。

　いや、違った。ガラスじゃない。なにか特殊な物質だ。私たちが割った穴に自動的に戻っていき、穴を塞ふさいでいる。生きているみたい。これも古科学の力か。

　そんなものを見ていたら、気持ちと脳みそに余裕ができた。

　周囲を確認。

　どうやら飛行船に乗りこむことに成功したみたい。三百六十度、すべてが窓の飛行船だ。中央にテーブルがひとつ。その上にはパソコンが一台のみ。部屋は他にもあるみたいだけど、今私たちがいるここが最も広いはず。

　二十畳じようくらいの広さだ。飛行船にしては広いんじゃないか。本で見た飛行船は、もっと狭かった。あれは広告用だからなのか？

　この飛行船を浮かせる技術も、きっと古科学なんだろう。この部屋も軽くて丈じよう夫ぶな素材で作られているに違いない。

「誰かいます？」

　周囲を見ながら尋ねる。

「少々お待ちください。今、支度をしていますからね」

　聞き覚えのある声がした。平賀だ。

　いきなり押しかけたんだ。戦闘準備くらいは、待ってあげてもいいか。







　ところが準備とは、戦いの事ではなかった。

「そこの椅い子すにかけてください。すぐ行きますよ」

「はぁ」

　言われた通りに座ると、すぐ平賀が来た。トレイに紅茶とクッキーを載のせて。ずいぶんと余裕だ。

「お待たせしました。いや、予想より早くてびっくりしてるんですよ」

　そう嘯うそぶいて、平賀も椅子に座る。私の正面に向き合うように。

　平賀。ミズチの頭領の一人。

　五十は越えていると喜一郎くんが言っていたっけ。そうは見えない若々しさだが、小こ癪しやくな老人のような腹黒さのある笑顔を持っている。

　彼が指を弾くと、私と彼の間に四角いブロックがせり出してきた。どこにこんなもの隠していたんだろう。何に使うのかと思っていたが、お茶のトレイを置くだけだった。

「まぁどうぞ。長旅だったでしょう。聞きたいこともいろいろあるんじゃないですか？」

「そうですね……とりあえず」

　私の目はさっきからこの部屋に注目している。

「この飛行船、どんな技術を使ってるんです？」

　鳥の自動人形を作った錬金術師として、興きよう味みがあったのだ。

　古科学者が関わっているんだ、普通の飛行船ではないだろう。

「風船部分は、普通の竹を古科学で組み合わせたものを使っています。ちょっと組み方が特殊でしてね、通常の四分の一以下の重量の風船が出来るんですよ。あ、風船自体はヘリウムで浮いてます」

「私たちのいる、この部屋も？」

「もちろんです。一応、硬式飛行船なんですよ、これ」

「硬式とか軟式とかあるんですか、飛行船って」

「ええ、構造が違うんですよ。なんでもヒンデンブルグ号のようなものを作りたかったらしくて……あ、この飛行船の制作者なんですけどね」

「それも古科学者ですか」

　面おも白しろい話だ。平賀の淹いれた紅茶を飲みながら、しばらく飛行船についての解説を聞いた。正直、敵ながらこの技術に憧あこがれたのだ。今時、飛行船を作ろうなどという浪ろ漫まんに溢あふれた人がいるもんだ。

「カムフラージュの技術は？」

「あなた方、錬金術師の言葉で言うところの心理ステルスというやつですか？　あれに似たようなものですが、こちらは天気に合わせた自動的な迷彩機能もついています。レーダーには見つかりませんが、鳥などには簡単に見破られてしまいますが」

　そう言って、平賀は照れくさそうに笑った。

　喜一郎くんの言っていた通りだ。腹の中に黒いものがある、と思わなければ気さくで優しいおじさんなのだ。私もミズチという背景を知らなければ、技術的な情報交換を求めたかもしれない。

　でも、この人はやってはいけない事をやっている。

「……それだけすごい技術があるのに、どうしてこんな事をするんですか？」

「こんな事、とは」

「爆弾、いっぱい仕掛けたんでしょう？　人の命を起き爆ばく剤ざいにする」

「ああ、あなたも知っていましたか」

　その話をする時も、平賀はなんでもない表情。

「多分、あなたが聞いた通りです。私たちは世界に対して脅迫をしました。資金と、地位のために。その取引材料として、爆弾を仕掛けました」

「どうやったら、起爆するんです？」

「私です。私がスイッチを握っています。この飛行船の中にいれば、まず警察に見つかることはないでしょう。仮にあなたたちのような敵が入りこんだとしても、私が迎撃すればいい」

　その敵を前にして、ずいぶん余裕がある。

　でも、ちょっと気になるところも。

「……他の人、いないんですか？」

　スイッチがあるのなら、ミズチ総出で守ればいいのに。他に仕事があると言っても、平賀ひとりに任せるのは危険じゃないのか。

「いませんよ。ここは私一人です」

「レイジは？」

「あの人は――旅立ちました」

「へ？」

　離り反はんしたってこと？

「なに、ケンカ別れですか？」

「いいえ。きちんとお互いの主張を理解した上での、円満な別れですよ」

　まるで離り婚こんみたいな話になってきたぞ。

「あの人は元々ある目的のためにミズチを利用していたんですよ。そんな彼を、私たちもまた利用した。今はその必要がなくなったので、レイジさんはその目的のために出て行ったのです」

「ふーん……」

　レイジの目的が何なのか知らないけど、どうせ悪わる巧だくみに決まっている。

　もしかしたら、今この時にも別の場所で世界の危機が迫っているのか。だとしたらミズチを片付けた後に、私たちも駆けつけなくちゃいけない。

　その辺は平賀を倒した後で、ゆっくり尋ねるとしようか。

「ひとりで迎え撃つなんて、ずいぶん自信あるんですね」

「いや、そんなことはないですよ。ただちょっと、いいものが手に入りましたので」

　まるでスーツを褒ほめられたかのように謙けん遜そんする平賀。

　だけどこんなに余裕があるのは、おかしい。改造したラーの天秤の強さは、彼も知っているだろう。

「じゃあ、行きますよ？」

　私は立ち上がり、ボウガンを構える。

　同時に平賀の背中にガー助がクチバシをつけた。

　ちょっとでも動けば、撃つつもりだ。ボウガンを人に向けるのは怖いけど、彼はそれくらいやらないとダメだとわかっている。

「……どうぞ」

　平賀は座ったまま、紅茶を飲んでいた。

　と思ったら、いきなり姿が消えた。

「え!?」

　どこに行ったの!?

『ひかる、後ろだ！』

「っ！」

　振り向いたら攻撃される、そう思った私は伏せるように身をかがめた。一秒後に、私の首があった位置に何かが出現した。

　それはプラズマの球だった。バチバチと弾けながら、空中に静止している。

『てめぇ！』

　ガー助が光線を吐いた。一つ目の光線でプラズマ球をかき消し、もう一つの光線は私の背後にいるという平賀に向かって飛んでいく。

「おっと」

　細いけど人間に当たったら気絶は免まぬかれない光線を、平賀は素す手でで弾いた。

　そして倒れた私を飛び越え、ガー助に蹴りつける。

「ふっ！」

『おおぉっ！』

　平賀の足が光った。電流が足を輝かせ、ガー助を痺しびれさせる。

　何ボルトの電流なのか。焦こげる匂いが私にまで漂ただよってくる。

「ガー助！」

　ボウガンを構え、撃った。

　平賀が一瞬、私を見た気がした――そう思った時には、平賀の身体は横にスライドしていた。ボウガンの矢は壁に当たり、溶けてなくなる。

　ボウガンの矢を避よけた。

　人間業じゃない。前に会った時は、もっと人間的な動きだったはずなのに。

「やっぱり、この歳で運動は堪えますね。心臓がドキドキしてますよ」

　頭を掻く平賀。だけど息一つ乱れていない。

　私は転がってボウガンを撃っただけなのに、肩で息をしている。

　絶対に強くなっている、この人。

　狛といい、どういう強化をされているんだろうか。

「……すみません、ひかるさん。私たちも本気なんです。止める気であれば、命を捨てる覚かく悟ごをしてください」

「覚悟……？」

　平賀の両手は、電流の糸で繋がれている。

　彼は電気を使う人だ。その力を正しい事に使えば、エネルギー問題なんかいくらでも解決しそうなのに。

「――私は、しました」

　平賀の姿が見えなくなった。

　私かガー助か、どちらを狙うのか。なんて考えている間に髪かみの毛けが焦げる匂い。ポケットから一枚の紙を取り出して、床に投げつける。

　お札のような紙が床に落ちると同時に、平賀の手が私の首を摑んだ。心臓に到達し、確実に絶命する電流を流された。

　その時には、私は平賀の背後にいる。

「もらった！」

　紙が作り出したもう一人の私を殺している間に、がらあきになった平賀の背中へボウガンを放つ。

「おっとっと、危ない」

「えっ!?」

　背中を狙ったはずなのに、摑まれた。

　あらかじめわかっていたかのように平賀が私の方を向き、ボウガンの矢を摑んだのだ。

「そんな――」

　どんな反射神経をしているんだろう。薬か何かで強化しているのだろうか。

『なら、これならどうだ！』

　私をかばうように出てきたガー助の光線が、平賀を襲った。ただ一本の細い光線じゃない。何本もの光線が角度を変え、どう避けても当たるように平賀に襲いかかる。

　避けないならば、喰らうしかない。

　平賀はガー助の光線を受けた。

　そして、何事もなかったように立っている。

「いたたた……これ、危ないですね。もう一発くらったら、私でもどうなるか」

　服にも乱れがない。服くらい焦がしてもいいはずなのに。やっぱり古科学の道具を使っているのだ。

「なら、これしかない！」

「でしょうね」

　平賀の腕を摑む私。

　それを待っていたかのように、平賀が笑う。

　笑ったところで、触れたら私の勝ちだ。彼がいくら電流を使おうと、命を吸ってしまえば行動できない。

　ペンダントが光り、私の腕に平賀の命が流れこむ。

「うっ……」

　足に力が入らなくなる平賀。そうだ、そのまま倒れて――

「そうは、させませんよ！」

　なんと平賀、命を吸われている状態で、私の身体を摑んだ。

　電流を流されるのかと思えば、そうではなかった。両手で私の身体を持ち上げると、なんと窓に向かって走り出したではないか。

「え？　え？　ええええええ？」

「おっとっと――なかなか女性とはいえ、重いですね！」

「ちょ、ちょっと平賀さん!?」

　そう言えば、このラーの天秤の能力には、弱点がひとつだけあった。

　相手の身体に触れれば命を吸う事が出来る能力。つまり、相手に触れられなければなにも出来ない能力なのだ。

　離れて攻撃してくる相手には、ガー助が応戦してくれるからいいんだけど、まさかこんな直接的な手に出るなんて！

『て、てめぇ！　止まれ！』

「止まりませんよ！　私も命かかってますから！」

　走る平賀の背中にガー助が光線を撃つが、やっぱりバリアでも張られているのだろう、無視して走り続けている。

「いきますよー！」

「やーっ！　いかないでー！」

　平賀の両手が私を高く持ち上げた。

　それと同時に、飛行船の窓が自動的に開いた。

「とぉーっ！」

「きゃ―――――――――っ！」

　平賀の手から私が離れた。

　高度数千メートルの上空から、まっさかさまに落ちる私。

　遠ざかる飛行船の中で、平賀が手を振っていた。

　浮遊する感覚はあっという間に終わりを告げた。

『ひかる！』

　ガー助の光線が私に巻きつき、引っ張られる。ガー助も私の身体の事は考えてくれたみたいで、光線はゴムのように伸びた後、ゆっくりと私を引き上げてくれた。おかげで腕がちぎれることもなかった。

「もー、せっかく乗りこんだのにー……！」

　ガー助の背中にしがみつきながら歯は嚙がみする私。

　それが有効な作戦だとわかっているから、さらに腹が立つ。命を吸う私を遠ざけるのは、平賀だけでなく、私たちと戦いたい者たちも望んでいたことだ。

『チッ。もう追いつきやがったか』

　強い命の流れを感じる。

　飛行船から落ちた私たち。そのさらに下方の空。

『クッククク……そうだ。貴様たちの相手は朕だ』

『決着をつけるぞ』

　鳥と人形のタッグが、同じ速度で飛びながらこちらを見上げている。

　もう追いついたのか。

「ああもう、せっかく追いつめたのに！」

　こいつらをなんとかしなきゃ、飛行船に戻ることもできないのか。

　時間はあとどれくらいあるのだろう。

『案ずるな、アヌビス』

　狛の刀が飛行船を指し示す。

『平賀の相手は、あいつがする』

　その言葉の意味がわからず、ゴーグルを嵌はめてツマミを調節すると、飛行船の客室を見た。私がそんなに重かったのか、平賀が肩を回している。

　中にいたのは、平賀だけではなかった。

　いつの間に出現したのだろう。

　軍服を着た少年――喜一郎くんが刀を抜いて立っていた。

「――!!」

　何か大声を上げて、平賀に斬りかかっている。

　それを電流の刀で受け流してる平賀。怒ど鳴なりつける喜一郎くんから、困った顔で逃げているように見える。喜一郎くんは本気で平賀を斬り殺そうとしている様子だ。

　やっぱり来てくれたんだ。さっすが。







　でも、あんなに悲しそうな喜一郎くんの顔、初めて見た。

　……何か、あったのかな。







































　戦う決心はしたけど、だからといって勝てるものじゃない。

「わーっ！」

　身をかがめた直後に、火の玉が頭上を通り過ぎていった。髪かみの毛けが焼かれる匂においがして、頭に手を当てる。やっぱり少し焦こげていた。

　その手がヒリヒリするような気がして、今度は身体を後ろに倒す。するとそこに斬ざん撃げきがやってくる。髪の何本かを持って行かれた。

『うまく避よけたな』

　そんな声が私の前から後ろへ通り抜けていく。

　振り返るとポチに乗った狛こまが大きな目で私を見ている。

「そりゃどーも……っとっとっとぉ！」

　変な体勢で狛の攻撃を避けたものだから、今度はガー助から落ちた。

　突風にあおられて私の身体が吹き飛ばされる。ほんの少しの落下で、数百メートル飛ばされた気分だ。実際には数メートルしか落ちていないのだが。

『んのバカ！』

　ガー助とはロープで物理的に繋つながっている。

　なので私が落ちると自動的にガー助も下に引っ張られる。仕方ないのでガー助は私を助けに行くしかないのだ。

　そんな私だが、数度落ちると慣れた。落ち慣れるというのだろうか、空中で身体のバランスを整えて、前ぜん傾けい姿し勢せいのような形になれるようになった。その姿勢をとった私の真下にガー助が飛んで来て、背中で受け止めてくれる。

『ひかる、いっぺん立て直すぞ』

「ん」

　空中ではガー助の指示に従うしかない。

　道具で調べて見たら、高度三千メートルらしい。もうちょっとで富士山より高い位置を飛ぶ事になる。

　下には何も見えなかった。海上なのかもしれないけど、雲が濃こくて前後すらわからない。ひょっとしたら空しかない世界にワープしてしまったのかという錯さつ覚かくに陥おちいる。

『雲の中に入るぜ』

　その声が聞こえた次には、私の身体に水滴がついた。薄い膜まくが私の周囲に現れ、水や電気を遮しや断だんしてくれる。

　事前に準備しておいて、本当に良かった。

　もしかしたら空中戦になるかも、と思って、生身でも空中戦ができる道具は全て持ってきた。本当ならこの高さで呼吸することも不可能なのだ。

　風や浸しん透とう圧あつをなくし、酸素を自動的に作り、なおかつ私の攻撃が相手に当たるように工夫しなければならなかった。これでガー助から落ちない発明をすれば完かん璧ぺきだったのに。

「やー……」

　安全が確認されると、声が漏もれた。

「強いね、やっぱり」

『ったりめーだ。ミズチの切り札なんだからよ』

「だよねー。でもさ、ちょっと気になるところが」

『あん？』

「ウィツィロポチトリって、鳥の神様だっけ？」

『俺の内部情報によると、アステカの太陽神だな。「左の蜂はち鳥どり」とか「蜂鳥の左足」とか、そんな意味だ』

「ふーん。ミズチって、蛇へび神がみ信しん仰こうじゃないんだね」

『ミズチって名前してんのにな』

　百ひやく色しきから聞いた話じゃ、レイジはもともと新しん興こう宗しゆう教きようの教祖だったらしい。そこではナントカっていう蛇の神様を信仰していたそうだ。本人もなんとなく蛇っぽい感じだったしね。それから「ミズチ」っていうのも蛇の神様だし。

『そういうモンが、たまたまできちまったのかも知れないぜ。俺たちのラーの天てん秤びんみたいによ』

「ラーの天秤……あ、そうだ」

　疑問がまた一つ生まれた。

「あいつを作ったのって、ラーの天秤が盗ぬすまれたからだよね？　てことはラーの天秤の技術を使ってるんだよね？」

『そう……なるな』

　なのにポチからは命を共有しているフシがない。

　狛を遣つかっているのは、あれはラーの天秤ではなく狛の能力のはず。

　そもそもあんなに強い石像が、誰だれかと命を共有してメリットがあるのかな。

「んー……」

　わからず、頭を抱えていると、急に視界が晴れた。

　ガー助が雲を抜けたのだ。

『げぇっ！』

　――と思ってたんだけど、違うみたい。

　目をこらすと、正面にポチと狛がいた。

　狛が納のう刀とうしている。

　ってことは、まさか狛、雲を斬ったの!?

「すごいね……なんかアラレちゃんみたいに地球でも斬れそうだね」

『冗じよう談だんに聞こえねーぞ……』

　結局、ポチの謎なぞを解いたところで勝たなければ意味がないのだ。

　考えるんだったら、弱点について考えれば良かった。

『相談は終わったか？　アヌビス』

「終わってないわよ！　もう少し待って！」

『残念だがそうはいかぬ』

　ポチのクチバシに炎が集まる。石像だから表情は変わらないのに、ニヤリと笑っているように見える。陽炎かげろうのせいだろうか。

　それに、どこかおかしいと思ったんだ。あの鳥、石像だから羽ばたいていないんだ。なんというか、反重力で浮いているような感じ。ファンタジーの生き物っぽい。

　まぁ、ガー助も人の事言えないけどね。バサバサ羽ばたくんだけど、見えざる水銀の推すい進しん力りよくでジェット噴ふん射しやすることもできるし。

『クックク……！』

　ポチの口から火の玉が三つ飛んで来た。

　私はすぐにボウガンを構え、狙ねらい撃うつ。さっき使った氷の矢はまだ残っている。一つの火の玉を撃ち落とし、もう二つはガー助が凍らせてくれた。

　よく考えたら、生物は私だけだ。最大の弱点とも言える。

「ガー助、スキ作って。お願い」

『あいよ』

　ガー助が光線でポチを攪かく乱らんする。近づくと狛に斬られるので、できる限り離れつつ、でも私のボウガンが当たるギリギリまで近づいて欲しい。

　足でガー助にしがみつく。

　急きゆう旋せん回かいで身体がナナメになるが、気にしない。ポチとすれ違う寸前、新しい矢をつがえ、撃った。

　矢はポチの頭上を僅わずかに逸それ、狛に摑つかまれた。

『ム――これは』

　狛の声に動どう揺ようが走る。ふふ、作戦成功。

　今、私が撃ったのは、ロープ付きの矢だ。そのロープはガー助の注し連め縄なわと同じ材質で出来ており、矢を通して相手に命のやりとりを迫る事ができるのだ。

　つまり、この矢は――

「いただきっ！」

『しまった！』

　狛が矢を投げ捨てようとするが、もう遅い。

　私もロープを摑み、全力で命を吸った。

　流れこんでくる命。たとえるなら、からっぽの水みず瓶がめに水を満たしていくような感覚。

『ぐ……！』

　矢を投げ捨てた狛。人形なので表情の変化はないが、確実に消しよう耗もうしているはず。

　対して私は体力満タン、お肌ツヤツヤ、瞳もギラギラ。今ならなんでもできる気がするよ。もうちょっと近づけば、空を飛ぶポチも素す手でで摑めそうな勢い。

　だけどそのポチは含み笑いを止めない。

『腹は膨ふくれたか、アヌビス』

「……なによ」

『貴様がいくら吸おうが、我々の命は尽きぬぞ』

「え？」

『考えてもみろ。石像や人形に寿じゆ命みようがあると思うか？　半永久的に動く我々は、無む尽じん蔵ぞうに命を使えるというわけだ』

　なんだそのインチキ。

　それにどうして命が無限だってわかるんだ。

『今、狛も確信した。一瞬だけ体内の何かが吸われた気がしたが、すぐに元通りになる。人形にも命はあるが、その減り方は動物のそれとは異なる』

『つまりアレか？　オメーらに勝つには、物理的にブッ壊さないとダメってことか？』

　ガー助の言葉に、狛がうなずく。

　そういえば狛はこれまでに何度もブッ壊されているんだっけ。それなのに復活しているということは、彼女の中の命が燃え尽きていないということ。

　ガー助も同じだ。羽根をもがれようが、身体を貫つらぬかれようが、生きている。心臓がないし、脳に近い部分もない。

　どうすれば倒せるんだ、こんなの。

『逆に貴様らを倒すには、東ひがし宮みやひかるを殺せば良いだけだな』

「うっ……」

　やっぱり私が弱点なのか。

『我々の勝ちだな』

　ポチの言葉に、私も同意せざるを得ない。

　そうなると、私たちの負けだ。

　でも私はその気になれば、ポチや狛から命を吸う手段を持っている。今だって元気全快だ。そう簡単に倒れるつもりはない。勝つのは難むずかしいけど、そう簡単に負けもしない。

『仕事は完かん遂すいする。それが朕ちんの使命』

　ポチが火の玉を放はなった。ガー助が避けつつ光線を撃ち、私はボウガンで援えん護ご。時々ポチが接近してきて狛が斬りつけてくる。

　それの繰り返しで時間が過ぎていく。

　これじゃいずれ私たちが消耗して負ける。ボウガンの矢だって限りがあるんだ。

　グズグズしてたら爆弾だって爆発しちゃう。

　どうにかして、打開しなきゃ。

　私が考えるまで、なんとか持ちこたえてよ、ガー助。

『ひかる！　どうでもいいけど、お前一キロくらい太ったろ!?　さっきから微び妙みように動きにくいぜ！』

「うるさいっ！」

　頼れる相あい棒ぼうの頭を、私はゲンコツでひっぱたく。
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　鋼鉄の剣つるぎを弾はじく、電撃の拳こぶし。

「うぉぉぉぉっ！」

　振り下ろされた喜き一いち郎ろうの刀の腹を、拳で押す感じで避ける平ひら賀が。刀を振り下ろしたスキを逃さず、もう片手で喜一郎の腹に触れる。

　数万ボルトの電流が喜一郎の身体を伝い、服ごと焦がす。

「おおぉぉぉおおおおおおおお！」

　電気が身体に流れるのを無視して、喜一郎は平賀を摑んだ。

　そしてそのまま刀を持つ手で殴りつける。

「ぐっ！」

　倒れた平賀を軍ぐん靴かで踏ふみつけようとする喜一郎。平賀が転がって、蹴けりを避ける。起きあがるタイミングが摑めず、転がり続ける平賀。

　その身体が、急に跳はね上あがった。

　バネでも仕込まれているのか、床に寝ている体勢の平賀がいきなり直立の姿勢になったのだ。電撃で身体の筋肉を刺激し、痙けい攣れんの応用で立ち上がったのである。

「おおおおおおぉぉぉおっ！」

　立ち上がる平賀に驚おどろかず、喜一郎は刀を横に薙ないだ。

　刀は平賀の差し出した手に摑まれ、動かない。

「喜一郎さんらしくないですね。もっとクレバーなあなたを見せてくださいよ」

「ほざけ！」

　左手を軍服の中に入れ、取り出した。

　その手に数本の苦く無ないが。それに気づいた平賀は避けようともせず、片方の手を喜一郎の肩に伸ばす。電撃が喜一郎の肩から手に伝わり、苦無を全て落としてしまった。平賀の電流は他人の筋肉を動かす事もできるようだ。

「よっと」

　苦無を拾う平賀。

　喜一郎が取り返そうとするが、平賀が投げる方が早かった。

　拳が届く至し近きん距きよ離りで投とう擲てきされるが、喜一郎もひるまずに身体で全て受け止めた。不死の身体なら、いくら刺さっても平気だ。

　むしろ苦無を回収できるチャンスと考える。

「……痛くないんですか」

　呆あきれた声で距離を離す平賀に、

「――痛いさ」

　喜一郎は冷たい目で答えた。

　大きく深呼吸をし、また刀を構える喜一郎。

「以前のお前は、こんなに強くなかった。エレキテルの応用で、電気を使った道具を開発するだけの、弱い古こ科か学がく者しやだったはずだ」

　昔の平賀をよく知っている喜一郎から見て、彼の身体はおかしい。明らかにパワーアップしている。それも鍛きたえたとかそういうレベルではない。

　ガー助のように、人間を越えた強さになっている。

　脅きよう威いと感じる前に、不ぶ気き味みだ。

「ええ。最近になって、ちょっと色々ありまして」

「……何をどうすれば、そうなる」

　身体に電流を流して筋肉を動かすあの技。一歩間ま違ちがえば死に至る。それなのに平然としているのは、よほど訓練したのか、それとも死を畏おそれていないのか。

　死という単語で、喜一郎はひかるの事を思い出した。彼女も死を畏れていない。

「ラーの天秤、か――」

　平賀は答えない。

　だが喜一郎には確信があった。

「外で戦っている、あの鳥。それと繋がっているな？」

「……ええ、その通りです」

「なにを考えているんだ！」

　怒ど鳴なりつけた。怒りにまかせて叫んだのではない。

　喜一郎の中には、二つの感情が渦巻いている。平賀に対する憎しみと、心配。

「わかっているのか!?　命を共有するというのは、相手の命と自分の命を同時に危険に晒さらすという事なんだ！　いくらあの鳥から命をもらおうが、ひかるたちが勝てばお前も死んでしまうんだ！」

「死にませんよ、アレは強いですから」

　平賀は両手を下げ、手を握る。指から小さく放電し、床に火花が散った。

　火花から視線を移すと、平賀は窓の外を見ていた。

「ウィツィロポチトリと言います。レイジさんが作った自動石像です」

「ガーゴイルに対抗するためか……」

「それもあるんですが、どうやら最強の存在を作ろうとすると、どうしても石に行き着くらしいです。レイジさんが言っていたのですが、賢けん者じやの石に近ければ近いほどパワーを発はつ揮きしやすいんだとか」

　彼らが言うガーゴイル――ガー助とは違う、オリジナルの石像だ――は賢者の石のレプリカで作られている。

　そもそもの元となった賢者の石は、錬れん金きん術じゆつの最さい秘ひ奥おうとして知られており、もちろんミズチも行方ゆくえを追っているだろう。それを使った石像なら、間違いなく最強なのだが……ウィツィロポチトリも違うようだ。

「その鳥は、何で出来ている？」

「レイジさんが精せい製せいしたオリジナルの金属だそうです。なんでも神話に出てくる神様が持っていた槍やりの金属だとか。そんな金属、日本にもありましたっけ」

「…………」

　金属製の命。

　強いだろう。そして丈じよう夫ぶだろう。だけど喜一郎には、良いイメージが湧わかない。命とは心臓の鼓こ動どうであり、鉄の心臓からは冷たい音しか聞こえないような気がするのだ。

　東宮ひかるの命も、似たようなものだ。もっとも同じ金属でも、あっちは製鉄のように煮にえたぎった金属ではある。

　学問とは、こんなにも進んでいるのか。

　文字通り命を左右できるほどに。

「……お前の父の研究を見た。あの格かく納のう庫こにも行った」

　喜一郎は刀を収めた。

　今は戦わない。どうしても聞きたい事がある。

「見ましたか、あれ」

「正直に言ってくれ。あの飛行機――あれは、誰が作った？」

「そうですね……もうあなたに噓うそをついても仕方ないでしょう。あれは私の父が作ったものです」

　命と引き換えに大爆発を起こす兵器。喜一郎が錬金術を憎むきっかけとなった兵器であり、平賀と共に古科学の道を歩む第一歩となった事件だ。

「錬金術じゃ……なかったのか」

「いえ、あれは錬金術です。喜一郎さんも見たんでしょ？　父の話では、けっこう簡単に見る事ができたそうです」

「だが、父や母が書いた昔の設計図は、戦時中に燃えてしまったと聞くぞ」

「そう、燃えてしまいました。父の話だと、あなたのお母様が悪人の手に渡らないよう、燃やしてしまったそうです。そう父に頼んだとか」

「そういうことか……」

　燃やす際に、平賀の父が盗ぬすみ見みたのだ。

　記憶の中の設計図を頼りに、あの兵器を復活させたのだ。なんという記憶力。そしてなんというセキュリティの甘さ。母が警けい戒かいした悪人は一番近くにいたという話か。

「だが平賀さんがどうして？　あの人は立りつ派ぱな古科学者だった。理想も高かった。人の技術を盗まなくても、あの人だったら素す晴ばらしい発明ができたはず」

「そうですね。私もそう思います」

　平賀は父を肯こう定ていする言葉を言いながらも、悲しそうな顔をしている。

「もうあなたもご存じなのでしょうが、父は日本軍の兵器開発を担当していました。父の才覚があれば、数年もしないうちにアメリカを倒せる兵器を作っていたでしょう。ですが、数年では遅すぎた。必要とされていたのは、即座にアメリカを倒せる兵器。そしてそれを高たか原はらさんは持っていた――」

「戦争が悪い、と言いたいのか」

「あなたのお父上も同罪ですよ」

「なんだと……!?」

「当時は戦争中ですし、発明家が兵器のアイデアを思いつくのは至し極ごく当然だと思います。問題はそれを作るか作らないか。使うか使わないか、です」

「父さんはそんなもの作らなかった！」

「ええ、作りませんでした。でも、残しましたよね？」

「っ、それは……」

「本当に作ってはいけない兵器だと思うのなら、設計図を即そく座ざに処分するはずだ。それなのにあなたのお父上は倉の中に残していた。いつか使うためじゃなかったんですか？」

「そんなことはない！」

　刀を抜き、斬りかかった。

　自分の妄もう想そうと、平賀の言葉を切り裂くように、乱暴に刀を振る。しかし心の乱れた喜一郎の刀が平賀に当たるはずもなく、風を切る音が空むなしく響くだけだった。

「喜一郎さん。あなたを六十年もの間、騙だまし続けていたことは謝しや罪ざいします。いや、いくら謝あやまっても許される事ではない」

　刀を避けた平賀は、その場にしゃがみこみ、床に両手をついた。

　土ど下げ座ざする平賀を見て、喜一郎の刀も止まる。

「父は錬金術に対する恨うらみや嫉しつ妬とから、あなたを古科学者にしようと思いました。ですが錬金術には、確かにそういう後ろ暗い技術があった事も知って欲しい」

「……わかってるさ。もともと錬金術は毒薬を作る技術だ」

　平賀を斬り、地じ獄ごくまで追いかけて彼の父を斬ったところで、これまでの時間が元通りになることもない。私し怨えんと言ってしまえばそれまでだ。

　それでも喜一郎は、平賀を斬らなくてはならない。

　ミズチの爆弾を止めるため。

　そして、過去と決別するため。

「立て平賀。正々堂々と戦って、お前を斬る」
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「やっぱさ、みんな真ま面じ目めすぎると思うんだよね」

「そうかしら？」

「そうだよ。もっと普通に研究して、細々とできる範はん囲いで披ひ露ろうしてさ、身みの丈たけにあった地位で満足すればいいんだよ。なのにみんな研究資金やらドデカイ地位とか欲しがっちゃってさ。なんでだろ」

　ぼやくカンジに、同行していたお七しちはこう教えた。

「器用だったら古科学者なんてやってないわよ。みんな昔から、それこそ古科学なんてものが生まれるずっと昔から、不器用だったの」

「そっか。不器用だから、裏の学問なんだ」

「そうそう。世渡りが上う手まい人が一人でもいたなら、古科学はもっと世間に認められて、今頃は錬金術と一緒にメジャーな学問になっていたでしょうね」

「平賀さんも世渡りヘタなの？」

「あの人は……そうねぇ。生き方がヘタなのかしらね。ああ見えて芯しんの部分はとってもまっすぐだからね」

「そっか。そんなモンか」

　カンジは缶ジュースを一気に飲み干すと、ベンチから立ち上がり、そばにあったゴミ箱に捨てた。ビクビクと周囲を警けい戒かいしながら戻ってくる。誰か来ないか心配なのだ。怪あやしまれるといけないので、今は仮面も取っている。それでもブカブカのコートを着た女の子は人目を引きやすいが。

　ここはとある県の遊園地。行こう楽らくシーズンになると必ず紹介されるほど有名な場所だが、平日の昼間ということもあり、それほど客はいなかった。

　なぜ遊園地に来ているのか。当然、ミズチの野望を阻そ止しするためである。

　ミズチが仕掛けた爆弾は、一カ所ではない。日本の各地に散らばっているのだ。そして解除方法をつきとめた結果、こうして手の空いているカンジとお七が日本中を回ることになった。

　爆弾は今、カンジたちが座っているベンチの真下にある。

　遊園地のロゴが入った小さな紙袋だ。試しに中を覗のぞいてみると、小型の箱があった。ファンシーにラッピングされた木の箱なので、不ふ審しん物ぶつには見えない。というかここの土産みやげ物屋で売っているクッキーの箱だ。

　お客の忘れ物ではない。お七が即席で作った探知機にしっかりと反応している。

「こんな小さくても、爆弾なんだねー」

　あまり危機感を感じていない口調のカンジ。

「まぁ火でも電気でも爆発しないから、普通の火薬より安全ね」

「うん。使用者の命が起き爆ばく剤ざいだからね。ボクたちが何をやっても爆発しない――けど、あの人が何かしたら別だよね」

　カンジたちの目の前には、通路を挟んでベンチがある。カンジたちの知らない間に、そのベンチに一人の男が座っていた。カンジと一緒で、フード付きのコートを着ており、顔がわからない。

　と、その男が動いた。

　立ち上がり、まっすぐこちらに近づいてくる。

　カンジたちも立ち上がり、臨りん戦せん態たい勢せいに移ろうとした時、

「ひょっとして、カンジか？」

「え？」

　声に聞き覚えがあった。

　その男はフードを取ると、人ひと懐なつっこい笑みを見せる。老人だというのに、子供のように若々しい表情だった。

「あ――青あお江えさん!?」

「なんだお七さんも一緒か!?　いやー仮面つけてないから、誰だかわからなかったぞ。来てるなら言えよオイ！」

　心から嬉うれしそうにカンジの肩を叩たたく青江。

　彼は失しつ踪そうしたはずだった。喜一郎に斬られて瀕ひん死しの重傷を負ったのだが、どこかに消えていた。死んでいるのかと心配したが、目の前にいる彼はゾンビでもなければ偽にせ物ものでもない。

「青江さん……今まで、何を」

　カンジが尋たずねようとした時、

「違うわカンジちゃん。今、ここで何をやっているのか、でしょ？」

　お七が前に出た。

　その手には花が握られている。白い百ゆ合りの花だ。

　彼女は青江に対する警戒を解いていない。

「ん、いや、大したことじゃねーんだ。その紙袋を時間まで守ってくれって言われててな。仕事だからしょーがないわな」

「そっか……」

　生きていた事は嬉しかったが、やはり敵だ。

　カンジも折紙を取り出す。どんな形にでも五秒以内に折れるように、指を鳴らす。

「やっぱり、ボクたちがそれを止めるって言ったら、戦う？」

「うん……悪いが、そうさせてもらうわ」

　青江は頭を掻かいて笑った。

「俺はよ、やっぱりミズチの考えが理解できるんだわ。洗脳されたりもしたけど、平賀の言ってることも一理あると思ってる。もうちょっと古科学者が楽になれたらいいなぁ、ってよ」

「そんなことしなくてもいいじゃない。他にも方法はいっぱいあるって！」

「んー、ほら、俺ぁもうジジイだからよ。お前さんみたいに頭柔らかくないんだ」

「だったら、ボクと喜一郎で考えるよ」

「そだな。俺を止める事ができたら、考えてやるよ」

　青江の笑顔は、どこまでも純粋だった。

　カンジも一対一で戦うのは久しぶりだし、もともと自分がそれほど強くない事も知っている。

　だけど、この男は今ここで止めた方がいいと思った。絶対に幸せになって欲しい人だから、カンジも本気を出して戦うことを決める。

「青江さん。この箱、なんだか知ってる？」

「いや、全然」

　彼の口調からすると、本気のようだった。

「この箱はね、爆弾なんだよ。使用者の命と引き換えに、大爆発――もしくはそれに近い被害を巻き起こすんだって」

「なんだって!?　そりゃ物ぶつ騒そうだな！」

　これも本気で驚いている。

　もしかして知らせてないのか？

「爆弾守るなんて聞いてねーぞ！　俺はただ、取引材料を守れとしか言われて――お、おお？　なんだ？」

　突然、青江の動きがおかしくなった。

　コートの中からナイフを取りだし、カンジたちに向けている。

「なんだこれ？　うお、ナイフが勝手に！」

　青江がナイフを突きだした。いや、ナイフに手が引っ張られているような動きだ。即座にそれを紙の盾たてで防ぐカンジ。名刺ほどの小さな盾だが、銃じゆう弾だんでも跳ね返せる硬度を持つ。

　すぐにお七が援護した。投げられた百合の花は紐ひも状じようの炎となり、青江の手にまとわりついた。

「おおおっ!?　あち、あちぃっ！」

　青江のナイフがまた動き、炎の花の茎くきの部分を切きり裂さいた。同時にもう片方の手で燃えた腕を叩く。青江は熱がっていたが、手は止まらないようだ。

「ちょ、ちょっと止めて――おおおっ、なんだこれ、止まらない！」

「青江さん！」

　ナイフが踊おどるように動き出した。お七を狙ったナイフを、今度はカンジが紙飛行機で狙う。正確に手に刺さった紙飛行機を握りつぶす青江。本人は痛がっているが、やはり手からナイフが外れない。

「催さい眠みん術じゆつかしら」

　そんな青江を見て、お七が分ぶん析せきした。

「催眠術だって!?」

　またしても驚く青江。

「あ、そういや仕事の前に催眠術師とかいうヤツに会ったな。俺、難しいことは良くわからねーって言ったら、催眠術にかかれば仕事覚えなくても勝手にやってくれるって言うからよー」

「なんでそんな簡単に騙されるんだよ青江さんはっ！」

　本当に古科学者は不器用揃ぞろいだ。でも青江さんらしい。

　しかし喜んでいるヒマはない。

　カンジたちが爆弾の事を教えた途と端たんに襲おそいかかったということは、それが攻撃命令のトリガーなのだろう。迂う闊かつに手を出すと、起爆のトリガーまで引きかねない。

　起爆剤は、使用者の命。おそらく青江の命と引き換えなのだろう。

　本人がどこかに隠したであろうスイッチを押せば、いつでも発動できる仕組みらしい。そのことも尋ねたいが、その瞬間にトリガーが発動してしまう可能性もある。

　最も安全な方法は、青江を動けなくすること。

「無理に決まってるじゃん……」

　溜ため息いきをつくカンジ。

　もともと喜一郎が全力で戦って、ようやく勝てた相手なのだ。お七がいるとはいえ、正攻法ではどう頑がん張ばっても勝てそうにない。

　でも、何もしないのはもっとイヤだ。

「いくよ青江さん――！」

「あ、ちょっと待ってカンジちゃん」

「え、えぇ……？」

　せっかく戦う意志を見せたのに、お七が前に出たせいで攻撃の行き場を失うカンジ。格かつ好こう良よく構えた折おり鶴づるも台無しである。

「青江さん。ちょっとこっち」

　彼女の手には、別の花が握られていた。これは芥け子しの花だ。

「ん？」

「アタシを見ないで。この花を見て」

「おお、芥子の花か。相変わらずお七さんの花は綺き麗れいだな」

「そうでしょう？　このおしべのあたりをよーく見て？」

　カンジも見てみたが、すでに花は炎に変わっている。

　芥子の花びらの部分が、陽炎でユラユラとぶれていた。

　その炎を見ていると、なんだか頭がボーッとしてきて――

「まさか、お七さんってば」

　ようやく気づいて、目を伏せるカンジ。

　このまま見続けたら、カンジも催眠術にかかってしまう。

「そうそう。この花、綺麗でしょう？」

「花……綺麗……花……」

　すでに青江の目はぼんやりしていた。なんて暗示にかかりやすい人なんだろう。

「さ、ベンチに座りましょ」

「座る……」

　お七に促うながされるまま、ベンチに座る青江。カタン、と音がしたと思ったら、ナイフが地面に落ちていた。他の客に見つかる前に、すかさずカンジが回収する。

　子供のようにベンチに座った青江に対し、お七は優しく問いかけた。

「青江さん。この箱の正体を知っているかしら？」

「知らない……」

「何かスイッチのような物を渡されなかった？」

「渡された……」

「どこかしら？」

「右のポケットの中……」

　言われた通りにカンジが探ると、青江のズボンの右ポケットにリモコンのような道具が入っていた。スイッチがひとつだけの、簡単な道具だ。

「それと同時に、身体に何かされなかった？」

「された……心臓に何か入れられた……」

「まぁまぁ、それは大変ね。取り除いちゃいましょう」

「わかった」

　頷くと、なんと青江はナイフを自分の心臓に突き立てたではないか。

「えええ!?　ちょっと青江さん!?」

　カンジが目で追えない速度で、ナイフが抜かれる。

　鮮せん血けつが吹きこぼれ――る前に、お七が炎の花を胸の傷口に投げつけた。傷口から炎が入りこみ、中でジュウと音を立てている。

「お七さん、なに、これ!?」

「大丈夫よ。彼の技術はアタシがよく知ってる。見てごらんなさい」

　青江のナイフには、ハエほどの大きさの機械がくっついていた。ナイフの先端に刺さっており、すでに機能を停止している。

「あ、消えた」

　探知機が反応しなくなった。つまり箱の中身が停止したことになる。これはお七が調べたやり方そのままだ。つまり成功したのである。

「お七さん、今、何したの？」

「傷口を焼いて塞ふさいだの。傷になる前にね。青江さんの剣は上手だから、私の炎でもそういう真ま似ねができるのよ」

「ボクには理解できないよ……」

　どっちも達人レベルの技だ。

「それに、今の催眠術は？」

「これ？　レイジさんが使ってるの見てて、やり方を教わったの。アタシ面おも白しろいもの大好きだから、ついつい熱中しちゃったの。実際に試したのは、今日が初めて」

「はー……」

　ひょっとしたら、この老ろう婆ばこそがミズチ一の天才なのではなかろうか。

　あとは気を失っている青江の催眠を解くだけだ。お七なら簡単にやってのけるだろう。そうしたら青江も説得して、仲間につけてしまおう。

　箱を止めるプロセスは、ふたつ。起爆スイッチの奪だつ取しゆと、使用者と箱をつなぐ機械の奪取。

　起爆スイッチはまだいい。催眠術が使えるお七がいなくても、二人がかりで使用者を拘こう束そくして奪えばいいだけの話だ。

　しかし使用者と箱を繋ぐ装そう置ちは、青江の例から見るに、全員同じ箇か所しよにつけられていそうだ。青江と一番最初に戦ってラッキーだったのかもしれない。

　次から青江にも働いてもらおう。彼の刀とお七の炎で、傷つけずに心臓から機械を抜き取ってもらうのだ。いっそ医者になれるんじゃないか。

「そしたらボク、何すればいいんだろう……」

　考えこむカンジに、お七は言う。

「箱を回収して、分解して頂ちよう戴だい。アタシは機械苦手だから」

「そっか。わかったよ」

　言うが早いか、カンジはベンチの下の紙袋を手に取り、中の箱を分解し始めた。折紙で作ったドライバーでも、けっこう分解できるものである。

　起爆しない上に火薬の入っていない爆弾など、ただの玩具おもちやだ。
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　冷静に考えて――いや、焦あせりながら考えても結論は一つ。

　空中戦の場合、私がどうしても足手まといになる。

　少なくともガー助の背中にひとり分の重量がのしかかっているわけで、速度が絶対に落ちる。加えて敵は不死身の石像と人形なのに対して、私はアッサリ死ぬ人間だ。それをかばいながら戦うのは、ガー助でも厳きびしい。

　だから私は一刻も早くガー助から離れたい。だけど高度三千メートルの上空で、どこに行けばいいというのか。

　探しに探して、ようやく足場をみつけた。

「お、おぉ……なんとか、立てる」

　飛行船から追い出された私たち。船内では平賀と喜一郎くんが真剣勝負の真っ最中。そこに逃げては彼らの邪じや魔まをする。

　だから船の上部、風船部分に降り立った。

　ヘリウムガスで浮いているのだとしたら、私ひとりの重量でもかなり負担になってしまう。だけどこの飛行船は古科学で作られたもの。幸さいわいな事に乗っても平気なようだ。

「んっ」

　戦闘用の自じ動どう靴ぐつのスイッチをいれて、足場を固定。磁じ石しやくで出来ているわけじゃないけど、少し足が重くなった気がする。足と風船が引かれ合うようになるのだ。

『それでどうする。朕を倒せると思うのか？』

「さぁね。でも勝てる確率は上がったんじゃない？」

『ゼロに何をかけてもゼロだ。そのことがわからぬか』

　私の頭上で、ポチが楽しそうに旋せん回かいしている。

　いつでも私のことを狙えると言いたいようだ。そしてそれは正しいのだろう。

　最初に会った時から、この鳥、どうも本気を出していないように見える。だって狛を遣えばあれだけ強くできる存在なのに、足手まといを連れたガー助と互ご角かくに戦ってるんだもん。

　遊んでいるのだ。私たちで。

「わからないわね。アンタ、どれくらい強いの？」

『強さを知りたいのか？　尺しやく度どは？』

「尺度？」

　ああそうか。あの鳥、そこまで自信があるのか。

「つまり、力でも頭脳でもその他なんでも、どのジャンルにおいても私たちに勝てるって言いたいわけ？」

『然しかり。そのように朕は作られた』

　ムカツク。

「じゃあさ、一日百円で過ごせる？」

『当然だ。朕が貴様と同じ体型の人間、今現在の日本の物価で生活すると仮定して、朝は米と菜っ葉と味み噌そ汁しる。昼食は菜っ葉の残りと醬しよう油ゆをパスタに絡からめ、夕食はもやしを炒いためたものを朝の味噌汁と一緒に食べれば良い。現在の問屋かディスカウントストアならば、米もパスタも安く大量に手に入るし、店と時間を選べばもやしが十円で買える』

「……完璧だわ」

　本当にムカツク。

　なにからなにまでできるように作られているのね。

　しかも貧びん乏ぼう生せい活かつテクでまで負けるとは。すごい絶望感が襲った。

『だが、そのような暮らしは今日で終わりだ、東宮ひかる。なぜなら貴様らはここで死ぬ。もう飢うえに苦しむ事はない』

「ふん――」

　お決まりの文もん句く。

　そうしてポチは、私からクチバシをそむけた。石像だから身体全体で向きを変えているのだが、私に向けられていた身体が太陽の方を向いたのだ。

『このような尺度もある』

　ポチのクチバシに火の玉が宿る。

　火は赤くなり、次いで青くなり、最後に見えなくなった。

　酸素が多いほど炎は青くなる。また、酸素以外の物質を燃やせば色も変化する。無色の炎となると、何を燃やしているのだろう。

　その炎が、太陽に向かって放たれた。

　その行方を目で追うと、雲に穴が空いていた。肉眼で確認できるほど大きな穴――百メートル以上はある。火の玉の勢いと大きさを考えると、とてつもない衝しよう撃げきだ。穴を空けられた全ての雲は衝撃で消し飛び、一気に空が晴れた。

　見えない火の玉は、どこまで飛んでいったのだろう。成せい層そう圏けんくらい余裕で越えそうだ。

　そんなものを地球上のどこで使えばいいというのだ。

「無む駄だな力ね」

『朕もそう思う』

　素直な感想を述べると、ポチも同意してくれた。

『この力で世界を滅ほろぼすこともできよう。だがそれでは意味がない。朕はこの世界に何の恨みもない』

「私ひとり殺すのにも使えないわよね」

『暴力という尺度で見せただけだ。貴様を殺すのには、暴力すら必要ない。軽く撫なでるだけで充分だ』

「へぇ」

　強がってみたものの、

『このようにな』

　一瞬で私の背後にポチがワープした時は、さすがに心臓が飛び出るかと思った。

「わぁああっ！」

　慌あわてて振り向き、ボウガンを撃つ。当然のごとく矢は外れ、あさっての方向に飛んでいく。風船に穴空けないといいけど。

　ポチは背後にいなかった。

『どうしたアヌビス。片割れの鳥は呼ばぬのか？』

　振り向いた私の後ろにポチが出現する。

「それどころじゃないのよっ！」

　ボウガンを捨て、腰のベルトを引っ張り出す。いつもの電でん磁じムチを改造したもので、相手に当たれば命のやりとりができる。ラーの天秤用のムチだ。

　私が放ったムチを、ポチは避けなかった。

　ポチの翼にムチが巻きつき、すかさず命を吸う私。

『そうだ、もっと吸え』

「……え？」

『吸える限界まで命を吸え。その状態ならば、朕と戦えるだろう』

　ハンデをくれるってことか。

　その余裕、あとで後悔することになるわよ。







　チクショウ、普通逆だろうが！

　空を飛べる俺と、あの鳥野郎が対決するのが定じよう石せきだろ！　なんでこの人形は俺の事追ってくるんだよ!?

『逃げるか、ガー助！』

　飛行船の風船に乗ってるのはひかるだけじゃねぇ。狛もしっかり乗ってやがる。あんなに刀をブンブン振り回して、穴開けたら承知しねーぞ。

『誰が逃げるかよっ！』

　下の狛に向かって光線を撃ちたいんだが、そうすると船に穴を開ける。だから俺も低空飛行して、狛と同じ高さから光線を撃つ。

『効きかぬ！』

　亜光速に近いはずの光線を、簡単にぶった斬り、似たような速度で俺に肉薄する狛。もうカンだけでクチバシを振り、狛の刀に当てる。

　火花が散り、俺と狛の身体は吹き飛ばされる。

『……弱いな』

　空中回転し、体たい操そうのように着地する狛。ワイヤーが仕込まれた手を発射し、風船を摑んでいる。

『オメーが強いんだよ！』

『同じことだ。狛は喜んでいる。自分ではどうにもならぬこの強さ。だからこそ、強い遣い手と巡めぐり会あえたことが嬉しい』

　無表情に語る狛。

　その気持ち、わからないでもない。俺だって自分の強さはひかる次し第だいだ。命を吸えるのはひかるだけだからな。あいつが吸った命の量と、あいつがもともと持っている命の量で、俺の強さが決まる。

　今の俺は――けっこう命に満ちあふれてるんだけどな。

　それでも狛に勝てる気がしねぇ。

『ガー助よ。お前はミズチを止めるために戦っているのだな？』

『……？　なんだいきなり』

『狛はもう、ミズチの行く末などどうでも良い。狛を制作した近ちか松まつも、もう隠いん居きよすると言い残してミズチを去った。ただ一つ、狛が成なし遂とげたい仕事はガー助、お前だ』

『そうかい。んじゃ、もし俺を倒したら、そん時はどーすんだ？』

『その時考える。狛は今、その時間を楽しみにしている』

　狛が剣を構えた。

　構えたという言い方は正確じゃねえ。片手に持ったまま、ダラリとぶら下げている。だけど俺にはわかる。あの体勢から俺を斬るまで一秒もかからねぇ。

『俺はな、ポンコツ。お前のこと別にキライなわけじゃねーんだ。悪人でもないしな。仲良くやれると思ってるんだぜ？』

『狛はガー助に恋をしている。お前の事を考えるのも、とても楽しい時間だ』

　狛の剣が僅かに震えた。

　俺のクチバシに炎が宿る。

『前に言った事をもう一度言うぞ。ガー助、狛のモノになれ』

『へっ……俺に勝ったら、考えてやるよ！』

　狛が消え、俺のクチバシが弾けた。目の前に出現した狛の刀を、俺は光線を吐はいて逆噴射の要よう領りようで逃げる。ゼロ距離で撃った光線を狛は斬り飛ばし、もう一歩の踏みこみで俺の翼を斬りつける。

『効くかよぉっ！』

　翼を振り、狛の剣を受け止めた。

『！』

　必殺のつもりだろうが、そうはいかねぇ。

　さすがひかるの作った新しん素そ材ざい。気合を入れればどんなことでもできるな。俺の翼がさらに硬くなって、刀を受け止めた。普段だったら真っ二つだぜ。

　だけどしんどい。力を入れるたびに、命が抜けていく。

『離れ……ろっ!!』

　もう片方の翼で狛をひっぱたいた。

　漲みなぎる力を見えざる水銀に宿し、翼を光らせる。ほとばしる命の奔ほん流りゆうを止めるつもりもなく、倒れこむ狛に向かって突撃した。

『させるか！　狛が勝つ!!』

　狛も刀を構え、俺を斬ろうとする。

　あの鳥野郎に遣われたせいだろうか。狛の刀に火が点ともった。

『うおおおおぉおおおおっ！』

『くたばれぇええええっ！』

　俺のクチバシと狛の刀がぶつかり、離れ、またぶつかる。

　狛に風穴を開けようとする俺と、俺を分解しようとする狛。クチバシと剣の応おう酬しゆうが続いているうちに、なんだか楽しくなってきた。

『ハ、ハハ』

『フフフフ、フフ』

　笑いがこみ上げる。

　楽しい。まるで最高のセッションみたいだ。一流が集まって何かを成し遂げる感動って、こういう事を言うんじゃねーのか。

『ウハ、ハハハハ、ワハハハハハハ!!』

『ハハハ、ハハハハハハハハ!!』

　笑いながら斬り合い、突き刺し合う俺たち。

　白状するが、今、この瞬間、俺はミズチのことなどどうでもよくなっていた。

　ひかるの叫び声で、すぐに我に返ったけどな。







　命がどんどんなくなっていく。

　ガー助が無駄遣いするからだ。湯水のように吸われている私の命だが、まだたっぷり残っている。その気になったら素手でポチを捕まえて命を吸い取ってやる。

「んの……！」

　私はというと、飛来するポチの攻撃を防ぐので精一杯。

　すでにボウガンは捨て、命を吸えるムチも燃やされた。

　残っているのはわずかな道具と、体力満タンの私ひとり。

『クックック……東宮ひかる。貴様は強い。そして賢かしこい。おそらく相手が朕でなければ、大抵の困難は乗り越えられるだろう』

　太陽に隠れるポチ。よほど太陽をバックにするのが好きらしい。

　さっきから、ずっと遊ばれている。ガー助の方から笑い声が聞こえてくるのが、すごく腹立たしい。あいつ狛と何して遊んでるんだ。こっちは今にも殺されそうなんだぞ。

「あんた……私と遊んで、何がしたいわけ？」

『決まっている。遊びそのものだ』

　これまたストレートな答え。

『時じ間かん稼かせぎをすれば良いと言われている。だから貴様をすぐに殺さなくても良い。むしろ遊んで遊んで、日が暮れるまで戯たわむれるのがミズチの狙いだろう？　ならば玩具をどう扱おうが朕の自由だ』

「……それがあんたの望み？　命令されて嬉しいの？」

『はて。ミズチという組織に上下関係は存在せぬ。個人的な優劣はあれど、朕に上の立場から命令できる者はいない。だから朕も自由にやっている』

　つまり自分で考えた上での行動でもあるってことか。

　でも私が聞きたいのは、そういう事ではない。

「私を殺したら、その次はどーすんの？」

『その時は、ミズチの悲願が叶かない、それなりの地位を得る。朕はそうなったミズチを利用させてもらう』

「具体的に、どーすんのよ」

『朕には力がある。世界を滅ぼせる力が。だがそれでは意味がない。さっきも話したな。では世界を滅ぼさず、かつ朕が遊ぶためにはどうすれば良いか。簡単な話だ。世界を朕の物にしてしまえばよい』

「ってアンタ……」

　なんと大それた願い。

　二十一世紀の世の中で、世界征服を企たくらむヤツがいたなんて。

『滅ぼすだけでは駄だ目めだ。この世で最も栄える人間を支配し、次いで他の動物、植物を支配する。やがて大地をも支配し、星をも支配する』

「んなことできるわけないでしょ……」

『朕ならばできる。生と死を越えた存在である朕ならば。それが世界を救う、ということなのだろう？　どんなに救えぬ存在でも、朕が救ってやろう』

　突然、ポチが私の目の前に出現した。瞬間移動もできるのか。

　そしてポチを見た私の身体が、急に動かなくなった。

「あれ……」

『アヌビスよ。貴様は命が吸えると豪ごう語ごしていたが、そんなものは朕にとって何の役にも立たぬ。今、貴様に何ができる？』

　何もできない。

　手足はおろか、舌すら動かない。例えばガー助の見えざる水銀の力を応用すれば、物体を触れずに動かせる念動力くらいはできるけど、こんなに強い力は聞いたことがない。

『筋肉を止めた。内臓は動いている。朕がその気になれば、器官を一つ一つ止めても良いのだぞ』

「…………！」

　錬金術でも古科学でもそんな真似できないだろう。

　そこまで行けば、もはや魔法だ。

『ほれ』

「!!」

　左胸が痛んだ。それもただの痛みじゃない。針金をゆっくりと差しこまれているような、激しい痛みが連続して起こっている。

　痛い。けど胸を押さえて倒れる事もできない。叫ぶこともできない。

『言ったであろう。貴様は朕の玩具だと』

「っ!!」

『人を殺すことなど造ぞう作さもない。今、この周囲にいる全ての鳥や魚の心臓を止めることも可能だ。それが朕なのだ。この世の全ての英知を合わせた存在が朕なのだ』

　なんて自信。だけど、反論する事も軽けい蔑べつする事も今の私には不可能だ。

　動きを止められるのならば、最初からそうすればいいのに。遊びは終わりってことか。用済みになった玩具は捨てるってことなのか。

「…………あ……」

　声が出るようになった。

『すまぬ。声くらいは出させてやっても良い。朕ばかり喋しやべっていても会話にならないだろう。貴様も恨み言の一つや二つ、言いたいだろうしな』

「……恨み言どころじゃないわ」

『ほう』

「一発ブン殴なぐりたいわ」

『それはそれは。やってみればいい』

　今度は身体も動くようになった。

　前のめりに倒れて、風船に顔面から落ちる私。痛くなかったけど、無ぶ様ざまだ。

　全身が動くようになってから、一気に震えが来た。

　今、本当に死にかけた。

　私の命は、ポチのきまぐれで助かったのだ。

　本当なら這はいつくばって許しを請こい、助かった事に礼を言うべきなのかも知れない。それだけの力の差がある。そう、思い知った。

　だけど――死んでも頭なんて下げてやるもんか。

　――ヒーローは、悪に屈したりはしない！

　世界を救ってやるですって？　あの鳥が？

　確かに救えるだけの力はあるでしょうよ。だけどアンタの言う救いは、絶対に誰かを不幸にする。

　私がなりたいのは、テレビに出てくるような、ワケのわからない理屈だけど絶対に一人の取りこぼしもなく救えるヒーローなんだ。

「……っ！」

　顔を上げると、ポチが見下ろしていた。

　大きさはガー助とほとんど変わらない。なのに高圧的で、ムカつく顔。そしてそれ以上に強い命の波動を感じる。

『やってみろ、東宮ひかる。それで終わりだ』

「……本当に自信満々なのね」

『敗者に情けをかけるのも、勝者の努め。せめて最後の一撃くらいは甘んじて受けよう。その後、静かに殺してやる。痛みなど感じさせず、一瞬で焼き尽くしてやろう』

「そう。優しいのね」

　完全に舐なめられている。いや、それ以上だ。虫けらに反撃の機会を与えて優越感に浸っているようなものだ。

　実際、そうだ。私の一撃など、ポチにしてみればアリのデコピンより弱いはず。

　普通の人間なら、逆上して殴りかかっているところだ。

　だけど私は違う。

　もらえるものは何でももらう。ゴミだろうがチャンスだろうが。

「じゃ、いくわよ」

　私はポケットからグローブを取り出して、嵌はめる。スイッチを入れると、電気ではなく高周波が発生する。

『来い。最後の一撃、受け止めてやる』

「ありがと」

　私は持っている命の全てを攻撃力に換かえた。

　身体が光り、怪しい紋もん様ようが浮き上がってくる。最初は気持ち悪かったけど、慣れた。むしろラーの天秤の効果が発動している証しよう拠こだ。

　そうして私は、目の前に浮遊しているポチに向かって、全力で攻撃した。




「やんなさい！」

『おおおぉぉおおおっ！』




　私の拳がポチの顔面にヒットし、高周波が石像を振しん動どうさせる。

　それと同時に背後からガー助が光線を放ったのだ。私の命のほとんどを渡したガー助からは、渦を巻いた白い光線がまっすぐにポチの胴体を狙っていた。

『ぬおぉおおっ！』

　ポチの身体が見えなくなった。

　かき消えたポチの場所を、ガー助の光線が通り過ぎていった。衝撃波が私を吹き飛ばす。そして逃げたはずのポチは私の背後に出現し、本気で殺そうと火の玉を撃とうとする。

「もらった！」

　ゼロ距離で火の玉を撃とうとするなんて、バカな鳥。

　燃えるポチのクチバシに指を当てると、火の玉ごと命を吸い取ってやった。私の指は掃そう除じ機きのように火の玉を吸い取る。

『しまった！』

　火の玉を吸い取ろうが、ポチはまた充じゆう嗔てんして撃てば良いだけの話。だけどポチは不意に吸われた事によって、一瞬だけ動揺した。

　その動揺こそが、私たちのチャンス。

　ポチの背後にまたガー助が出現し、光線を撃った。

『オラァアアアアアッ！』

　避けようとしたポチの翼に光線が当たり、砕いた。

　何の石で出来ているかわからないが、とにかくガー助の光線がポチの翼を砕いたのだ。ポチは僅かにバランスを崩したが、二度目のガー助の光線は喰らわなかった。

『貴様……貴様らぁっ！』

　光線を瞬間移動で避けたポチが、私たちの頭上に出現した。

『朕の、朕の、朕の翼を、よくもっ！』

『ヘッ、どんな物体だろうがな！　分子を緩ゆるくすりゃ、壊れるんだよ！』

　そう、ガー助の言う通り。

　最初に私が放った一撃こそ、まさに分子結合を緩くさせる一撃だったのだ。人間に撃ったら内臓が破壊される。そんなのイヤだから絶対に使わないけど、硬い物相手だったら別だ。

「どんなモノでも壊せるんだよ……私たちふたりならね！」

『ふざけるな……認めぬ。朕は認めぬぞ！　そもそも攻撃を許可したのは貴様ひとりであって、あの鳥の攻撃を認めた覚えなど……！』

「冗談！」

　今度は私が鼻で笑う番だ。

「私の一発は食らったでしょ？　あとはアンタが油ゆ断だんしたせいよ。自分のミスを人のせいにしないで。アンタがガー助の光線を喰らったのは、許可もクソもなく、ただアンタが遅かっただけよ！」

『……そうか、そういう腹か、アヌビスども』

『ならばこちらも二対二だ』

　声が聞こえた瞬間、私は後ろに飛んだ。風船から離れた私の靴がジェット噴射して、さらに遠くまで飛ぶ私の身体。

　そこへ狛が降ってきた。

「って、バカ！」

　私がいた位置に、狛の刀が突き刺さる。

　足場は風船だ。そこへ刀を差したらどうなるか。

　飛んだ私は、着地できなかった。風船の上に着地しようとした足がスボッと刺さり、徐々に沈んでいく。私の身体だけが風船に入りこみ、あやうくゴムに溺おぼれそうになった。

『ひかる！』

　ガー助が粘ねん着ちやく光線を吐いて、私を引っ張り上げてくれた。

「狛！　あんた飛行船落としてどうすんのよ！」

『落ちぬよ』

　答えたのはポチだった。背中には狛が乗っている。

　徐々にしぼんでいく風船。

　だけど言われた通り、高度はいつまで経っても下がらなかった。

「なに、これ？」

　この飛行船、何で動いてるんだ？

　しぼんだ風船が、何かの輪りん郭かくを作り出している。あれは――風船の中に何かが入っているのだ。あれが動力だとしたら、風船は飾かざりなの？

「ガー助、やって！」

『お、おう』

　ガー助が光線を放ち、風船を切り裂いた。

　乱暴に撃っているように見えるが、中の物体には傷をつけないように繊せん細さいな狙いをつけている。

『手伝ってやろう』

　ポチの背から狛が跳び、風船を切り裂いてくれた。見せてくれるというのか。見せても損害にはならない物なのか、あるいは――

『って、これ、オメェ！』

「うそ……！」

　風船の下から、飛行船の動力が出てきた。

　それはこの世で最大のエンジンの数倍はあるだろう、十メートル四方の箱。

　そう、箱だ。

　ミズチの切り札ともいえる脅きよう迫はく材料。命と引き換えに巨大な爆発を引き起こすと言われている、悪魔の兵器。

　その兵器が動力として動いているなんて。
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「誰の命だ？」

「わかっているでしょう？」

　喜一郎の刀は、平賀の肩を壁に縫ぬい止とめていた。

　血が出ているのに、平賀は痛そうな顔をしていない。まるで痛覚を失ったロボットのようだ。

　喜一郎が尋ねているのは、上の箱が誰の命で動いているのか、ということだ。

　この上に爆弾――もとい、爆弾を流用したエンジンが積まれていることは知っていた。格納庫にあった資料に、命によって引き起こされる爆発のエネルギーを動力に換える方法が記されてあったのだ。

「お前か」

「少々違います。私たちの命ですよ」

「あの鳥もか」

「そうです」

「バカな――そんな事をして、何の得がある!?」

　喜一郎が刀を抜き、血を払った。もう片方の手は、未だに平賀の胸ぐらを摑んでいるが。

　ラーの天秤の力で無限の命と繋がった平賀は、それでも疲れた顔で笑う。

「得ならありますよ。私の力が強くなります」

「あの鳥は弱くなる。弱点をさらけ出すことになる」

「弱点……それでいいのですよ」

「なに？」

「あのエンジンは、私の命と繋がっています。私が死ねば推進力用に溜ためこまれていたエネルギーが、全て爆発します」

　喜一郎の目がさらに険けわしくなる。

　最強で無尽蔵の命がエネルギーを供給し続ければ、無限に動くエネルギー、すなわち半永久機関とも呼べる物が生まれる。

　だがそれでは駄目だ。脅迫にならない。

　もしも全てがおじゃんになったら、ミズチは自爆するつもりなのだ。だから無限で無敵の爆弾に、起爆スイッチを作らなくてはならない。

　スイッチひとつの役割を与えるには、いささか強すぎる存在だが。

「平賀……！」

　唇くちびるを嚙かみしめる喜一郎。

「わかってください喜一郎さん」

「……わかっているさ。あの飄ひよう々ひようとしたお前が、そこまで覚悟を決めているんだ。それだけの事情があるんだろうさ！」

　摑んでいた胸ぐらから手を離し、平賀を壁に叩きつける。

　背中を打った平賀は、そのままズルズルとしゃがみこんだ。

「話せ。全部俺に話せ。そうする義務がある」

「……まだ時間はあります。お茶でもいかがですか？」

「こんな時まで、お前は……！」

　寂しく笑う平賀。

　こんな空しい男とその親が、六十年も喜一郎を騙していたのだ。

　もう憐れん憫びんの感情しか浮かんでこない。

　不意に涙が零こぼれそうになった。

　その涙を心の中にぎゅっと押しこめる。

　震える手で刀を収め、滲にじむ視界の中で平賀を見た。

　それでも平賀は微笑ほほえんでいた。







































　そもそも古こ科か学がくが生まれたのは、自然な成り行きだった。

　人類が火を使い始めた時から、万ばん物ぶつには神が宿ると言われてきた。神は自然界にかならず存在する。どこかにいて、何かをしている。

　そんな神たちを利用し始めた頃から、人類の文明が始まった。

　神の信しん託たくを告げ、恐ろしい災さい厄やくを神の仕し業わざにし、神に祈りを捧ささげ、やがて神の技術を少しずつ自分のものにしていき、もっと神を知りたくなる。

　つまるところ、説明できないものは全て神なのだ。

　わからない、だから神がやったことにすればいい。それで納なつ得とくする人たちであり、時代だった。

　ところがそれを良しとしない人たちが現れ始めた。

　当時から科学という物は存在していたが、それは人間が知る事ができる範はん疇ちゆうの事を知るための学問であった。ところが本当に人間には理解不能な領りよう域いき――神の領域にまで入りこもうとした者たちがいた。

　それが古科学者である。

　もちろん、古科学者は当時から迫はく害がいされ続けてきた。現実的にありえないインチキ理論を振りかざし、怪あやしい発明をし、人々を惑まどわそうとしていると言われていた。

　ところがそんな古科学者たちをアテにする人物が現れ始めた。権力者たちである。当時、古科学が栄えた日本も中国も帝みかどの地位は絶対であり、現あら人ひと神がみとして称たたえられてきた。そんな彼らがまず考える事は、死への恐怖である。

　死から逃れるために薬を使い、祈き禱とう師しに祈らせた。

　それでも駄だ目めなら最後の手段と、古科学者を頼ったのである。現存する資料では古科学のおかげで寿じゆ命みようをのばせた皇帝がいるという史し実じつは存在しないが、古科学が闇やみに紛まぎれ、人々の目から隠れるようになったのはこの頃からである。

　古科学は存在しない学問になり、そのまま現代科学が発展した。世界が交わり、あらゆる人物が才能を発はつ揮きし、人類を発展させてきた。

　古科学が活かつ躍やくしたのは、そうやって光を浴びる人間を陰からサポートするためだった。人の闇に潜む陰の学問は、必ず必要とされた。

　やがて世界大戦が終わり、現代科学の発展が加速しはじめた頃。

　古科学は本当に用済みになった。

　裏の学問と呼ばれ続けてきた古科学が担になってきた役割が、現代科学でも補おぎなえるようになってきたのだ。主に荒あら事ごとに長たけてきた古科学だが、戦争のおかげで現代科学でもそちらの方面に使える技術が多数発明されたのである。







　物質が豊かになればなるほど人の心は荒すさむ。

「あぁ、またか――どうして。製品は完かん璧ぺきだったはずなのに」

　終戦直後。行くあてがなく、平ひら賀が家けの食しよつ客かくになっていた頃。

　喜き一いち郎ろうも彼が嘆なげく声をよく聞いた。いつもは我が慢まんしているようだったが、それでも稀まれにぽつりと漏もらすのだ。太った身体を震わせて、家族には聞かれないように。

「またやられましたよ、喜一郎さん」

「またですか」

　六十年も昔から、平賀は時々そんな顔をしていた。他の古科学者の前では必ず明るく振る舞う彼でも、喜き怒ど哀あい楽らくの感情は持ち合わせている。

「はぁ……」

　黒電話を置いた平賀は、いつもの笑顔を消して沈ちん鬱うつな顔。

　彼の気持ちもよくわかる。

「もう特とつ許きよ庁ちように古科学者を置くしかないんじゃないですか？　今の方法を続けていては、どうしても特許が降りないでしょう」

　喜一郎の提案にも、平賀は首を横に振る。

「いえ……それではダメです。あくまで古科学として世間に認めてもらわなくてはいけないんです」

「認めてもらうための努力はしているでしょう」

「ええ。特許庁の人間にも直じかに見せました。企業にも持っていきました。だが彼らは古科学と聞いただけで拒否反応が出るんでしょうね。いくら優すぐれた道具を作ったとしても、古科学というだけで特許が降りなくなっているんです」

「特許庁の人間だけの仕業じゃないな」

「はい。おそらくどこか別の力が働いています。古科学が台たい頭とうすると損をする人たちです」

「錬れん金きん術じゆつ師しですか？」

「違うと思います。むしろ拙つたない技術でも売れれば良いと考えている、普通の企業が横から口を出しているんです」

　力とは、つまり金のことだろう。

　自社の製品を売るための策さく略りやく。そして古科学を蹴け落おとすための謀ぼう略りやく。

　いや、それが悪い事だとは思わない。戦争から復ふつ興こうした日本で、生き残るためには商売をしなくてはならない。彼らも必死なのだ。

　古科学は、ただ競争に負けただけ。

　だから平賀も企業に対して攻撃をしたりはしなかった。

「石いし田ださんは、あの薬を作るのに借しやつ金きんまでしたんです。これが認められなければ、奥さんも子供も路ろ頭とうに迷う事になるんです」

「……惨むごいな」

　目を押さえてうずくまる平賀。

　太った身体が、今はとても小さく見えた。

「私もできる限りの援えん助じよはしてきました。しかし戦争が終わった今、古科学が本当に消え去る日が近いのかも知れません……」

　声を殺して泣く平賀を、その時の喜一郎は見つめることしかできなかった。

　今の古科学者は、世界どころか誰だれも救えない状況に陥おちいっていたのだ。

　彼があんな兵器を作った理由が、今になって少しわかった。そうでもしないと古科学が本当に滅びてしまうからだ。たとえ軍事に利用されたとしても、古科学を日本に認めてもらうためには必要なことだったのだ。

　喜一郎を招いたのも――少しでも人手が欲しかったからなのか。それとも。

　そして平賀の仕事を息子が継ぎ、同時に悩みも継いだ。

　平賀は親子二代にして、全ての古科学者の苦しみを背負ってきたのだ。

　息子が父と違うのは、ただひとつ。

　今まで虐しいたげられてきた古科学の恨うらみを溜ためこむには、器うつわが小さすぎたことだった。

　いや、器はあったのだ。父ほどではないが、自分の中に溜めこめるだけの器が。

　レイジがヒビを入れたのだ。彼のせいで平賀が大事に封じこめてきた古科学者の鬱うつ屈くつが爆発したのだ。そうなるまでにどれだけの怒りを溜めこんでいたのか、それは喜一郎にもわからない。







「仮に今、明日の天気が確実にわかる機械が発明されたら、気き象しよう予よ報ほう士しの方々はどうするんでしょうね？　早い話が、古科学もそうなったと言うわけです」

「俺が古科学者になった時には、もうそういう段階だった……だが、それはどの分野でも同じ事だ」

　窓の外を見て溜ため息いきをつく喜一郎。

　攻撃の意志は、今はない。どうにかして平賀の企たくらみを阻そ止ししたいのだが、殺せば大爆発が生じるとわかっていては、手が出せない。

「喜一郎さんも知ってると思いますが、古科学者にもいろいろいますからね。共通してるのはみんな変人ってとこばかり。つまりセールストークが苦手なんですよ。だから凄すごい発明はできても、口の上う手まい二流技術者に全て持って行かれてしまう。口くち下べ手たなあなたなら、この悔くやしさわかるでしょう？」

「口下手は余よ計けいだ」

　否定もしないが。

　喜一郎には古科学者たちの気持ちがわかった。なまじ籠こもりきりで発明を続けてきたばかりに、世の中へ出る方法を忘れてしまった古科学者たち。まるで穴蔵で生活するのに慣れてしまい、日の光を浴びると死んでしまうモグラのようだ。

　そして、今の平賀の話でわかったことがある。

　ミズチが脅きよう迫はくしている人間のリストを思い出すと、ある共通点があったのだ。

「平賀。もしかして、お前が脅迫しているというのは――」

「ご想像の通りですよ。脅迫する相手を決めたのは、私でもレイジさんでもありません。ミズチの古科学者が、そしてその親が、深い恨みを持っている人たちです」

「やはり……！」

　仮に金目当てだとするならば、製鉄業界の大物や電器会社の社長というのはまだしも、歌か舞ぶ伎き俳はい優ゆうや伝統工芸の巨きよ匠しようを狙ねらうのはいささか不審だ。

　だが金目当てではなく、個人的な怨えん恨こんだとしたら納得がいく。

「歌舞伎は――迫さこ水みずさんか？　そしてボランティア団体のリーダーを脅迫したのは、伊い崎さきさんだな」

「ええ。わかりましたか」

「迫水さんは歌舞伎の舞ぶ台たい装そう置ちをずっと作ってきた。現代の機材が多く使われるようになったが、あの人は昔の道具を改良して使おうと運動してきた」

「そうです。彼も家電メーカーの台頭と共に、幕まく裏うらに追いやられました。ボランティア団体のほうも同じです。その団体のリーダーは個人的に医い療りよう福ふく祉し関係の会社と仲が良いのですよ。伊崎さんも古科学を使って老人や障しよう害がい者しや福祉の道具を作っていたのですが……」

　行き着くところは皆同じ。

　現代科学にシェアを奪うばわれて消えていった少数派。

　ミズチが欲しかったのは金ではなく、地位――何百年もの間、ひたすら憧あこがれてきた地位だったのだ。

「だから、この作戦を止める人はいませんでした。みんな誰かに操あやつられているわけではなく、自分の意志で参加しているのですよ」

「…………」

「復ふく讐しゆうなんかしても意味がないことはわかっています。ですが、古科学は闇の学問。力と技で相手を倒すことで発展してきた学問なのです。私たちが力をアピールできる、一番良い方法はこれしかなかったんです」

「……中には、反対した者もいるだろう」

「ええ。残念ですが。その方たちにも協力してもらいましたよ、もちろん」

「催さい眠みん術じゆつを使ってか」

「この期ごに及んで逃げられるわけにはいきませんのでね。毒を喰くらわば皿まで、今更後戻りもできませんしね」

「外げ道どうめ……！」

　平賀を睨にらみつける喜一郎。この場で斬り捨ててしまいたい。だが爆弾を盾たてにされている以上、喜一郎はここで平賀とお喋しやべりをしているしかないのである。

　そうして、時と景色だけが流れていく。
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『ひかる。オメー、怖くないのか？』

　そりゃ怖いよ。

　怖いけど、他に足場がないんだからしょうがないじゃない！

　下手したら風に飛ばされちゃうし、ちょっとバランスを崩くずしただけでも真っ逆さまなんだからね！

　その点、この足場は完璧。真っ平らだし、硬い。その上、十メートルほどの広さが確保できる。素す晴ばらしい。

　問題は、ここが爆弾の上ってことなんだけどね。

『どうにも扱えず、腹に抱えたか』

　私の上を旋せん回かいしているポチも迂う闊かつに手が出せないでいる。上から光線を吐いたら、即ドカン――ってことなのかな。火薬の代わりに命が詰まってるって言ってたけど、機械の部分に当たったら誤ご作さ動どう起こして爆発しそうだよね。

　そうなったら、このあたり一帯は吹き飛ぶんでしょうね、計算はしてないけど。

　飛行船の中の平賀が死んじゃったら、ポチまで死んでしまう。だからここは様子を見ながら牽けん制せいするしかない。

「図はからずも、いい場所とっちゃったな」

　思わぬラッキーに笑みがこぼれる。

　だけど油ゆ断だんしているヒマはない。ポチが駄目でも、狛こまがいる。

『フッ――！』

　爆弾の上に乗り、問もん答どう無む用ようで斬りかかる狛。

「わっ、と！」

　斬ざん撃げきを避よける私。命の量は満タンだ。狛の剣筋もなんとか目で追える。多分、ポチが動どう揺ようしているのが、狛にも影響を及ぼしているのかな。

「このぉぉぉぉっ！」

　振り下ろされた剣の峰みねを、足で踏ふみつけた。

　木の箱に刀身が食いこむ。それを抜こうとして狛が腕に力を込めた。

『くっ！』

「おとなしくしなさいっ！」

　グローブで殴なぐると、狛の髪かみの毛けがわずかに振しん動どうした。グローブが放つ高周波が狛の分子を柔らかくしてくれているのだ。

『オラァアアアアアアアアッ！』

　私の脇わきからガー助が飛びこんできた。翼つばさに光を漲みなぎらせて、ラグビー選手のタックルのように狛に突き刺さる。ふたりはそのまま箱を転げ落ちていった。

「っと！」

　背中にミミズを入れられたような気持ち悪い気け配はいを感じた。

　振り返ると、ガー助と同じように、体中にオーラをほとばしらせているポチがいた。

『アヌビスよ、もう容よう赦しやはせぬ！』

「だったら、さっさと来なさいよ！」

　私もグローブを構え、ポチを迎むかえ撃うつ。

「おおおおおおぉぉおぉっ！」

　突進してくるポチを、素す手でで受け止める私。

　両手でドッジボールのように抱えこみながら、一瞬だけ手を離し、ポーチから取り出したお札をポチに貼りつける。

「どっせぇええええい！」

　ドッジボールの次は相撲すもうだ。うっちゃりの要よう領りようでポチを爆弾から投げ飛ばした。そして三つ数えてから、私は耳を塞ふさぐ。

　貼りつけた札が爆発した。

　車一台くらいならバラバラにできるほどの規き模ぼだ。

　その前に分子振動もさせているから、かなりのダメージのはず。まぁポチのことだから全然堪こたえてないんだろうけ――

「……！」

　突然、喋れなくなった。

　ポチが念動力で私の動きを封じたのだろう。最初はそう思った。

『ひかる――？』

　爆発のあった場所から、何かが飛んできたのはわかった。

　ポチの反撃だということもわかった。

　あまりに速すぎて、それが光線だとわかったのは傷口を見た後。

『舐なめるなよ、人間。朕の身体に傷をつけることを許可した覚えはない！』

　爆煙が晴れると、燃えさかるポチが飛んでいた。

　その目はまっすぐに射抜く――私の胸を。

　多分、左胸を撃たれたんだと思う。光線か何かで。

　恐る恐る患かん部ぶに触れてみる。

「――あ」

　なかった。













　傷が、ではない。

　左胸がないのだ。

　丸く、くりぬかれていた。よく宇宙人が家か畜ちくを殺す時のように、心臓があるはずの部分が空くう洞どうになっているのだ。

　それでいて、血は出ない。完全に焼いて塞がれている。

「っ……！」

　痛みもない。代わりに異様な脱力感が。

　その穴から命が流れていく。決けつ壊かいしたダムのように全てを壊す勢いで、命が――

　私の命が減っていく。なくなっていく。消えてゆく。

　口と傷口から、じわじわと血が流れていくのを感じる。

　ああ、あの時の瑪め瑙のうさんのようだ。

　指一本動かせず、全身の筋肉が弛し緩かんしていく。

　周りがわんわんとサイレンのように鳴っている。

　――寒い。

『ひかる！　オイひかる！』

　私のそばでガー助が怒ど鳴なっている。うるさい。

　今は戦闘中だろう。ほら、後ろに狛がいるじゃない。

　って、狛はガー助を見ていない。私を見て、刀をしまってる。

『ひかる！　起きろオイコラ!!』

『あきらめろ。東ひがし宮みやひかるの生命が終われば、ガー助の命も尽きる。我が好敵手の、唯一にして最大の弱点だ』

　そうして狛はガー助にすら用はないと言いたげに去る。爆弾の上から飛び降り、ポチの背中に飛び乗った。

『人間にしては楽しませてもらった。だが忘れるな、このウィツィロポチトリ、人間を殺すくらい造ぞう作さもないのだぞ』

　遠ざかるポチの声。

　待ってよ。まだ私、戦えるよ。

　心臓に穴が空いたって、死ぬ直前まで戦える。

　って、なんか、考えもまとまらないや。

　まばたきすらできない。

　あれ。今私、どんな体勢なんだっけ。

　何かが私の身体を離れていく感覚がして――

　……っと……。

　……。







「時間が経てば、やがて私たちの野望は達成します。彼らがお金を振りこみ、私たちが一時避ひ難なんする時間さえくれればそれでいい。ほんの数時間ですよ、喜一郎さん。その時間だけ待ってはもらえないでしょうか？」

　左胸に手を当てる平賀。

　喜一郎の返答は攻撃だった。

　苦く無ないが平賀の膝ひざに刺さる。倒れる平賀の首筋めがけて、喜一郎の刀が振り下ろされた。

「おおっと！」

　電流を自分の体内に流し、筋肉をムリヤリ動かして刀を避ける平賀。バネ仕じ掛かけのように跳はね上あがり、追撃しようとする喜一郎に殴なぐりかかる。

　平賀の拳こぶしを刀で受けようとした喜一郎。だがリーチは平賀の方が長い。手に電流をまとわりつかせているが、もともとあれは飛び道具なのだ。

　手から放たれた電流が刀を伝って喜一郎の全身に流れた。

「ぐぅっ……！」

　痛みを堪こらえ、一歩踏みこむ喜一郎。

「うおおおおぉぁぁっ！」

　電気がまとわりついたまま、平賀を殴った。

　倒れる平賀に苦無を投げつける。すばやく平賀が避けるが、その時喜一郎はすでに刀を構えていた。

　平賀が起きあがるタイミングに合わせて、刀を振り下ろす――

　寸前で、喜一郎の手が止まった。

「っく……！」

　殺せば、爆発する。

「できませんよね？」

　起きあがった平賀は、止まったままの喜一郎の刀を指で押しのけた。

　殺さずに動きを止める方法もないわけではない。

　だが平賀の技と対等に戦うためには、殺すつもりでかからないと、こちらがやられる。

「くそっ！」

　上で戦っているはずのひかるは、どこまで知っているのか。

　ウィツィロポチトリとかいう鳥と戦い、もしも破壊してしまったら――

「卑ひ怯きような手を使ってすみません」

　平賀の指が喜一郎の肩に触れた。

　電流は喜一郎の身体をも操る。まるで電撃の糸に縛られたように腕が動かない。強ごう引いんに腕を振り上げるが、指も動かず、刀を落としてしまった。

「あなたは不死身というだけで、身体は普通の人間と同じなんですから。無理しちゃ駄目ですよ」

「黙れ！　お前だって普通の人間だろうに！」

「いいえ。私はもう――」

　落ちた刀を、平賀が拾った。

「この身体に流れる命は、ウィツィロポチトリのものです。万能にして、全知。その命を制御する鍵かぎの役割しかないんですよ、今の私は」

　そうして平賀は、刀の柄つかで自分の左胸を叩いた。

「お教えします。起き爆ばくスイッチは私の心臓に埋うめこまれています。心臓が停止すれば爆発する仕掛けです」

「心臓……？」

「全国各地の爆弾のスイッチも同じです。ミズチのみなさんの心臓に埋めてあります。あくまで作戦が失敗した時の保険ですが。まぁ抵抗する人もいましたが、彼らの命は使いませんよ」

「そこまで教えていいのか？」

「どうせ教えたところで、何もできないでしょう？」

　イタズラを仕掛けた子供のような表情の平賀。

　しかしそのイタズラは普通じゃない。

「作戦が失敗したら死ぬ気だったのか？」

「そのくらいの覚かく悟ごがないとね、ミズチのまとめ役なんてできませんよ。特に現代科学に恨みを持った人たちの集まりですから」

「…………」

　一番、恨みを持っているのは平賀ではないのか。

　彼の父もミズチのまとめ役だった。その時代がミズチの転落期ではなかったか。父が苦悩する姿を一番見ていたのは喜一郎ではなく、実はこの平賀ではないのか。

　彼が代々受け継いだ電気技術は、現代科学と比較しても遜そん色しよくない。むしろ電気で人の筋肉を操る技術はリハビリテーションなどに使えば技術革命を起こせるほどだと思う。

　結局は、不ぶ器き用ようだったのだ。

　むしろ不器用だったからこそ、古科学者になったのだ。マーケティングが物を言うこの時代に古科学者の居場所はないのだ。

　こんな馬ば鹿かげた真ま似ねでもしない限り。

「平賀。あの娘むすめはどうしている？」

「あの娘？　ああ、私の子ですか？　元気ですよ。まだ喜一郎さんに対抗意識を燃やしているみたいですけどね。そうそう、お頼みするのを忘れてましたよ。もしも私が死んだら、娘のこと、よろしくお願いします」

「……断る、あんなじゃじゃ馬。一人でももてあましてるって言うのに」

「それは残念」

「だから生きろ、平賀。生きてこんな馬鹿なことはやめろ」

　最後の忠告だった。

　懇こん願がんと言っても良い。

　平賀は答えなかった。それが返事だった。

「どれだけの人間がお前を慕したっていたと思っているんだ、平賀！　お七しちがどんな気持ちでお前の元を離れたかわかっているのか!?」

「お七さん……元気にしてますか？」

「当然だろう。あの婆ばあさんが殺して死ぬような女か」

「それは良かった。父からお七さんの事は頼まれていましたからね。父も父で、彼女を大事にしていましたから」

　はっきりと聞いた事はないが、おそらく平賀の父と仲が良かったのだろう。おそらくは恋人か何か。

「もういいだろう。止めるぞ、平賀」

　刀を持っていない状態で、喜一郎が身構える。

「どうやって止めるおつもりで？」

　策はある。が、平賀と違ってそれを喋る喜一郎ではない。

　上で戦っているひかるとガー助。あのふたりがいれば、爆弾は止められる。

　――まさかあいつらに期待する日が来るなんてな。

　出会った当初は半人前の錬金術師だったのに、いつのまにか成長したものだ。

　問題は、強化された平賀を組み伏せることができるかどうかだ。起爆スイッチのせいで躊ちゆう躇ちよしなくとも、平賀は強い。本気で戦って五分五分といったところだ。

「…………」

　身をかがめ、少しでも攻撃に備えようとした、その時だった。

「!?」

　突然、船に異変が生じた。

　足場が揺れ、立っていられなくなる。

「な、なんだ!?」

　平賀にとっても想定外だったようだ。バランスを崩くずしている。

　今が攻撃の好機と、仕掛けようとした喜一郎。しかし手が止まる。異変が起きたのは飛行船だけではないようだ。

　揺れる飛行船でも最初は動揺するだろうが、古科学者ならば道具を使うなり身体を強化するなりしてバランスを保つ事ができる。しかし平賀の様子は明らかにおかしかった。スイッチがあると言っていた左胸を押さえて、苦しそうにあえいでいる。

「平賀？」

　喜一郎を油断させるための作戦だとしても、今それを使う場面ではない。

「おい、どうした？」

　駆け寄り、平賀を見た。青ざめた顔で、呼吸も乱れている。

　無限に命が供給されているはずなのに。

「まさか、例の石像が……？」

　ひかるたちに倒されたのか。窓の外を見るが、特に変わりはない。

　むしろ静かだ。もしも石像が倒されたのだとしたら、激しい音が頭上でするはずだ。少なくともガー助が戦うのであれば、光線の応おう酬しゆうくらいするはず。

　仮に倒されたとしたら、平賀も即死するはずだ。ラーの天てん秤びんとは、そういう道具のはず。だが彼はまだ生きている。

　命が消えたのではなく、異常が生じたと考えるべきだ。

　それとも、動力である爆弾に何か変化があったのか。

　平賀の心臓――命と繋つながっている、動力。

　ひかるは錬金術師だ。あれを止める方法を何か考えついたのかもしれない。

「考えているヒマはないな」

　倒れた平賀を抱き起こし、喜一郎は苦無を取り出した。

　――もしも考えが間違っていたら、爆弾は起動する。

　一瞬の躊躇。

「怖がるな。すぐに済む」

　それは自分に言い聞かせるための言葉。

　苦無を持った手を、平賀の心臓に突き立てた。

「がっ……！」

　縦に引き、大きく傷口を開く。

　そしてその傷口に右手を突っこんだ。

「あぁぁぁああっ！」

　悲鳴をあげる平賀の口をもう片方の手で塞ぎ、右手で胸の奥の臓器を摑つかみ取とり、抜き取った。鮮せん血けつが吹き出し、壁と床を真っ赤に染める。

　喜一郎の右手にあるのは、平賀の心臓だった。

　それをなんの容よう赦しやもなく握りつぶす喜一郎。

　平賀の命を司つかさどる心臓が停止しても、頭上の爆弾は静止したままだった。

　――やはり、燃料がなくなっている。

　ひかるが止めてくれたのだ。

　心の中で喝かつ采さいを送る。

　そして嫌な感触の中に、硬いものが混じっていた。その感触の正体を摑み取る。

「これか」













　服のボタンよりも小さな円えん盤ばんだ。これが平賀と爆弾を繋げているものか。

　そう判断した瞬間、喜一郎はそれも握りつぶす。

「平賀、寝ているヒマはないぞ」

　血にまみれた右手に、今度は苦無を当てた。下に引くと手首が切れ、平賀と同じくらいの血が噴ふき出だす。

　その傷口を平賀の口に当てた。血を飲ませた後は、穴の空いた心臓に血を流しこむ。するとどうだろう。死にかけていた平賀の顔に赤みが差したではないか。

「き、喜一郎さん……」

「動くなよ。心臓が再生するまでおとなしくしていろ」

「どうして……」

「手の内を喋ったお前が悪い」

　やがて心臓の傷まで塞がった。手で触れると、本当に小さくだが心臓の鼓こ動どうが鳴り始める。小さい心臓がもう作られ始めているのだ。

「不死身の男を舐めるなよ。人間を生き返らせるくらい、造作もないんだ」

　弱々しく涙を流す平賀を抱き留めたまま、喜一郎は子供をからかうように笑った。

　喜一郎から見れば、平賀も子供なのだ。

「ここの爆弾は止めた――あとはひかるとカンジに任せるしかないな」

　すぐ上の友人と、遠く離れたパートナーに思いを馳はせる。

　意識が遠くなる。血を失いすぎた。

　テーブルまで歩き、誰に淹いれたのか知らないお茶を飲んだ。口の中で血と混じり、気持ち悪くなって吐き出した。
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『何な故ぜだ……？　殺したはずだぞ？』

　ええ、そうでしょうね。

　心臓に穴を開けられたら、普通死ぬよね。

　だけど私は普通じゃない。ラーの天秤を持つ、アヌビスなんだ。

　そんな私を見て、ポチが驚おどろいている。石像なのに動きを止めて、空中に貼りつけられた標本のよう。

　あの鳥の目には、私はどう映っているんだろう。

　自分で見える範はん囲い――両手、両足、鎖さ骨こつのあたり、その全てに紋もん様ようが入っている。なんだこれ、まるで私の身体じゃないみたい。力っていうより、呪のろいをかけられたみたいだ。

「そこ、動かないでよ」

　爆弾の上に、しっかりと私は立っている。

　心臓も塞がっている。もとい、私が塞いだ。

　一度思いついたら、それまでの私がどれほど愚おろかだったか、身に染しみてわかった。なんでこんな簡単な方法に気づかなかったんだろう。

　解決手段は、こんなに近くにあったのだ。

　ミズチの野望を止める方法と、目の前の敵をどうにかする方法。

　爆弾は命で動く。

　だから爆弾の命を吸ってしまえばよかったんだ。

　アレには無敵で最強のポチの命――平賀を経由するらしいけど――がたくさん入っているそうじゃないか。私にしてみればラーメン一いつ心しんの特盛りラーメン並のごちそうだ。それこそ腹一杯食べられる。

　私が無意識でセーブしていたのか、最初、私の吸える命には許きよ容よう量りようがあるのだと思っていた。だけど限界はないみたい。

　ポチの言葉じゃないけど、世界を滅ほろぼす事だってできそう。全ての生物の命を吸っても限りがないなんて。世界の全ての命を吸ったら、私はどうなってしまうんだろう。

『どれだけ命があろうと、首を飛ばせば同じこと――』

　背後から、狛の気配。

『ひかる！』

　ガー助の声。今の私たちは、声なんてかけなくても意志の疎通が可能だ。たぶん、命の繋がり方が変わったんだと思う。ヒモで繋がっていた命だったものが、巨大な命のプールを共有しているような雰ふん囲い気き。上手く説明できないけど、私とガー助は同一の存在みたいに近しくなったのだ。

　だからこんな事もできる。

「いくよガー助！」

　私が手を突き出し、ガー助が口の中を光らせる。

　すると私の手から光線が出た。

『なにぃっ！』

　狛の身体を吹き飛ばす光線。私の手から、そしてガー助の口からも同じ光線が飛び出す。二本の光線が狛を挟みこみ、それぞれ頭と胴を飛ばした。

　狛の首が飛ぶ。

　それを空中でポチがクチバシに刺した。

『アヌビス！　貴様――危険だ！　殺す！　止めなくては――止めなくては――』

　あまりにも衝しよう撃げきだったのか、言葉もおかしくなるポチ。今更だけど、あいつの弱点いっこ見つけた。なまじ自分が完璧な存在だと思っているし、実際その通りなものだから、対処できない不ふ測そくの事態に弱いんだ。

「わああああっ！」

『吹きとべぇっ！』

　飛んでいるポチを箱上から殴り飛ばす私。私が振った拳は念動力となり、数十メートル離れたポチの横よこっ面つらに当たる。石だろうが関係ない。あんたの命で作った拳だ。自分の力で殴られろ。

　次いでガー助の光線がポチの翼を切り裂いた。

　光線と言っても平べったい剣のようなものだ。それが三本同時に飛来し、ポチの翼を切り落とす。飛べなくなるほど斬りたかったが、ポチが全力で回かい避ひしたおかげで翼の先端を切り落としただけだった。

『おぉおおおおおおおっ！』

　ポチの目が光る。また念動力だ。

　私の心臓が止まる音がした。あの鳥、本気で殺しにかかっている。

　だけど今の私は、心臓が止まったくらいじゃ死なない。

『ひかる！　やるぞ！』

「うん！」

　ガー助が私の右手に停とまる。ガー助の注し連め縄なわが解かれ、細い一本ずつの糸になる。糸からは光の粒子がジェット噴ふん射しやのように吹き荒れ、私自身も吹き飛ばされそうになる。

　形も変化した。翼が窄すぼまり、ジェットノズルのように筒になる。そしてクチバシがより鋭くなって、足も私の手に絡みつく。まさに突撃するための体型になる。

　同時に腕に停まったガー助の勢いを抑えるのにも必死。今にもポチに向かって飛んでいきそうなんだもん。

　私の腕は、ガー助の拳。前にレイジを殴った時は私自身の瞬発力だけが頼りだったけど、今度はガー助のジェット噴射もある。その威い力りよくは数倍。そして溜めこんだ私たちの命は数百倍。

『貴様ら……！』

　狛の首をくわえるような格かつ好こうのポチが、目に光を溜めている。いや、さきほどから小さな光線を放っているようだ。

　さっきは私の胸に穴を開けたけど、それはもう効きかない。ガー助が展開している光の障壁が全て防いでくれる。

『何故だ？　何故、朕と互ご角かくに戦えるのだ……？』

「簡単よ。それは、私がアヌビスだから」

『??』

　ポチはまだわかっていない。

　私たちは別に最強生物でもなんでもないのだ。

　ヘッポコ錬金術師だった私たちをここまで強くしてくれたのは、他でもないアンタなんだよ、ポチ。

　私が持つラーの天秤の能力は、命を共有することと、命を吸う事。ただそれだけ。

　だけど私は命を吸う事によって、命の扱い方に慣れた。そりゃそうだ。自分の命がかかってるんだもん。どうすれば死なないようにガー助に命を与えられるかとか、ずっと前から研究してきたんだ。

　その私が、ポチの命を有効活用しただけ。

　爆弾に命を注そそいだのもポチ。私に自由に吸わせてくれたのもポチだ。

　みんなアンタの力なんだよ。私はそれを返しているだけ。

　だから私は絶対に最強になれない。

　その代わり、最強の敵の命を流用することができる。

『あいつ、まだ気づいてねーみたいだな』

「そうだね。頭は悪いのかな」

『ま、人間が作ったモンだからな。人間以上に頭がいいわけねーか』

　最強の敵の命を流用できるって言っても、相手がポチみたいに無む尽じん蔵ぞうの命を持っていたら、それって私が大幅に不利ってことなんだよね。

『む、そういうことか。朕の命が強ければ強いほど、貴様の力が上がる――ということは、朕が最大の攻撃を仕掛ければ、貴様は倒せるということか』

　ようやく気づいた。

「アハハハッ」

　だけど私は何故か笑ってしまう。

　ただ生き返っただけで、戦力差はとてもあるのに、なぜかおかしい。

　楽しいのだ。

　ゾクゾクする。

　世界がかかった一戦なのだ。負けたら私だけでなく、無関係のたくさんの人間が死ぬかもしれない、それでいて五分五分どころか二分八分くらいの不利な状況。

　だからこそ燃える。

　緊張が力を与えてくれる。ヒーローであるための重じゆう責せきが、戦意を高めてくれる。

「狛。あんたの気持ち、少しわかるわ」

『そうか。ならば想いを遂とげよ』

　頭だけになった狛が、真ま面じ目めな顔で私を見ていた。

「うん。そうする」

　私にそのつもりがなくても、ガー助はその気マンマン。ガー助の羽根や尾お羽はからも光の粒子が漏れだし、力の勢いがどんどん増していく。

『ならば朕もそうさせてもらおう。貴様に対する怒り、恨み――そして楽しみ、全てぶつけさせてもらおう』

『オメーも楽しいのかよ』

『当然だ。最強である朕に対し、ここまで近づける者がいたとは。さぁ、その拳でもっと朕を楽しませよ！』

　この期に及んでも偉えらそうなヤツ。

　まぁいい、ブン殴るのに躊躇が必要なくなる。

「ガー助！」

『いくぜぇぇぇぇっ！』

　私の身体が浮いた。

　ガー助が飛び立ったのである。私の身体を引っ張るようにして、ポチまでまっすぐに飛ぶ。私はガー助を前に突きだし、ウルトラマンのような体勢でポチから目を離さない。

　吹き出す命。ガー助だけじゃない。飛ぶ私の身体からも命がジェット噴射のように吹き出している。無む駄だにこぼれているのではなく、この命全てが推進力なのだ。

『ウィツィロポチトリ、やるぞ』

『当然だ』

　ポチの身体からもガー助と似たような噴射が。ただしこちらは全て炎だ。ジェット噴射とは違う、美しい斑まだら模も様ようの火炎が尾羽から吹き出していた。

『参る！』

　ポチと狛、ふたりの声が重なった。

　そうしてポチたちの身体が消える。

　一瞬後、突きだしたガー助にポチの顔面がぶち当たった。

　高度三千メートルでの、最後の激突。

　衝撃が私の身体を押し戻そうとするが、それ以上に強く、ガー助と私は拳をポチの身体にねじ込んだ。そしてポチも狛を私たちに押しつける。電撃が宿る小刀を口から生やした狛を、ガー助の口の中にねじこんでいる。













『うぉおおおおおおお！』

「あぁあぁあああああっ!!」

『むぅおおおおおおお！』

『……ッッ！』

　ガー助のクチバシと狛の小刀がぶつかり、どちらも砕けた。

　両方とも口から光線を吐き、相手を貫つらぬこうとする。もう光線ではなく光の拳と言ってもいい。ゼロ距離でぶつかる私たちには、小手先の技はもう要らない。力が強い方が勝つ。避けた方がやられる。

　どこまでも退ひかない。不ふ遜そんな顔で睨みつけているポチの身体を砕くまで、私たちは絶対に下がらない！

「うぁああああああああああぁああぁあああああっ!!」

　私の中に溜めこまれた全ての命を使って、ガー助で殴った。

『む……む、む、むぉおお、むぉおおおおおおっ！』

　ポチのクチバシが割れた。

『ウィツィロポチトリ！　まだだ！　まだ狛は――！』

　クチバシに刺さっていた狛の顔が落下していく。

　落ちていく狛はガー助に向けて光線を吐こうとしたが、何も出なかった。すでに狛も限界を超えていたのだ。

『朕の口が!?　何故だ!?　なぜ破壊できるのだ!?』

　だけど私たちはまだ限界じゃない。まだまだ命は尽きない。

　勝つに決まってるでしょ。

　私たちは命を懸かけてるんだ。私たちだけじゃない、いろんな人の命を。

　遊びでやってるんじゃないんだ！

　崖がけっぷちのハングリー精神なんて、アンタ持ち合わせていないでしょ！

　全てにおいて舐めきっていたアンタが、この土ど壇たん場ばで本気なんて出せるわけない。本当に本気出せるヤツだったら、最初から出してるわよ。

　向こう上じよう心しんがあれば、火の玉や念動力だけに頼らず、色んな戦い方を模も索さくして、考えて、私たちに勝とうと考える。

「アンタに比べたら、狛の方が強かったわよ！」

『なに……!?』

　日本を滅ぼそうと企んだミズチの命、そのすべてを使う。

　悲鳴に似た、何かが軋きしむ音。

「出直してきなさいっ！」

　私とガー助の拳がポチの口を、身体を、翼を、尻尾しつぽを――

『何故だ！　何故なのだ!?　朕の力が劣おとっていたはずはない!?　仮に互角だったとしても、なぜ朕が負けるのだ!?』

　ポチの信念を、自信を、驕きよう慢まんを、そして命を――




　――砕く！




『てめぇの負けだぁああああぁあああああっ！』

「うぁああああああぁあああぁあああああっ！」

　伝わる。

　ガー助を通じて、ポチの身体が砕ける音が。

　ウィツィロポチトリという神を負かす音が。

　ガー助がトドメに光線を吐き、その噴射を利用して後ろに下がった。元いた爆弾の箱の上に降り立つと、滑すべって転んだ。

「いたたたっ！」

　自分が流した血に足を取られるなんて。まだ固まってなかったんだ。それほど短い時間だったということだ。

　尻しり餅もちをついた状態で、ポチの最期を見た。

　体中から炎と電撃を吹き出し、空中で静止している。私たちの方を見ているが、もう攻撃することはできない。

　もしも生まれたばかりではなく、経験をつんで少しでも殊しゆ勝しような態度が取れれば、私たちが負けていただろう。

　平賀と繋がっていたのも敗因だ。ミズチの作戦のためなら仕方ないことなのだが、結果的に弱体化してくれた。下の喜一郎くんにも感謝だ。

『………………悔しい……兄者……！』

　最期にポチはそう言って泣いた。

　あれだけ命を持っていたのに爆発は小規模で、だけど花火のように綺き麗れいだった。

　バラバラと欠片が落ちていくのを、ずっと見ていた。

　血まみれで変な紋様の浮いた私たち。まだ胸の穴も完全にはふさがりきっていない。きっと誰かに見られたら救急車と警けい察さつを同時に呼ばれるだろうが、今は空の上だ。

　そうしてしばらく倒れていると、ガー助も腕から外れた。

　ポチを破壊したことによって、私たちの命も空に散っていく。

『疲れたぜ……』

「自動人形のくせに、何言ってんのよ」

『え？　他の自動人形って疲れねーのか？』

　きょとんとした目で私を見るガー助。

　そうだった。こいつは昔から、他の自動人形とは違うんだった。なんたって私と命を共有しているんだからね。

「少し、休もうか。そしたらゴハン食べたい」

『俺も事務所のソファで眠りたいぜ……』

　ふたりともぐったりしていると、なんだか身体が軽くなった気がした。

　いや、違う。

　身体が宙に浮きかけているのだ。

「あれ、これひょっとして、飛行船落ちてる？」

『落ちてるな』

　そりゃそうだ。動力は私たちがブッ壊したんだから。

「ガー助、とりあえずここから離れよう。下にいる喜一郎くんと――」

　そこまで言って、ようやく思い出した。

　下には平賀の死体がある。

　私たちが殺した。

「…………」

　使命とはいえ、救う方法はあったんじゃないか。

　直接手を汚したわけじゃないけど、殺したのは間違いなく私たちだ。

　世界の命は救えたけど、一人の古科学者は救えなかった――

『ボサッとすんなひかる！　時間がねーんだ！』

「……うん」

　羽ばたくガー助の足に摑まり、私たちは飛んだ。

　平賀という一人の人間の命を奪うばった事、絶対に忘れない。







　その平賀が生きていた。

「へ？　あれ？」

　風船が割れ、爆弾もただの箱になり、今やただの落ちる住居みたいになっている部屋に喜一郎くんと平賀がいた。平賀は乱れた呼吸で横たわっていたが、確かに生きていた。

　なんでだ？

　ポチや爆弾と命が繋がってるんじゃないのか？

『スプラッタだな、オイ』

　私の血にまみれた爆弾もグロかったが、この部屋はそれ以上だ。いったいどんな戦い方をしたんだか。それで無傷な喜一郎くんを見ると、こっちのほうがよほど化け物に見えてくる。

「ひかるか。そっちが勝ったんだな。おかげでこっちも助かった」

「喜一郎くん、どういうこと？」

「平賀の心臓を抜き取った。そこに付いていた装置を破壊した」

「心臓を、って……」

「俺なら治せる」

　断言する喜一郎くん。まぁ、実際に治ってるんだけどさ。

　でもラーの天秤で繋がっていた命は？

「心臓を抜いただけで、ポチとの繋がりがなくなっちゃったの？」

「そうなるな。それについては制作者のお前の方が詳しいだろう」

「そうなんだけど、私も似たような目に遭あってんだよねー……」

　これは私の推測だけど、喜一郎くんのおかげじゃないかな。

　私は死ぬ寸前に命を吸って助かった。だから命はかろうじてガー助と繋がっていた。

　だけど平賀の場合、一度死んで、もしくは死ぬ寸前に喜一郎くんに新しい命を吹きこまれたんじゃないかな。その命は上書きするように、新しい平賀の心臓を作り出したんだ。

　修復と再生の違いだ。

　私のラーの天秤も、心臓が密接な繋がりを持つように作ってある。

　古代エジプトでは心臓イコール命っていう概がい念ねんがあったらしいけど、やっぱり命の源って言ったら心臓だよね。

「すごいねぇ、喜一郎くんって……」

「なんだよ、藪やぶから棒に」

「いや、錬金術でもそんな真ま似ねできないだろうからさ。純粋にすごいなって」

「……そうか」

　少し俯うつむく喜一郎くん。あれ、機き嫌げん悪くしちゃったかな。

　などと話している間にも、船は落下していく。もうほとんど自然落下に近いんじゃないかコレ。私の身体が飛び始めたぞ。

「ひかる、こっちだ」

　喜一郎くんが壁を指さした。

　そこには黒い穴が空いている。思い出した、前に杉すぎ田たが下水道に逃げこんだ時に使った穴だ。どこかへワープさせてくれる古科学の道具だ。

　喜一郎くんは平賀を抱えて、穴から飛び出していく。

「んじゃ、私も逃げますか――と、その前に」

　上を見る。

「ガー助」

『おう』

　頭上に光線を吐くガー助。上で何かが爆発する音がした。ポチの最期と一緒で、とても小規模な爆発だ。

　爆弾を破壊した。爆発させたのではない。もう燃料となる命は全部吸い取ったから、ただの機械だ。

『んじゃ、オメーラは先に行ってろ。あとは俺がバラバラにしとくからよ』

「うん、お願いね」

　ガー助が窓から飛び出していった。

　もう用済みとはいえ、爆弾もこの飛行船も跡形もなく破壊しなくてはならないからだ。

「よし、ヒーローの仕事、これで終わりっ」

　忘れ物がないことを確認すると、私も古科学の穴に飛びこんだ。

　もう二度と飛行船なんて乗るもんか。







　穴から出た先は、どこかの道だった。

　左右には畑。目をこらせば遠くにビルが見える。肌寒いのは日本海に面しているからだろうか。

　車通りはなく、人通りもない。半径一キロ以内に人はいるのだろうか。

　いるとすれば、私と喜一郎くんと平賀だけだ。

　ガー助のいる場所を探ってみる。僅わずかだがガー助の命を感じた場所を見上げると、ちょうど上空から帰ってくるところだった。

『よぉひかる。済ませてきたぜ』

「ありがと」

　私の頭の上に戻るガー助。壊れた飛行船を捨ててきてもらったのだ。上空でバラバラに解体し、海の底までドボン。さらに海底に穴を掘ほって埋める。そうでもしないと浮かんでくるからね。血まみれの飛行船なんて見つかったら大事件だよ。

　ついでにポチの破片も回収して埋めたそうだ。石像にとっての死の概念は知らないけど、仮に生きていても海底に埋めれば当分出てこれないだろう。

「狛は？」

『知らねー。どこにも落ちてねぇよ』

「そう」

　狛の執しゆう念ねん深ぶかさは怖いからなー。きっとどこかで生きて、復活してきそうなんだよなー。

　ま、それでもいいか。ミズチの悪の野望を阻そ止しできたわけだし、あとに残るのは個人的な感情だけだ。世界の命運がかかっていないとわかれば、気楽なもんだ。

　これで全部終わりだ。

　そう思ったら、急に疲れた。張りつめていた糸が抜けた気分。

「あ、いいとこにいいモンがあるじゃない」

　近くの電信柱の下に自動販売機があった。儲もうかるのか、この自販機。

「ガー助、ちょっとお茶買ってきて」

『この距離だろーが！　てめぇで歩け！』

「なによもー」

　ぶつくさ言いながらも、自販機まで歩く私。

　ポケットに手を入れて気づいた。サイフを持ってきていない。

「喜一郎くん、百二十円ある？」

「私が出しますよ」

　そう言って千円札を出してくれたのは、平賀だった。

　喜一郎くんと死闘を繰り広げた――いや、死んだ直後だというのに、もう立ち上がれるのか。凄い回復力だ。

「お茶で良かったですよね？」

「あ……どうも」

　お茶を渡されて、素す直なおに頭を下げる私。それから平賀は自分と喜一郎くんの分のお茶を買った。みんな同時に缶を開け、一口飲んで、ほっと息をつく。

「終わっちゃいましたねぇ」

　他人事のように笑う平賀。

「…………」

　そんな平賀をじっと見つめている喜一郎くん。

　私は――なんだか、二人の間に入れない雰囲気。倒すべきミズチの大ボスなんだけど、もう喜一郎くんが倒しちゃったし。そしてミズチの計画以上に、二人の間にギクシャクした気持ちが見え隠れしている。

　と、思ったのに。

「さて、私は行きますね」

　お茶を飲み干して、平賀は立ち上がる。

「行くって、どこにです？」

　私が尋たずねると、平賀は血まみれのスーツを正して、

「警察ですよ。私が犯した罪を話して、相そう応おうの裁さばきを受けてきます。もうこちらには何の手立てもありません。私がいなくなれば、ミズチも解体されるでしょう」

「行ったところで無駄だぞ。どうせ古科学の説明をしても警察は信じない」

　道ばたに座ったままの喜一郎くんが、顔も上げずに言う。

「ま、そうでしょうね。ですが、けじめはつけないといけません」

「それに、お前が捕まったところでミズチはなくならない」

「そうですかね」

「ああ。古科学者の互ご助じよ会かいという役割であれば、むしろ推すい奨しようすべき団体だと思う」

「……あなたはどう思われますか、ひかるさん」

「え、私？」

　いきなり話を振られたが、答えは決まっている。

「悪い事しなけりゃいいんじゃないですか？」

「私たちを許してくださるので？」

「うん。死人に鞭むち打うつような真似はしたくないし、厄やつ介かいなのはあらかた片付けたし」

　残るはレイジくらいか。

　なんだか大事な用があるとか言ってたけど、どこへ行ったのやら。

「レイジさんの方は……多分、計画は失敗するでしょうね」

「へ？」

　仲間なのに、ずいぶん弱気な発言だこと。

「どうして？　ミズチを利用して世界の全てを知るとか言ってたじゃん」

「そのミズチも終わってしまいました。もうレイジさんは孤独だ。どんなに強くても、孤独じゃ勝てませんよ」

　たった一人で負けた平賀が言うと、妙に含がん蓄ちくのある言葉になる。

「仮に彼の作戦が成功したとしても、もう彼には帰る場所もないですしね」

　ミズチを捨ててまで果たしたい目的って、なんだろう。何をしたかったのだろう。

「ですからひかるさん。安心していいですよ。もうあなた方はミズチに狙われることはない。ただのなんでも屋に戻れるんです」

　平賀は私の前に立ち、そして深々と頭を下げた。

「ご迷めい惑わくをお掛けして、申し訳ありませんでした」

　それだけ言って、平賀は踵きびすを返す。

　喜一郎くんに無言で一礼。

「……またな」

「はい」

　それだけの会話を交わして、平賀は長い道を歩いていく。警察に行くつもりなのだ。

　私もガー助も喜一郎くんも、その背中を無言で見送った。

　というか、喜一郎くんに何と声をかければいいのかわからなかった。

　平賀との因いん縁ねんを聞きたいが、教えてくれるだろうか。悲しそうな喜一郎くんを慰なぐさめる言葉をかけるべきなのだろうか。それともこの場を去った方がいいのだろうか。

　そんな事を考えていると、不意に第一声が出てきた。

「喜一郎くん、電話」

「ん？」

「鳴ってるよ、さっきから」
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「あ、喜一郎？　こっちも終わったよ。うん、全部無力化した。これでもう爆弾はないはず。みんなもそう言っている。うん、わかった、それじゃまたね」

　携帯電話を畳たたむと、カンジはフードを脱いで天てん井じようを見上げた。

　ここはとあるイベントホールのロビー。休館中らしく、カンジたち以外に人影はない。従業員すらもいない。

　そこではまだ取っ組み合いが行われている。

「離せ！　私は、ミズチの――ミズチのために――！」

「はいはい、もうそれ終わったから。我々の負けだよ」

「んじゃ青あお江えさん。やっちゃってください」

「あいよ。そしたら松まつ本もとさん、治ち療りよう頼むな」

「ほいほい。爆弾処理はみなさんでお願いしますよ」

　暴れる一人の古科学者を押さえつける、十人ぐらいの人間。皆、古科学者ということもあって年配が多い。老人の旅行ツアーでのトラブルみたいな光景に見えなくもない。

　暴れているのは、最後の古科学者だ。北は北ほつ海かい道どう、南は沖おき縄なわと巡めぐり、最後の彼を追って東京のホールへたどり着いた。

　押さえつけているのは、道中で味方にした古科学者。

　カンジひとりではこうはならなかっただろう。お七の説せつ得とくのおかげだ。彼女は催眠術だけでなく、きちんと口で説得して古科学者たちを味方につけた。

　そりゃミズチは現代科学に恨みを持って当然だ。

　だが犯罪に手を染めて自分をアピールするのではなく、もっと人のためになる古科学を目指せば、自然と人は集まるのだ。

　古科学は裏の科学だ。暗殺や偵てい察さつに活用されてきた歴史を持つ。そのため、どうしても暗あん躍やくという方向でしか自分を生かせないと思いこんでいるふしがあるようだ。子供のカンジからしてみれば、自分の折紙は楽しむためにやっているモノだから、いくらでもバリエーションが増やせるのに。

「ったく、手間かけさせやがって……」

　たとえば今、青江に心臓を貫かれている古科学者。青江が手にしているナイフはカンジが折ったものだ。メスのように細長いので、物体を摘てき出しゆつしやすくなっている。このようにナイフ一本とっても、人殺しの道具か便利なツールかで、使い道が分かれるのだ。端はたから見ればどうみても人殺しの道具にしか見えないが。

　青江が心臓から機械を摘出すると、別の古科学者がのしかかり、傷口に薬を塗ぬって縫ほう合ごうし始める。医者の古科学者である。彼が持つメスはさすがに自前だが。そしてその間に、作業服を着た古科学者が五秒で爆弾を解体している。

「あいよ、一丁上がり」

　青江がカンジに折り紙のメスを返す。

　遊園地でお七に洗脳を解かれて以来、青江は素直に負けを認めた。

　以前、木造の学校で喜一郎に斬られてから、古科学の医療によって復活したのだが、これで完全に喜一郎と決別したと思ったらしい。

　ところがどうだ。

　決別したはずなのに、一度負けただけで簡単にこちらの陣営に戻ってきてくれている。

「俺が刀を作るのは無差別テロのためじゃねえよ。ミズチの味方だからこそ、止めないといけない時だろ、今は」

　この主張は、お七とまったく同じものである。

　彼も彼なりにミズチが好きなのだろう。

　そしてそれは青江だけでなく、今こうして集まっている古科学者たちも同様なのだ。みな、ミズチのためと言いながらミズチの行動を止めようとしてくれている。

「こうやってみんなで協力すれば、爆弾処理も簡単なんだよね」

　どうして古科学者は一匹狼が多いのだろう。

　カンジは本当に悩む。個性が強いと言っても、仲良くできないわけではないのに。

　――だからミズチがあったんだよね。

　そのミズチが間違った方向に進まず、こうして協力しあって楽しいことを成し遂げる組織だったらどうなったのか。

「楽しいわね。なんだか同窓会みたい」

　カンジの隣となりで椅い子すに座っているお七が、笑っていた。

「みんなが集まるのって、そんなに久しぶりなの？」

「ええ。ミズチという組織でも、一カ所に集まって何かをするのって、珍めずらしいの。もともと日本全国に住んでた人たちだしね」

「ふーん……」

「カンジちゃん。今、みんながいつもこうやって集まればいい、って思った？」

「ボクじゃなくても思うよ」

「そうねぇ。本当は、今回の計画の始めに、一度全員を集めようって話になったのよ。だけどレイジさんに却下されたの。計画は日本中で行うから、ばらけたほうが都つ合ごうがいいって。今になって思えば、それも計算のウチだったのかしら」

「どうだろうねぇ。集まれって言っても集まらなさそうだけど」

　ただ、こうやって大おお騒さわぎしている老人たちを見ると、これからミズチがどうやって進んでいけばいいかわかる気がするのだ。

「雨降って地固ま……ればいいんだけどな」

「あら、難しい諺ことわざ知ってるのね、カンジちゃん」

「お七さん、バカにしてる？」

　カンジが睨むと、お七は若い女の子のように軽い足取りで去っていった。

　こういう人たちばかりなら、ミズチも悪くない。

　うるさい老人たちを遠くから眺ながめながら、カンジはそう思うのだ。













[image: ]










　改めて今回の事件を振り返ってみると、レイジという一人の男がミズチを大きく狂わせたのだと実感する。きっかけはミズチ、目的もミズチ、手段もミズチのもの。ところがレイジがその舵かじ取とりを行ったおかげで、あらぬ方向へ進んでしまったのだ。

　では得をしたのはレイジ一人かというと、そうでもない。

　平ひら賀がの願いは、ミズチを――いや、裏の学問全てを日の光に当てること。

　今回の計画でそれは叶かなわなかったけれど、新しい道は見えたんじゃないかと思う。犯罪に長たけた古こ科か学がく者しやでも、正しい事はできるのだ。

　錬れん金きん術じゆつ師しだって人の事は言えない。錬金術師の中にも悪に手を染めた人なんて大勢いる。だから裏の学問なんだ。

　私にとっても、良い戒いましめになった。

　これからも力に溺おぼれず、人のためにこの力を奮ふるうと誓ちかおう。







『今日も来たぞ、ガー助』

『またてめぇか……ちょっと待ってろ』

『うむ。ちょっと待っていよう』

　今、私の事務所のソファには狛こまが座っている。

　やっぱりというか、けっこう無事に生きていたようだ。ミズチはなくなったというのに、いや、むしろそのせいで制約がなくなったのか、あれから毎週、事務所に来てはガー助にケンカを挑いどんでいる。

『近ちか松まつっつったか。あのジーサン、連日テメーの身体直してばかりで、そのうち寿じゆ命みようより先に過か労ろう死しすんぞ』

『問題ない。奴は狛の身体を直すのが生き甲が斐いのようだ。それより今日の狛はひと味違うぞ。通りすがりのエジプト人に遣つかってもらった。国が違えば戦法も変わるというもの』

「……この近くで歩いてたエジプト人なら、あまり期待しない方がいいわよ」

　苦笑しながら、私は昼食の残りを食べる。

「お七しちさん、お茶！」

「はいはい、ちょっと待っててね」

　カンジくんが差し出した湯飲みを受け取り、お七さんが台所へ歩く。

　喜き一いち郎ろうくんは黙々とカップラーメンを啜すすっている。

　あの事件以来、逸いつ色しきビルが騒さわがしくなった。何かあるたびに、みんなして押しかけてくる。それだけなら別に良いんだけど、もめ事まで持ってくるからなぁ。

「人が多い方が、楽しいわよね。ひかるちゃんもお茶どう？」

「あ、いただきます」

　お七さん曰いわく、平賀はすぐに釈放されたそうな。なんでも脅きよう迫はくされた人たち、全員平賀のことを「知らない」と言い張ったんだって。彼らも彼らで、何か後ろ暗いところがあるのだろうか。

　それからミズチはどうしたのかと言うと、平賀とお七さんの二人で、ちゃんとした互ご助じよ会かいみたいにするのだという。お互いがお互いの知識を交換して、より良いものを作っていくのだという。

　初めて平賀に会った時も、同じ事を言っていた。

　だけど今はこの言葉を信じられそう。

「考えてみれば、世界中には困っている人たちがいっぱいいるのよね。砂さ漠ばくを緑化したり、宇宙のゴミを掃そう除じしたり、南極の氷を溶けないようにしたり。ミズチが力を合わせれば、そういう事もできるんじゃないかと思うのよ」

　おいしいお茶を淹いれながら、お七さんは語る。

　日本で儲もうけている人たちより、そういう本当に困っている人たちを助けて回れば、やがてミズチも有名になるんじゃないかという。

　どうして最初にその考えに至らなかったのかとツッコミたいが、それは古科学の歴史のせいなので仕方ない。錬金術だって似たようなものだし。

　カンジくんもミズチの人のお手伝いをするようになったそうだ。なんでも古科学者の中では最年少らしく、若者の柔じゆう軟なんな発想というものが求められるようになったんだとか。カンジくんがまず最初にやったことは、ミズチの老人たちに携帯電話やパソコンの使い方を教えて、連絡をとりやすくしたこと。世捨て人の古科学者ばかりだったから、これを機きに距きよ離りを縮ちぢめたいんだそうな。

　そしてカンジくんが動いている間、喜一郎くんはまた旅に出た。

「もう一度、母に会ってこようと思う」

　そう言って旅に出た喜一郎くんだが、すぐに帰ってきた。

　むしろ逃げ帰ってきたと表現した方がいい。なんだかすごく疲れた顔だった。しょうがないので、たまにウチや天てん成せい会かいの仕事を手伝ってもらっている。

　彼の夢は、不死身の肉体を捨てることらしい。普通の人間になって生しよう涯がいを終えたいのだという。

　師し匠しようから聞いたんだけど、彼のお母さんって有名な錬金術師なんだって。一度会ってみたいなー、とつぶやいたら、師匠と喜一郎くんに猛反対された。なんでだ。

「ところでひかる」

　そんな喜一郎くん。食後、ガー助が狛と戦う支し度たくをしている時、私にこんな事を聞いてきた。

「上の瑪め瑙のうという占い師なんだが……料金はいくらくらいなんだろうか？」

「へ？」

　どういうことか尋たずねてみると、

「どうも俺の周りにいる女性は、俺に厄やつ介かいな仕事ばかり持ってくる気がしてならない。今まではそれが普通だと思っていたのだが、最近、そうじゃないと教えてもらった」

　カンジくんといいお七さんといい、最近じゃ平賀の娘さんにまで追われてるんだっけ。その上お母さんと来たもんだ。確かに見てもらった方が良いかもね。

『気をつけろよ喜一郎。一番厄介なのが目の前にいるしな』

「どーゆー意味よ、ガー助」

『おーし狛！　今週はマンガ何冊賭かける!?』

『十冊でどうだ』

『乗った！　表出ろ！』

『後悔するなよ』

　僅わずかに微笑ほほえみながら狛が窓から飛びだし、それを追ってガー助も飛んでいった。本当に相変わらずな光景なんだけど、昔に比べてちょっと楽しい。







　私たちはと言うと、ミズチと戦うためにスポンサーからもらっていたお金の供給がストップした。

　さらに今回の戦いで全ての道具をフルチューンしたせいで、資金はマイナスになってしまい、昔よりも貧びん乏ぼうになった。

　どのくらい貧乏なのかというと、ド貧乏の瑪瑙さんにご飯をたかるくらい貧乏だ。おかげで弱みを握られてしまい、厄介な依頼人がまた一人増えてしまった。

　だけどそこは逸色ビルの温かさ。ちゃんとお金になる仕事もくれるのだ。

　そんなわけで、今日も私は元気に仕事。

　神でも倒した私たちだ。今なら、どんな仕事でもできるはず！

「おぶっ！」

　などとタカをくくっていた私の顔面を、ダチョウのオーギュストが踏ふみつけていった。

　芝生しばふに倒れる私に、ドスドスと大地を踏む音が遠ざかっていく。

『ひかる！　おい起きろ！　死ぬな！』

「ダメ、死ぬ……」

　頭がクラクラして立ち上がれない。

　上半身だけ起こして、落ちたイヤホンを拾う。動物の声を聞けるガー助の意識を翻ほん訳やくする――つまり動物の声が聞こえる道具だ。

『た、助けて！　あ、あいつが！　あいつが、あの亀かめが、来ない！　いや、そうだ、きっとあと数分で来る！　そうに違いない！』

「来ないわよ！　千ち秋あきちゃんの散歩ルートは、こないだから変わったの！」

『ウ、ウ、ウソだ！　そうやって私を焦じらそうとしたって無む駄だだぞ！』

「相変わらず話聞かないわねー……」

　鼻の奥がツンとする。

　オーギュストが檻おりを破って飛び出したって言うから、何かまた新しい敵がやってくるのかと思ったら、ただ単に毎日怯おびえている千秋ちゃんと彦ひこ左ざ衛え門もんが来ないから、疑ぎ心しん暗あん鬼きになってるだけじゃない。

　千秋ちゃんも、先日ようやく松まつ葉ば杖づえなしで歩けるようになった。いつも支えてくれた板いた垣がきさんと彦左衛門のおかげだ。

　本当に嬉うれしかったけど、まさかそのとばっちりがこういう形で来るなんて。

「ひかるちゃん！　ミズチ倒したんじゃろ！　その勢いで、今日もドーンと頼むよ！」

　安全な二階の窓から、親分さんが叫んでいる。

　そうは言っても、ポチとダチョウじゃ勝手が違う。依頼人のペットの命を吸うわけにはいかないし、仮に吸ってもＯＫだとして、どうやってダチョウに触れればいいのだ。さらに吸えたとして、ダチョウ一匹の命でどれだけ私を強化できるんだ。

　最強の敵なら最強に近づけるのに、それ以外の敵が相手だと、ホント使えないんだ、ラーの天てん秤びんって。

　しかもこういう時に限って、喜一郎くんもカンジくんもいない。いつも晩ご飯と引き換えにどんな仕事でも手伝ってくれるパートナーだと思ってたのに、また旅に出てしまった。早く帰ってきて欲しい。

　まぁ、それならいつも通りの仕事が始まるわけだ。

「ガ、ガー助！　あのさ！」

『あぁん!?』

「あんたのために新しい命を作るって話！　あれ無理！　っていうか意味ない！」

『なんでだよ!?』

「だっていくつあっても足りないじゃん！」

『……それもそうだな。って、うぉおおおお！』

　縄なわを取り出そうとしている私の背中にオーギュストが突進してくる。

　地響きが死のカウントダウンのように聞こえてくる。

『た、助けて！　あいつが、あいつが来るのだ！』

『その前にオメーがくんな！』

「きゃ――っ！」

　最強の敵を倒しても、結局何も変わらない。

　鳥屋はいつでも営業中。

　私もガー助も、毎日なんとかがんばっています。








おわり　　　　　


















　あとがき




　こんにちは。そしてさようなら。

　田た口ぐち仙せん年ねん堂どうでございます。







　この仕事が二〇〇七年の最後を締しめくくりました。

　というか三十一日のギリギリまで仕事してました。それもやっと終わり、無事に正月を迎えてのんびりと過ごしていたところに担当様から電話が。

「すみません、あとがきお願いするの忘れてました！」

　ハッハッハ、相変わらずドジッ子ですねＡ女じよ史しは。なんとなく今年一年も波乱に満ちた仕事っぷりになる予感がしますよ。というか俺もあとがきの存在すっかり忘れてました。イカンイカン。

　というわけで皆さん、今年もよろしくお願いします！







　とまぁ、さわやかなスタートを切ったというのに、サクッと終ってしまいましたな、おるたなてぃぶ。

　皆様、楽しんでいただけたでしょうか。

　思い返せばこの話、「ガーゴイルの登場しないガーゴイルを書け」と言われ「んなモンどーやって作るんじゃい！」とちゃぶ台をひっくり返したこともありました。

　なんとかこうやって終わらせることができて、正直ホッとしております。物足りないと感じた方は、これから続くガーゴイル本篇で楽しんでくだされ。







　今回もいつものメンバーにお世話になりました。

　イラスト日ひ向むかいさん、担当Ａ女史、他にも数え切れないほどの関係者の方々。

　そしてもちろん、読者の皆様。

　なんでこんなに行数が少ないのかと問われれば、それは今回ページ数が少ないからなのです。察してください。じゃあ謝しや辞じなんて削けずれよ、と思う方もいるでしょうが、世話になった人へのお礼くらい言わせてください。







　次はガーゴイル本編です。

　こちらもクライマックスに向かっております。

　さらに、FBonlineで大人気連れん載さいしておりました「御ご色しき町ちよう図書館だより」も連載が終了いたしました……。

　あれ、なんか俺、干されてる!?

　っかしーな……なんか俺、エンターブレインに嫌われるようなことしたか？　まさかアレか？　それともあっちの方か？

　と、とにかく、今年もバリバリ仕事します！

　みんなよろしく！　エンターブレインさんもよろしく!!





田口　仙年堂　　　　















著者

田口仙年堂

Sennendou Taguchi




最終巻である。泣いても笑ってもこれが最後。思えばシリーズを終わらせるのは、これが初めてだ。四年間も物書きやっているのに。そういえば第一巻の巻頭コメントが「出た。」のみで始まって、最終巻は「終わった。」で締めたマンガがあったな。さて、分かる人いるでしょうか？　分かったらアンタもうオッサンだ。分からない人は悶々としながら最終巻スタート！







イラスト

日向悠二

Yuuji Himukai




最終巻である。シリーズの終わりは祭りのあとと似ていて興奮の余韻と黄昏の寂しさでいっぱいになる。そういえば学校をサボッて公園で寝たり隣町の図書館で読書したり他所の学校の部活に参加したりと散々遊び呆けたあと、ふと罪悪感に苛まれて大後悔する、あの夕暮れ時の心情にもよく似ている。これぞあとの祭り、なんちゃって……さ、最終巻スタート！
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